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　そこに、私がいた。





　血のように赤い唇と薄い笑み。微かすかな風に揺れる、黒く長い髪。

　空から落ちる真昼の日差しが似合わない酷薄な顔、

　見慣れぬ制服に身を包んだ彼女は、

　塚つか木ぎ咲さ希き――すなわち、私だった。



　いくつかの街を通り過ぎ、たどり着いた何の変哲もない街でのことだった。

　街について説明するには、三つの名詞で事足りた。

　アスファルトとコンビニエンスストア、そして人間だ。

　唯一、特徴を探すならば駅正面の広場には悠々と枝を広げる大木があることだろう。

　街のシンボルなのか、おおよそ、街のどこからでも見えた。

　巨大で、どうしようもなく孤独なその樹木に、

　我知らず、私は口元で皮肉な笑みを浮かべていた。

　それを覆おおい隠すように口元に手を当て、すぐに外す。

　制服姿の小娘一人、いちいち気にするような人間などいやしない。

　私自身よりもむしろ、隣のシロに視線を向ける人間が多かった。

　シロは微かすかに尻尾しつぽを揺らしながら、やや俯うつむきがちに歩いている。

　私は足を止めぬまま、長く黒い髪を意味もなくかき上げた。

　きっと、私は退屈していたのだ。

　だから最初、彼女に気付かなかった。

　私と同じぐらいに長い髪の彼女が横を通り過ぎて、

　ようやく気付いて、

　足を止めて、

　振り返る。

　同じように、彼女も振り返り、こちらを見ていた。

「……馬ば鹿かな」

　人前であるにもかかわらず、シロが呟つぶやいた。

　私も同じ言葉を口にしてしまいそうだった。

　私と彼女の差異はたった二つ、着ている制服の種類が違うこと、

　そして、隣に白銀の狼おおかみがいるか、それともいないか、

　それだけ。



　私の目の前で、私が――彼女が薄暗い冬の朝のように微笑ほほえんでいる。



　ついに私はおかしくなってしまったのか。

　おや、私は今まで自分を正気だと思っていたのだろうか。

「誰だれです」私が問うた。

「塚つか木ぎサキ」彼女が答えた。

　私が眉まゆ根ねを寄せる。

　サキが唇の端を吊つり上げる。

　急速な苛いら立だちが血の温度を上げた。

「呑のまれているぞ」シロが囁ささやく。

　唇を噛かむ。

　微かな痛みと血の味が、意識を鎮める。

「誰だれです」私はもう一度言った。

　鏡の中でもないのに自分と同じ顔が目の前にあるのは奇妙な気分だった。

「ようこそ塚つか木ぎ咲さ希き」

　彼女は答えず、街の全すべてを示すように両手を広げる。

「今より、ここより、この街は私にうってつけの場所になる」

　その言葉が、合図だった。

　舞台上のセットが一瞬の暗転の後に姿を変えるように。

　一瞬の閃せん光こうとともに、

　街が、姿を変えた。

　コンクリートのビルの隣に、当たり前のような顔をして石造りの低い塔があった。

　アスファルトの道を走る車に交ざって、二頭立ての馬車が走っていた。

　スーツ姿のサラリーマンが、薄い羽を生やした三十センチに満たない小さな妖よう精せいと一緒にコンビニエンスストアの自動ドアから姿を見せた。

　旧ふるい世界の匂においを、微かすかに動く空気の中で感じた。

　ほんの一瞬の間に混ざり合った、幻想と現実。

　だが、誰一人、この現象を異常と捉とらえているようには見えなかった。

　まるで、

「まるで、全てが最初から、そうであったかのように」

　一瞬、私が言ったのかと思った。

　言ったのはサキだった。

　未いまだに両腕を広げたまま、薄い笑みを浮かべて私たちを見ていた。

　全ての真意を隠す氷の仮面。

　牽けん制せいするようにシロが唸うなる。私はシロの首筋に手を当て、それを押さえる。

「不愉快な人間だとは知っていましたが」

　同じ顔を見詰めて告げる。

「実際に目の前にすると、殺意が湧わきますね」

　くすくすとサキが笑って口を開く。

「自分が一番好きで、自分が一番嫌い、それって凄すごくわかりやすいと思いませんか」

　私は何も答えなかった。

　もう、ここをどこにでもある街とはいえまい。

　あまりに何もかもが変わってしまって、

　何より目の前の彼女が――私が異常で、

　遠くに見える、巨大な木だけが唯一そのままだった。



    

  
    
      



    

  
    
      




第一章　虚像は嘯うそぶく





　道行く人々――小人や妖よう精せいもこの際人の範はん疇ちゆうに入れてしまおう――は、歩道のど真ん中で対たい峙じする私たちを邪魔そうな目で眺めながら迂う回かいする。

　私たちは気にもとめず見詰め合う。

　片や嫌悪、片や親愛に似た眼まな差ざし。

「何か、私たちに用ですか」

「鏡を覗のぞくのに、理由なんて必要ないでしょう」サキは皮肉っぽく肩をすくめた。

「いちいち苛いら立だたせる物言いをしますね」

「そうでしょうね。私も同じことをやられたら苛立つでしょうから」

　ぎちりと、奥歯を噛かむ音がした。

　私が一歩を踏み出した。

　シロがくつくつと笑う声が聞こえた。

「見分けがつかんな」

「失礼な」私と彼女が同時に言った。

「あなたが見分けられなくてどうするんですか」私と彼女が同時に言った。

「そもそも、こんな女と一緒にしないでください！」私と彼女が同時に――

　初めて、互いの表情がかみ合った。

　不機嫌で、少し拗すねている顔、好きな男の子に意地悪された女の子の顔。

　怒りより嫌悪より、羞しゆう恥ちが先に出た。

「では」自棄気味に私は吐き捨てる。「見分けがつくようにしてあげましょう」

　たんっ、アスファルトを蹴けって進む。

　風を切り、髪がなびく。右の肩を引くと同時に五指を伸ばして貫き手をつくる。

　素手の間合いまで踏み込むと同時に停止、踏み込みの勢いを乗せ、刺し殺す気で貫き手を振るう。

　棒立ちだったサキは僅わずかに首を傾けた。

　それだけで私の貫き手は空を切る。

　彼女は僅かに左足を下げ、拳こぶしを握る。

　不ま味ずい。内心で焦る。

　カウンター気味の一撃をかわすべく、私は無む理り矢や理り身を捩よじって、体を逃がす。

　だが遅すぎた。

　握られた拳が私を打つ未来が、容易に見えた。

　見えた、が、現実にはならなかった。

　彼女は後ろに跳び、大きく距離を開け、

「さようなら」ちら、と白銀の狼おおかみを見て踵きびすを返す。

　翻る制服、スカートの裾すそ、弧を描いた長い黒髪。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、サキは背を向けて走り出した。

　……遁とん走そう？

　一番予想外の行動に、瞬間動きが止まった。

「――ッ！　待ちなさい！」

　待つわけがない。

　叫びながら体勢を立て直す。その間にも距離が開く。

　サキは人間離れした跳躍力で、街路樹からビルの窓枠、塔の壁面の凹凸に足をかけ、高さを稼いで距離を取り逃げる。

「乗れ、咲さ希き！」

　シロが私の前に座り込む。言葉に従いその背に跨またがって首に手を回す。

　私という重荷を背負ってなお風のように、シロが彼女の背中を追う。

　轟ごう々ごうと、風を割る音が耳に響き、彼女の背が近くなる。

　人間としてみるならば彼女のスペックは図抜けている。

　私と同じぐらいに人間離れしている。だが、もとより人でないシロには、届かない。

　彼女にも、それは理解できたはずだ。

　だから、完全に追いつかれる前に足を止める。

　古びた、だが、広い、柵さくすらないビルの屋上。雨が染み込んで斑まだらになった屋上の中央で、彼女は振り返った。

　塚つか木ぎサキ――認めよう。

　見分けがつかないほどに、よく、似ている。

　同じものだったとしても、驚かないほどに似ている。

　薄く、薄く薄く、研ぎ澄まされた刃やいばのようにサキは笑って立つ。

　くらりと、目の前がぶれた。

　彼女はあまりにも私で、どちらが私なのかわからなくなってしまいそうな、目眩めまいにも似た感覚。

　少しだけ、シロに回した腕に力を込めて、顔を寄せる。

　白銀の毛皮越しに感じるシロの鼓動と熱が、私を私だと確信させる。

　言葉よりも熱で繋つながることに、安あん堵どする。

　自我を取り戻した私が一瞬見た、サキの顔に浮かんだのは――渇望と、嫉しつ妬とか。

　速度とは裏腹に、音もなくシロが屋上に着地した。

「もう逃げないんですか」

　シロの背から降りながら、私は言った。

「ええ」あっさりと彼女は認める。「シロと追いかけっこをしては、勝てるわけがありません」

　くすりと笑い、サキは唇をなぞり、

「ついつい、食べられてしまいたくなりますから」

　そのまま、誘うようにちらりと舌を出した。

　一つ一つの動作が、ひどく、私の苛いら立だちを誘う。

「手伝おう、一気に決めるべきだ」私を抑えるようにシロの声。

「不要です」

「必要だよ」シロは彼女から目を離さない。

　私もまた彼女から目を離さない。

　サキはふざけた態度とは裏腹に鋭く冷たい眼まな差ざしで私たちを油断なく観察している。

　ひどく静かな、闘争というには静かすぎる闘争。

　隙すきの、探りあい。

「君が不利だ。何より、相手は得体が知れない」

「さすがはシロ」余裕たっぷりの態度を崩さずサキが言う。「適切な分析ですよ」

　この女、つくづく、つくづく、つくづく不愉快な――

「咲さ希き。落ち着きたまえよ、それが彼女のやり口だ。と、いうより、いつもの君のやり口だ。高慢に、傲ごう慢まんに、揺るぎなくあろうとし続ける」

「一緒に――」

「するとも」はっきりとした声だった。「似すぎだ。姿かたちなら真ま似ねられるだろうが、いいかね、彼女は匂においすらも同じなんだ」

　一つ、私は大きな溜ため息いきを吐ついた。

　認めたくはない。だが、シロがそう言うならば、認めよう。

「ここでむきになっても、仕方ありませんね」

　意識を戦闘に臨んで変える。

　深い呼吸、尖とがる神経、聞こえる鼓動。

　敵として、意識の中にサキを捉とらえる。

　同じ顔、同じ体、同じ性能。鏡像ですらない、そのもの。

　観察を続ける、サキの冷徹な視線。

　同じ程度に冷たい眼まな差ざしを向けることは、私にだってできる。

「……悲しそうだ」シロが呟つぶやいた。

　サキのことを言っているのかもしれない。

　私にはわからなかったし、そんなものは見えなかった。

「悲しそう？」彼女が言った。「面白い冗談です」

　その通りだ。分厚い氷のような瞳ひとみの奥にある寂しさなど、見えない。

「『弦げん月げつの――」私と彼女がその名を呼ぶ。「――影』よ」

　互いの制服の袖そで口ぐちから飛び出る鞭むちの柄を掴つかんで引き抜く。

　左右対称に、私と彼女が鞭を振るう。

　名前の通りに弦月のような細い線を鞭が描く。

　風の音が遅れて聞こえるほどに速く、振りぬいた鞭がぶつかり合って弾はじける。

　ぱぁん、と、空気の壁が破裂する音がした。

　衝撃で翼のように広がりはためく黒髪、鞭を引き戻す動作から、体重移動、足元からの風で舞い上がりそうになったスカートをさり気なく押さえる動作まで、何から何まで、左右対称に写し取ったように同じだった。

「まったく」気に食わないばかりで、面白くもない。

　心が沸き立つような憎悪も、血が蒸発するような憤ふん怒ぬも、精神が凍りつくような絶望すらもない。

　あの赤い蝶ちようとは真逆の、手て強ごわいだけの退屈。

　視線が絡む。

　彼女も同じことを考えているのを理解する。

　引き戻した鞭むちの反動に乗せて、自分の体を前に出す。

　もう一度同じことを繰り返すつもりはない。

　私と彼女の差異、私のアドバンテージ。

　私は独りではないということ。

　彼女の横合いからシロが迫る。

　鋭い牙きばの生えた顎あごと、陽炎かげろうのように体の周囲で揺れる刃の影、近寄ればまともに避けきれるものではない。

　彼女は距離を取るはずだ。

　そこを、狙ねらう。

「塚つか木ぎ咲さ希き、あなたは」サキの声がする。「そろそろ考えるべきです」

　平板な声。動きに合わせて揺れる黒髪に隠れて表情は見えない。僅わずかに唇の先だけが覗のぞいている。

　だが理解する、彼女が嘲あざ笑わらっていることを。

「二度、私に言動を読まれて、なぜ三度目がないと思えたのか」

　彼女は、シロへ――牙と影の中へと踏み込んでいった。

「愚かにもほどがある」嘲ちよう笑しようの響き。

　シロとサキが肉薄する。

　あと一歩踏み込めばばらばらに切り刻まれるその距離で、彼女は直進を止める。

　体重を左に落とし、無む理り矢や理り進路を変えて、左からすり抜ける。

　と、見せかけて、直前で逆方向に移動。

　単純なフェイント、だが、シロならば追いつけるはずだ――と、

　これで何度目か、私の予想は覆くつがえされる。

　一瞬よりもなお短い時間、刹せつ那な以下の桁けた、六りつ徳とくの下、空虚の隙すき間ま。

　僅かにシロの反応が遅れた。

　彼女は牙と影をすり抜けたばかりか、すれ違いざま、『弦げん月げつの影』でシロの足を引っかけ、突進の勢いを利用して投げ飛ばす。

　迷いもなく、私はシロの方へ『弦月の影』を振るう。

　勢いを殺しきれぬままビルの屋上から落ちようとしているシロの体に絡め、支える。

　両手にかかる重量、引ひき摺ずられる体、靴底が耳障りな音を立てて削れる。

　結局、シロの体が三分の一ほど屋上から出たところで停止した。

「すまない、助かった」

「どういたしまして」

　内心の安あん堵どを隠しながら、彼女が逃げていったあたりを振り返る。

　どうせもう、追いつけないほどの距離まで逃げただろう。

　その予想は当たっていた。

　遠く、遠く、一片の雪のように小さく、彼女の姿があった。

　彼女は私を見ていた。

　追いつけないほど遠い距離であるにもかかわらず、彼女の唇が動くのが見えた。

　どうしてそんな遠くまで見えたのかすらわからない。

　わかったのは、彼女の発した言葉だけ。

　――『月つき喰くい』は、私のものです――

「……私のものですよ」

　ふざけたことを、言ってくれる。

　私を名乗る偽者に、誰だれが、渡すものか。

　胸の奥から、何か、どす黒いものがこみ上げてきた。

　やれやれ、と肩をすくめ、私の横に並んだシロが、何気なくこちらを見上げて、

　たっぷり十秒ほど硬直して、

　静かに、視線を逸そらした。



　サキの去った屋上から、街を見下ろす。

　理由も目的もわからないが、相変わらず街は混こん沌とんとしていた。

　同時にとても自然な姿にも見えた。

　ひょっとしたらそれは混沌ですらないのかもしれない。結局のところ、見るものの立場によって見えるものは違う。

　全すべては、自分の見えているようにしか見えない。

　私はそんなことを考え、

　次に、寝床のことを考えた。

　しばらくこの街に滞在する必要がありそうだった。挑戦状を叩たたきつけられて引いてやる理由はない。

「同属嫌悪ほど始末に困るものはない」

　隣に並んで、同じように街を見下ろしていたシロが呟つぶやく。

「皮肉ですか？」

「経験者は語る」

　あるいは騙かたる。

「見たまえよこの街を」

　特に返事を求めていたわけではないのか、シロはそのまま話を切り替えた。

「生意気に城まである」

　街の中央らしき巨木の向こう側、確かに城があった。巨木の次に目立つ建物だった。

　城は重厚な雰囲気を醸す暗い城壁に囲まれており、ここまで独特の威圧感が漂ってきそうだった。

「そして旧ふるい匂においに満ちている。巨人が眠っていた『鉄てつの森もり』と同じ匂いだ」

「……まあ、いいでしょう」旧い化け物の匂いに満ちているというのならば「その方が対応もしやすい。どうせあの偽者もこの街のどこかにいるんです。怪しい場所を手当たり次第に捜せばいいだけのことです」

「なるほど、怪しい場所を」

「はい、怪しい場所を」

「さて、この街において、怪しい場所とはどこだろうね」

　怪しい場所……

「怪しくない場所がありませんね」暫定一位があの城だろうか。

　溜ため息いき混じりに私が言った。シロが皮肉っぽく笑っていた。

　気を取り直すように、私は一度髪をかき上げ首を振る。

「なら、虱しらみ潰つぶしです」

　言って、私たちはビルを降りた。



　ひとまず、私たちは巨木のあたり――駅前を目指すことにした。

　変わってしまったこの街の日常は、なかなかに、頭痛がする光景だ。

　コンクリートで舗装された道の上を、どこかの映画にでも出てきそうな髭ひげの小人が携帯電話で通話しながら歩いていた。

　トカゲの顔と人間の体をした青年が消費者金融の広告が入ったポケットティッシュを配っていた。

「美お味いしいクレープですよー、いかがですかー」

　道沿いのクレープショップでは小さな妖よう精せいが店番をしていた。

「二つくれたまえ」

　客の側も、それをなんとも思っていないどころか、そもそも人間ですらなく白銀の……

「どれも美う味まそうで迷ってしまうよ、おすすめはどれだろうか」

「イチゴとカスタードクリームのクレープが女性には人気ですね。甘いものが苦手なお客さまにはこちらのツナクレープが」

「ふぅむ」

　……白銀の狼おおかみが、というかシロがクレープショップの前でぱたぱたと尻尾しつぽを振りつつメニューを選んでいた。

　実に素早い動作で、いつのまに移動したのかすら気付かなかった。

　私は丁寧に両目をこすり、もう一度、確かにそこにシロがいることを確認する。

　やっぱりクレープを選んでいた。

　何秒か、色々と思考をめぐらせて、それから足音を消して忍び寄る。

「何を、しているんですか？」

　覆おおいかぶさるようにして、背後から耳元で囁ささやく。

「見ての通りだ、クレープを選んでいる」

　ウインドウに並ぶサンプルを真剣そのものの目で眺め、私を見もせずに答えた。

「そんなことはわかっています。私が問いたいのは、どうして何の脈絡もなくクレープを選び始めているのかということです」

「空腹だからだとも」

「クレープ二つとは随分軽い昼食ですね」

　皮肉っぽい私の言葉に、シロは肩をすくめた。

「一つは君のものだよ」

「……ありがとうございます」

「別段、礼を言われるようなことでもないさ」

「ところでシロ、お金は持ってるんですか？」

　リズムよく左右に動いていたシロの尻尾しつぽが停止した。

　幽霊に遭遇した科学者のように愕がく然ぜんとしていた。

「なんという、盲点」

　無駄なぐらいに渋く重々しい声だったが、発言の背景を知っていると間抜けさだけが際立った。

　そもそも、気付くのが遅すぎる。

「ふっ、資本主義経済とは恐ろしいものだな」

　やや肩を落とし、クレープショップの前から離れようと鼻先を巡らせる。

　やれやれ、何を無駄に格好をつけているのやら。

　私は溜ため息いきを吐ついて髪をかき上げ、私たちのやり取りを奇妙な顔で眺めていた妖よう精せいに声をかけた。

「クレープを二つ、ストロベリーとツナで」

　ほどなく、用意されたクレープを――信じ難いことに、三十センチにも満たない体で妖精はクレープを焼いた――受け取り、代金を払った。

　ツナをシロに差し出す。

　ちょっと恥ずかしそうに、シロは大きな口でツナクレープを頬ほお張ばった。

「ありがとうございましたー」

　ストロベリークレープを片手に、店番妖よう精せいの声を聞きながら、背を向ける。

　一口だけクレープを味見する。

　甘く、仄ほのかな酸味があり、悪くなかった。



　食べながら歩くのは趣味でなかったので、駅前までの道を急いだ。

　駅前は円形の広場になっていた。低い木の柵さくに囲まれた巨木の周辺、放射状にベンチが置かれていたので、その一つに腰掛ける。

　シロはひょい、と跳び、私の隣で身を伏せた。

　ふと、その目に一瞬の翳かげりを見た。

　僅わずかに欠けたクレープに再び口をつける。少しだけ冷めていた。

　淡々と口の中にクレープを運びながら、目の前を通り過ぎていく群集を眺めていた。

　丁度、昼休みの時間なのか、サラリーマンやＯＬの姿が目についた。ただの人間と身長三メートル近い赤銅色の肌をしたＯＬが当たり前のように並んで歩いていた。

　そろそろ、気にしないようにするべきなのだろう。

　現実と幻想の混ざったこの光景を。

「食べます？」

　傍かたわらのシロに、食べかけのクレープを差し出す。

「そんなに物欲しげに見えたかい」口の端を歪ゆがめて苦笑する。

「いりませんか」

「貰もらう」

　小さく口をつけ、ストロベリークレープがまた少し小さくなる。

　シロは何度か噛かみ、口の中でむう、と唸うなった。

「随分甘さが強いな」

「そうですか？」私もまた、ストロベリークレープを口に運ぶ。

　甘い。だが甘すぎるとは思わなかった。

「……平和だな」

　独り言のような声だった。

「目眩めまいがするほどに平和だ。私がここで喋しやべっていても、誰だれも注視しない」

　何も答えず、私はクレープを食べきり、包み紙を丸め、立ち上がって近場のゴミ箱に放ほうり込んだ。本当に独り言だったのかもしれない、シロの言葉はまだ続いていた。

「だが、この平和さに何の意味があるというのだ。無意味だ、あまりにも、無価値だ」

　声は、最後まで苦いまま、目を閉じた。

　ゴミを捨て、私は隣に戻る。その数秒で、シロは眠りに落ちていた。

「ここが平和だとしたら、それはきっと、あなたが安らかに眠れるように」

　白銀の首筋を撫なでながら、私は呟つぶやいた。

　何の意味もない戯たわ言ごとだということは理解していた。

　意味はなく、価値はなく、あるのは、誰だれかの意図だけ。



　シロが目覚めたのは、もう、夕方も近くなってからだった。

「行きましょう」

　寝ぼけているのか、不思議そうに周囲を見渡すシロに、私は呼びかけ立ち上がる。

　二、三度頭を振り、シロが私の隣に並ぶ。

「すまない、いつのまにか眠っていた。無性に、眠くなってね」

「構いませんよ。別に急ぐわけでもありません」

「そう言ってもらえるとありがたいね。さて、どこへ行く？」

「学校です」

「学校？」きょとんと、シロが首を傾かしげた。「また転校生でもする――ああ、そういうことか」

　私の意図を理解したのか、シロが肩をすくめる。

「確か彼女は――もう一人の君は、君とは別の制服姿だったね」

「はい。この街のものとは限りませんが、運がよければそこから彼女を辿たどれます」

　言いながら、駅の中へと向かって歩き出す。

「まずは、案内所で色々と教えてもらいましょうか」

　よほど寂れた街でもない限り、大抵、駅内には観光案内所がある。

　そこで尋ねれば学校の位置ぐらいはすぐに把握できるだろう。

　便利なものだ。

「資本主義経済万歳」

　赤い光に照らされて、皮肉気に笑いながらシロが言った。

「万歳」

　同じぐらいに皮肉っぽく私が呟いた。



　さて、結論を言えば。

　もう一人の――この呼び方に、未いまだに抵抗がある――私が着ていた制服は、この街にある学校のものだった。

　ビルの屋上から見た件くだんの城こそ、学校だそうだ。

　この街に二つある中学の一つで歴史は古く、第二次世界大戦の戦火にも耐え抜いた、とは、案内所にいた係員の弁だ。

　第二次世界大戦とは、まったく素晴らしく馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　因ちなみに、私立学校でおまけに女子専用。

　だから、というわけでもないのだろうが、

　門番がいた。

　がっしりとした白髪の中年男性で、腰には角笛をさし、腕組みをして門柱の傍かたわらに立っていた。

　背後に聳そびえる暗い城と相まって、そこだけは完かん璧ぺきな神話の世界のように見えた。

　もっとも、実際に門から出てきたのは女子中学生なので、その完璧さもすぐに壊れ、混こん沌とんとした現実に呑のみ込まれてしまった。

　城はビルの屋上から見たときと同じように、どこか暗く、今は夕焼けの赤に染まっていた。まるで、たった今、戦が終わったばかりのようだった。

　どこか、息苦しくさえもあったが、誰だれもそれを気にしている様子はなかった。

　下校時刻が、少し過ぎた頃ころなのだろう、まばらに、人間とそれ以外の生徒たちが校門から吐き出されていく。

　門番はそのつど、律儀にも頭を下げて挨あい拶さつをしていた。

　少し考え、私たちは堂々と正面から入ることにした。

　止められるかもしれない、止められないかもしれない。止められたら、それから考えればいい。

「こんにちは」私は軽く挨拶をしながら、門番の横を通り過ぎる。

「失礼するよ」シロが挨拶をしながら、私の後に続き、

「おまえは駄目だ」

　門番が止めた。

「ほう」シロが足を止め、門番に向き直る。「何な故ぜだね」

　門番が、門柱に埋め込まれたプレートを指差す。

　当然だが、プレートには学校の名称が刻まれている。

「……すまないが、私には君の言いたいことがわからない」

「貴様は雄だな、銀の毛を持つ狼おおかみよ」

「その通りだとも、角笛を持つ門番」

　ならば、と、重々しく門番は頷うなずく。

「ここは通せぬ」

「……まさか！」はっ、と目を見開きシロが叫んだ。

「然しかり」またも、重々しく門番は頷く。「理解したか銀の狼。ここより先は女子校、雄である汝なんじの進入は認められない」

　実に下らない理由で、私はさっきまでの無駄な大仰さは何だったのかこの二人に問い詰めたい気持ちでいっぱいだった。

「なんということだ……」

　嘆くように白銀の狼おおかみは首を振り、すぐにしれっとした顔で私を見た。

「と、いうことですまないが、私はここで待つことにするよ」

「然しかり、それが道理というものだ」門番が大真面目おおまじめに言った。

「わかりました」言いながら、溜ため息いきを吐つく。

　まったく、馬ば鹿か馬ば鹿かしいにもほどがある。

「では、私は行きますから、大人しくそこで待っていてくださいね」

「もちろんだとも」

　シロが頷うなずくのを確認し校内に――城の中へ、私は足を進めた。

　門を過ぎ、城の扉は、分厚く、重たく、

　やはり、暗く。

　ふと、私が思い出したのは、

　あの死んだ、鉄色の森だった。



　腐臭を香水で誤ご魔ま化かした骸むくろ。

　城を歩くうち、抱いた感想がそれだった。

　十三、十四、十五、歳若く生気溢あふれる娘の匂においでも消えぬ、城に染みついた芳しくもおぞましき死の匂い。

　だがまあ、それは置いておこう。

　肝心の、もう一人の私は、サキの姿は、見当たらなかった。

　いきなり出会えるとまでは期待していないが、せめて手がかりが欲しい。

　事務室で尋ねてみるか、と、なると、どんな理由をつけて聞き出すかが問題だ。

　観光案内所ほど、学校の事務室は素直でも親切でもない。

　腕組みし、城の三階、くりぬかれた窓から差し込む夕ゆう陽ひと設置された蛍光灯で照らされた石の通路を進みながら考えていたのだが、

「おっねえーさまー」

　城の雰囲気をぶち壊すような、黄色い声が鳴り響いた。

　何事かと振り返る。

　見知らぬ、小柄な女生徒が満面の笑みを浮かべて駆け寄ってくる。

　私の数歩手前で、彼女は石の廊下を蹴けり、跳躍、そのまま、勢いを殺すつもりもなく、両腕を広げて私に抱きつこうと――

　避よけ――るのはまずい、壁に激突されたら笑い話にもならない。

　舌打ちを一つ、覚悟を決めて、その女生徒を受け止める。

　元の重量に加速のエネルギーを加算した衝撃に、ぐらりと体がよろめいた。

　崩れかけたバランスを何とか保つが、その代わりに数歩体が下がる。

　受け止めた彼女は、ふわふわの、でも少し癖のある髪をしていて子犬のようだった。

　だから私は内心で彼女を子犬と名付けた。

「御機嫌ようお姉さま、本日はお日柄もよく、以下省略」

　大粒の瞳ひとみを細め、甘えるように、私の首筋に頬ほおを擦りつける。

　私は無言で子犬を引き剥はがした。

「ああんっ」

　気持ちの悪い嬌きよう声せいを上げたものの、さして抵抗なく彼女は離れ、自分の両脚できちんと石の床に立つ。

　きらきらの目に私が映る。冷えた冷えた私の顔が映る。

　だけど彼女は、その冷たさを慈しむように微笑ほほえみを浮かべる。

　改めて見ると、そう小柄でもない。私より少し小さいぐらいだった。小柄に見えたのは、彼女の纏まとう幼い雰囲気のせいだろうか。

　瞳が大きく、唇が厚く、柔らかそうな体をしていた。

「ところでお姉さまは、どうしてこんなところに？」

　子犬が不思議そうに首を傾かしげる。

　私は一度髪をかき上げ、首を振った。

「そろそろ、気付いてもらえませんか」人違いだと。

「お姉さまの気持ちにでしたら、わたくしずっと昔から気付いておりましたわ。今更そんなことを仰おつしやるなんて、もう、お姉さまの意地悪ぅ」

　ぽっ、と子犬の頬が夕ゆう陽ひのような朱に染まり恥ずかしそうに俯うつむき、くねくねと身を捩よじらせる。

　まずい、会話が成立していない。

「いえ、あの、そうではなくてですね」

「ああ、お姉さまってば今日も素敵！　氷のような眼まな差ざしに含まれた侮ぶ蔑べつの輝きが圧倒的に素敵！　虫けらを見るような眼差しで見られたあの日から、わたくしはもうお姉さまの虜とりこですわー」

　まずい、会話以前の問題だ。

　言いようのない威圧感と不安が胸に満ちる。

　生命の危機とは別の意味での危機に、思わず私は後ろに下がった。

「うふふふふふふふ、お姉さまー」

　彼女は目を輝かせたままにじり寄ってくる。

　私はなおも下がり、背中に壁の冷たい感触が当たる。

　額から一筋、汗が流れた。

　こうなれば、力に訴えるのもやむなしか。

　覚悟を決めて、私は拳こぶしを握る。

「その真っ黒な服装も冷たい雰囲気が……あら？　あらあらあら？」

　ぴたりと、彼女の動きが止まった。

「どうしましたの、その格好。よくお似合いではありますけれど」

「人違いです」搾り出すような声だった。

「サキお姉さまったら、またそんなご冗談を」

　くすくすと彼女は笑う。

　一方で私は事情を理解する。

「あなたの知っているサキと、私は別人です。ただ似ているだけです」

　もう一人の私だと、誤解されていたわけか。

　彼女はしばらく私の顔を見詰めて、何事か考えているようだった。

「言われてみれば、十分ほど前に別れたお姉さまが着替えてすぐに戻ってくるというのも変な話ですわね」

　納得してくれたのだろうか。

　やれやれだ。

　……しかし、何をどうやれば、お姉さま呼ばわりされるのか。

　いや、そうじゃない、

「十分ほど前に、別れた？」

　と、いうことは、すれ違った？

「どうなさいましたお姉さま、急に考え込んで」

　私は口元に手を当て、目を閉じていた。何かを見落としている。

「お姉さまー、無視しないでくださいませ」

　何かが……

「それ以上無視するとキスしちゃいますわよー」

　目を開ける、眼前に唇をつきだした彼女の顔があった。

　とりあえず額を指先で弾はじいておいた。

「きゃう」微かすかに赤くなった額を押さえ、一歩下がった。

「止やめなさい。私にそんな趣味は――」

　ああ、それだ。

　私は横手の窓まで走り、身を乗り出して下を見る。

　正門、門番が立っている。

　それだけだ。

　待っているはずの、シロがいない。

「お姉さま？　そんなに身を乗り出しては危ないですわよ」

「かもしれません」

　答えて、両脚を窓枠に乗せ、跳んだ。

　背中で子犬の絶叫を、傍かたわらに風の鳴る音を、聞いた。

　瞬まばたきする間に、地面が近付いてきた。

　着地地点は、正門、門番の前、アスファルトの床。

　両脚がアスファルトの上に着地して鳴る、軽い音。

　瞬き一つせず、門番が私を見る。

　落下に乱れた髪をかき上げながら、私は立つ。

「シロは――私の連れの狼おおかみは、どこに行きました」

「我に問うているのか、黒の娘よ」

「他ほかに誰だれかいますか？」

　丁度、人通りは途切れていて、正門の周囲にいるのは私と門番だけだった。

「然しかり。それもまた道理か」角笛を腰にさした門番は一つ頷うなずき、腕組みをする。「先ほど、黒の娘が連れて行った」

「一応確認しますが、その黒の娘というのは私ではありませんね」

「然り。同じつくりの顔をし、同じ形の魂を持つ別存在だ」

　やられた。

「詳しい事情は知らぬが黒の娘に誘われると、銀の狼はほいほいとついて行ったように見えた」

「そうですか」

　苛いら立だちに奥歯を噛かみ締め拳こぶしを握る。

　策にかかったわけでもなく、ただの偶然ではあるのだろうが、それでも、向こうにまたも先手を許した。

　いや、そもそも不ふ甲が斐いないのはシロだ。

　いくら私と同じ顔だからといって……ほいほいとついて行くな、あのバカ！

「待っていろと言ったんですけどね」

　門番は何も言わなかった。

　さて早急に次の手を――

「ぅぉっっねっぇーすぁむぁぁぁぁぁぁー」

　わざわざ追いかけてきたのか、子犬の声がした。もはや人間の言語にある発音ではないような気もした。

　だが、丁度いい。

　私は彼女が地面を蹴ける音に合わせて、ひょいと横に体をずらす。

「ぁぁぁぁぁぁぁぁーあれー？」

　尾を引きながら迫る声、このままいけば私の横を通り過ぎ、アスファルトの地面に激突して赤い花を咲かせるだろう。

　私の横を通り過ぎる瞬間、手を伸ばして彼女の襟首を掴つかむ。

「むぎゅっ」

　呻うめく彼女を床に落とす、彼女はげほげほと何度か咳せきをする。

　私は彼女を見下ろしている、そう、彼女が褒ほめ称たたえた、冷たい眼まな差ざしで。

「あなたに尋ねたいことがあります」

　顔には眼差し以上に冷たい笑みが浮かび、私は己の唇をそっと撫なでた。

　口紅より夕焼けより苺いちごのジャムよりも赤く、微かすかな血の匂においのする唇だった。



　説得に約二十分、ついてきたがる子犬を振り払うのにさらに二十分、移動に約五分。夕焼けの赤はますます赤くなり、そろそろ黒が近付いてきた。

　聞き出したサキの住所は学校からさらに街のはずれ側に寄った、五階建てのマンションだった。

　エレベーターで五階まで上り、一番奥にある部屋を目指す。

　そこが、サキの部屋だった。

　黒に近い緑のドアの前に立つ、監視カメラの類たぐいはないようだ。私は素直にインターフォンに手を伸ばし、動きを止めた。

　微かに鼻に届くのは肉の焼ける香り。

　そして、話し声。

　ドアに耳を寄せ目を閉じる。ドア越しに声が聞こえる。

「はい、あーん」私と同じ声。

「あ、あーん？」戸惑うようなシロの声。

「ほら、食べさせてあげますから口を開けてください」

「いや、自分で食べられる……」

「別に構わないでしょう。それとも、私の作った料理は口に合いませんか」

「決してそういうわけでは！　ただ、その、なんだ……むぅ……あーん」



　なんだこの新婚三日目のような会話は。



　ごく自然に、私はドアを蹴けり飛ばしていた。

　身を離し、体をくるりと回す。黒い髪に円を描かせ、反動をつけた蹴りは容易たやすく蝶ちよう番つがいを吹き飛ばす。

　ドアが倒れ、道が開き、私はサキの家に踏み込む。

　短い通路を挟み、すぐ奥にリビングが――料理を置いたテーブルを前に、隣り合って座布団に座るサキとシロの姿が見えた。

　サキが微笑ほほえむ。

　シロの顔が引きつる。

　サキは箸はしでハンバーグを掴つかみ、シロの口元に差し出していた。

　そしてシロは、阿あ呆ほうのように口を開けて、サキが差し出すハンバーグを待っていた。

　なるほど、あーん、だ。

　ご丁寧にシロの首には布の前掛けがしてあった。

「こんばんは」私は二人に微笑みかける。

「こんばんは」未いまだ硬直しているシロに代わり、サキが微笑み返した。

　靴を脱ぎ短い通路を進む。通路の左右にあった扉は浴室とトイレに続いているのだろう。造りとして、よくある形だ。

「まったく、インターフォンを鳴らすくらいできないんですか。わざわざ壊さずとも、ドアぐらい普通に開けましたよ」

　リビングに入るなり、サキはそう言った。私は無視して問う。

「何をしてるんですか？」

「食事に決まってます」表情一つ変えずに答えた。

　なるほど道理、しかし、そういうことを尋ねているわけではない。

　彼女にも無論、それはわかっているはずだ。

　頭に血が上るのが、自覚していて避けられない。

「はい、あーん」

「普通に再開しないでください！」

「あ、あーん」

「あなたも普通に受け入れない！」

　叫びも虚むなしく、サキの運んだハンバーグはシロの口に落ちる。

「む……美う味まいな」感心したようにシロが呟つぶやいた。

「練習しましたから」

　答えながら、ちら、とサキが私を見た。

　勝ち誇ったような、嘲あざ笑わらうような、輝きが黒い瞳ひとみの中にあった。

　脳内で、何かが切れる音がした。

　私は歩み寄り、シロの前に置かれた皿を掴む。

　もう片方の手で、シロの鼻先を掴んで強引に口を開けさせる。

「はい、あーん」絶対零度の声と微笑みで私は告げ、

　そのまま、皿の中身をシロの口に注ぎ込んだ。

　一口分が切り取られたハンバーグと、付け合わせの野菜二種を咀そ嚼しやくすることさえ許さず喉のどの奥に叩たたき込む。

　私を見るシロの眼まな差ざしには恐怖が映っていたが、おおむね、問題はない。



　応急処置にすらなっていないが、蝶ちよう番つがいの破壊されたドアを玄関に立てかけておいた。

　遠目に見れば、きちんとドアがあるように見えなくもない。

「さて」私は座布団を一つ拝借し、リビングに座る。「色々と聞きたいことがあります」

　シロに向けて言った。

　本来ならばサキに向けて言うべき台詞せりふだったが、とりあえず後回しにしておいた。

　因ちなみに、サキは今現在、リビングに隣接するキッチンで洗い物をしている。

「なんでここにいるんですか？」

　背中に、水音と食器のぶつかる音を聞きながら、私が問うた。

「ああ、それは、だね」気まずそうにシロが目線を逸そらす。

　がしりと、シロの顔を掴つかんで正面を向かせる。

　顔を近づけ、目を覗のぞきこみ、ゆっくりと、もう一度告げる。

「なんで、ここに、いるん、ですか？」

「それは、ここで『もう一人』の居場所を押さえておくことが大事だと思ったからだとも」

「なるほど、筋は通っています。では、どうして彼女の料理をご馳ち走そうに？」

　シロの目がふわふわと泳ぎ、尻尾しつぽがぶんぶんと揺れた。人間ならきっと全身に汗をかいているだろう。

「怒らずに、聞いてくれ」

「勿もち論ろんですよ。心の広い私は怒ったりしません」

　唇を吊つり上げて、微笑を浮かべる。

　なぜか一段と目を泳がせ、それでも覚悟を決めたように、シロは溜ため息いきを吐つく。

「君と、同じ顔をしているだろう」

「してますね」

「……君に頼まれているようで、どうにも、断りきれなかった」

「死にますか？」一段、笑みが深くなった。

「怒らないのではなかったのかね！」

「怒ってませんよ、全然」

　くすくすと、笑い声が聞こえた。

　見なくてもわかる。

　私の背後、洗い物を終えたサキが顔を見せたのだろう。

「似合いませんよ、塚つか木ぎ咲さ希き」サキが言う。「まるで、普通の女の子みたいです」

　――そんなことは、わかっている。

「黙りなさい」

「嫌です」

「殺してやる」

「今のあなたは水みな面もに映る己が姿に吼ほえる犬」サキが笑う。

　同じ声で、同じ顔で、同じ心で、嘲あざ笑わらう。

「あまり私の前で愉快にならないでください、『私』さん」

　心の奥が軋きしむ音がする。落ち着け、これは挑発だ。

「笑えて、しようがない」

　まったくその通りだ。本当に、笑えて仕方がない。

　掌てのひらに、痛みを感じた。サキと会話するうちに握り締めていた拳こぶし、爪つめの先が皮膚を食い破り浅く血が滲にじんでいた。

　掲げる掌、舌を伸ばし血を舐なめる。

　熱く、だがすぐに冷めていく苦い赤。

　ゆらり、立ち上がり振り返る。

　エプロン姿のサキが両腕を組み微笑ほほえんでいる。



    

  
    
      



    

  
    
      　淡いピンクの少女趣味なエプロン――私なら絶対に着ないだろう色。

　まるで新妻気取りのコスチューム。

　彼女がこれを着ている理由なら、よくわかる。

　実に細かい、嫌がらせだ。

「たまには、黒以外の色も着てみたらどうです。きっと似合いますよ」サキが私の姿を見て告げる。

「制服ですからね。勝手に変えるわけにもいかないでしょう」

　答えながら、一歩間合いを詰めると同時に体重を移動させる。

　サキが微かすかに体を落とし、両脚をたわめる。

　それだけで、充分、互いに臨戦態勢を取った。

　どこにでもあるマンションのどこにでもあるリビングに、緊張が満ちる。

　長い髪に、全身の皮膚に、ちりちりと電気が流れるような感触、掌てのひらの傷に引きつるような痛み。

　薄い笑みを浮かべたサキと同じぐらいに薄く、獰どう猛もうな笑みを浮かべて迎える。

　苦しげな、唸うなり声がした。シロの声だった。

「……シロ？」一瞬、サキから目を離し、振り返る。

　シロが、跳びかかってきた。

　たとえ警戒し、身構えていても避けられなかっただろう、速すぎるほどに速く、辛うじて、動きだけが目に見えた。

　両肩に添えられるシロの前脚と衝撃、倒れる体、テーブルの上に押し倒される。

　眼前にシロの顔がある。目を爛らん々らんと輝かせ、口元からは荒く生暖かい息が零こぼれている。

　喉のどの奥で苦しげに唸りながら、

　ぎらぎらと、ぎらぎらと、濁った黒い瞳ひとみが私を捉とらえていた。

　殺意に似て、殺意ではない異常な輝き、そこに、理性は見えない。

　思わず、言葉を失った。

　一際強く、びりびりと空気を震わせてシロが吼ほえる。

　大きく開いた口を、鋭い牙きばを、私の柔らかい首筋に向けて振り下ろそうとし、

　私はシロの濁った目に呑のまれて動くことすらできずにいる。

「そのあたりにしましょう」

　横合いからサキの足が伸び、私に夢中になっていたシロの横顔を思い切り蹴けり飛ばす。

　軽々とシロの体が舞い、リビングの壁に激突し、衝撃だけで壁紙を破り停止する。

「目は、覚めましたか」サキは蹴り飛ばされたシロを見ていた。

「くっ、うっ、ああ、大丈夫だ」

　シロが答え、サキを見て、私を見た。

「すまない……咲さ希き」

　きっと、何が起きているのか理解できていないのは、私だけだ。

「少し、眠る。大丈夫だ、目覚めれば、きっと全すべて、元通りになる」

　真しん摯しな声、弱い瞳ひとみ、打ち倒されて、哀願するようなその姿。

「……明日は、私が食事を作りますから。ちゃんと食べてください」

　私は立ち上がって、ようやく、そう言った。

「ああ、約束しよう」

　無理をするように笑い、シロが目を閉じる。

「美お味いしくなくても、知りませんから」

　だけど、シロはもう、眠っていた。

　私は思わず手を伸ばしたけれど、その手は、背中から回されたもう一つの手に押さえられてしまった。

「血の匂においは、狼おおかみをそそる最上のソース」

　サキは肩に顎あごを乗せるようにして、耳元で囁ささやいた。

　背後から、私の体が抱きしめられていた。

　自分自身の体温と、自分に似た誰だれかの体温、そして、二重に聞こえる鼓動の音。

「私の部屋に行きましょう」

　言いながら、私の長い黒髪を根元からゆっくりと、感触を楽しむように梳すいていく。

「嫌です」私は言った。「シロの傍にいます」

「眠らせてあげなさい。今はお話の時間。私と『私』が話をする時間。いくつかのことを教えてあげましょう」

　耳の奥に直接届けるように、くすぐるように、サキの小さな声が届く。

「わかりました」

　私の言葉は、ひどく苦い声だった。



　サキの部屋は遮光カーテンで遮られているせいで、ここだけ深夜になったかと思うほどに暗かった。

　蛍光灯が照らされて、目に入ったのは、

　部屋を埋め尽くすように貼はられた私の写真だった。

　天井も、床も、壁も、全てに私の姿があった。

　家具はたった一つだけ、部屋の中央に置かれた、キングサイズのベッドだけ。

「ストーカーの部屋のようですね」

「当たらずとも、遠からず」からかうようにサキが笑い、数歩進んで、部屋の中央――ベッドの前で立ち止まる。

「ようこそ、私の部屋に」

　天から降る何かを抱きとめるように両手を広げ、サキが振り返った。

　私はドアを閉めて、背中を預けた。

　そこがベッドを除いて唯一、この部屋で私の写真に覆おおわれていない場所だった。

「無駄話に付き合う気はありません」

「シロがああなって、少しはやる気になったようですね」

　意味あり気に微笑ほほえんで、彼女はベッドの上に腰を下ろす。

　両りよう肘ひじを膝ひざの上につき掌てのひらに顎あごを乗せる。

「では順番に行きましょう。まずは私のターン、要求が一つ」

　腕組みし、目線だけで続きを促す。

「あなたとシロはこの街にいる間はこの家で暮らしてください」

「……何な故ぜです」

　奇妙な申し出だ。今日の寝床すら決まっていない私には有難い申し出でもある――極めて不快な同居人がいることを除けばだ。

「自分のターンを消費しての質問、と取っていいですか」

「いいでしょう」どのみち、聞く必要があった。

「私は」サキが明かす、自らの目的を。「『私』を殺してしまいたい」

「嘘うそ……とまでは言いません」だがそれは、真実の全すべてというわけでもない。

　単に殺したいだけならば、チャンスは、いくらでもあった。

　サキが頷うなずく。

「私は理解している。『私』はどこまでも傲ごう慢まんで、際限なく怠慢で、自覚がないほどに無知で、ただ、力だけが与えられた子どものようなものだと」

　私の心を覗のぞきこむように、サキが私を見る。

　私は目を逸そらさず、逆に、睨にらみ返す。

　四つの黒い瞳ひとみに、それぞれに、私と彼女の姿が映る。

　同じ顔、揃そろって、冷えた笑みを浮かべている。

「だから私は、『私』のその愚かさを殺しつくしてしまいたい」

「あなたは違うと言いたいんですか」

「いいえ、同じ」隠そうともしない嘲あざけりと自じ嘲ちよう。

「ではあなたは、自分で自分を否定すると」

「いいえ、違う。私だからこそ『私』を否定する――あなたのその心を叩たたき折る」

「そして――」サキの欲しいものがわかる。

「あの愛いとしき白銀の狼おおかみを、奪う」それは私の欲しいものだから。

「渡さない」私は言った。

「奪う」サキが言い、

　その体が跳ねた。

　ベッドの枠を蹴けり跳躍、ドアに両手をついて停止する。

　上から覆おおいかぶさるように、サキが立ち、顔を近付ける。

　彼女の顔には、救いがたい渇望と、怒りがあった。

　まるで、一つの巨大な闇やみのようだった。

「シロの様子がおかしいとは思いませんでしたか？　私を取り逃し、意味もなく人の食事を求め、突然に眠る、その全すべてに疑念を抱きませんでしたか」

「……気付いては、いました」

　確かに、この街についてから、シロはどこか変だった。

「そう、気付いていた。『私』は気付いていた。そして何もしなかった。その怠慢が、何より私には許せない」

　今にも噛かみつかんばかりのサキの様子に、私は息を呑のむ。

　いつの間にだろう、私の足は震えていた。

　昨日今日にあったものではない、根深い感情の渦。

　私は思う。

　街が変わったのは、彼女と出会った瞬間だった。

　だが、彼女が存在したのは、いつからだ？

「……あなた、誰だれなんですか」

　いったい、彼女は、私のなんだ。

　塚つか木ぎサキ――同じ顔、同じ名前、同じ、

「私は『私』の可能性」

「随分」掠かすれた弱い声が唇の隙すき間まから零こぼれる。「ロマンティシズムに溢あふれた答えですね」

　皮肉に微笑ほほえもうとするが、うまく笑えた自信はない。

　わかっていた。サキが言う『可能性』が、そんな希望に溢れる意味ではないことを。

「可能性とは」サキが笑う。私と同じ顔で笑う。

　数秒前まで見せていた憎悪など、欠片かけらほどもなかったかのように艶えん然ぜんと笑う。

　彼女が私なのだと、嫌でも、理解させる。

「現実より零れ落ちた亡骸なきがらの名前」

　つまり、彼女は、

「私は欲したものを、手に入れる」

　どこかにいたかもしれない、私自身の姿。

「『シロに出会えなかった私』――それが、あなたですね、塚木サキ」

　返答の代わりに、彼女が与えたのは口付けだった。

　貪むさぼるように強く、吐息すらも奪うように残酷に、

「あなたが嫌い、私の一番美しくて、醜い姿を映すから」

　そう言ったのは、果たして、私だったのか、それとも、

『私』だったのか。



　夢を見ていた。それが夢だと理解していた。

　現実の私は、サキの横で、同じベッド眠っていた。だが何な故ぜ、夢を見ているのかわからなかった。

　以前に一度、こういうことがあった。そのときは豪ごう奢しやな金髪の運命の女神に力を与えられた。

　そこは、虹にじの橋の上だった。文字通り、虹が橋だったのだ。

　呼ばれているような気がして、私はそこを進んだ。

　橋を渡りきった先にあるのは、私の三倍はあろうかという巨大な門と、どこまでも続く暗い石壁だった。

　門もん扉ぴの傍かたわらには、番人らしき存在が立っていた。

　がっしりとした白髪の中年男性で、腰には角笛をさした、そう、学校の門番と同じ顔の番人がいた。

「あなたが、私を呼んだんですか？」

　番人は首を振り否定する。

「我ではない。だが話は聞いている。黒の娘よ、先へ進め」

　そう言って、門番は軽く扉を叩たたいた。

　音もなく、巨大な扉が開き、目にしたのは、

　案の定、私が学校と呼んだ、あの城だった。



　前庭には、黄金の林りん檎ごが実る木があった。

　傍らにはその林檎の世話をしているらしき女性の姿があった。彼女はちらりと私を見ると、無言のまま如じよ雨う露ろの先で城の奥を指した。

　私は軽く頭を下げ、城の中へと進む。

　光が閉ざされた城は踏み込んだ瞬間、闇やみに包まれたような気分になった。

　お似合いなことに城の中には人の姿がなく、気配すらもなかった。

　否、一つだけ、気配があった。

　私を呼んだのは、そいつか。

　一度止めた足を再び動かす。

　造りそのものは学校と同じだ、迷いはせず、その気配の元にたどり着く。

　城の二階、謁見の間と呼ぶべきか。窓一つない、暗い部屋だ。

　ワンフロアをぶち抜く広さで、奥が一段高く盛り上がっている。

　そこにあったのは古びた玉座と、恐ろしく陰いん鬱うつな空気を纏まとう帽子の老人だった。

　襤ぼ褸ろ布と区別のつかないマントで老ろう躯くを覆おおい、静物のように玉座に腰掛けていた。

　落日の王とでも呼ぶべき、惨めで、疲れ果てた姿だった。

「待っていたよ、黒の娘」

　姿に似合いの、耳が重くなってしまいそうな、しわがれた声をしていた。

「塚つか木ぎ咲さ希き」私は告げた。

　ゆっくりと、老人は首を振った。

「それは人間の名前だ。おまえという混こん沌とんとした存在の名前ではない」

「……だったら、好きに呼びなさい」

　溜ため息いきを一つ、髪をかき上げて、私は老人の座る玉座の前まで進む。

　老人は顔を少しだけ上げた。

　つばの広い帽子を目深に被かぶっているせいで、顔は陰になりほとんど見えなかった。

「黒き娘よ、わたしはおまえの願いを知っている」

　重苦しく、老人は息を吐つく。

「おまえは、あの白銀の狼おおかみと共に過ごす、その生が尽きるまでの時間を望んでいる」

「それが、どうしました」

「わたしはその手伝いをしよう」

「手伝い？」

　答えず、老人はマントの内側に手をいれ、それを掴つかんで差し出す。

　差し出されたのは、黄金色をした林りん檎ごだった。

「その林檎を、おまえが二番目に大切とする人間に渡すがいい」

　私はじっ、とその林檎を見ていた。

　瑞みず々みずしい金色の林檎はこの場所には不釣合いなほどに新鮮な香りがしていた。

　旧ふるい世界のそれとも、現代のそれとも、違う、独特の香りだった。

　私は林檎に手を添える。老人はまだ林檎から手を離さない。

「あなたの望みは」

「『運命の女神』ヴェルザンディ、唯一、汝なんじの世界に干渉を可能とする一柱」

　言葉を切り、老人はまた深く息を吐く。

「奴やつを、止めてくれ」

　今度は私が溜め息を吐く番だった。

　結局、あの女の名前が出てくるわけか。

「放置しておいても、どうせ彼女は私にちょっかいを出してきますよ」

「そうかもしれない。そうでないかもしれない」

　老人が、林りん檎ごから手を離す。

　私は林檎を口元に寄せ、くるくると回す。

　傷一つない、黄金の輝きに、あの女神を思い出さずにはいられない。

「聞いて、いいですか」

「わたしの知ることならば全すべてを答えよう。黒の娘、おまえだけが、我々に残された最後の切り札なのだから」

「彼女は」ヴェルザンディは。「何を望んでいるんですか。彼女の行動はあまりにも場当たり的で……ただ、遊んでいるだけに見えます」

「奴やつは過去の全てを知り、現在を動かす。奴の描く絵の細部は、奴以外にわかるまい」

「では、全体像は」

　しばらく、老人は黙っていた。

「過去に戻れるとして、やり直せるとして、やり直したいか。どこでもいい、ここからやり直したいという場所があるか」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」嘘うそ偽りのない答え。「生まれる前にまき戻っても、私は同じことをしますよ」

　そして私は理解する。なんて、下らない願いなのか、あの女神は、

「やり直したいと、願っている」

　私の呟つぶやきに、老人が頷うなずく。

「『新しい世界』が奴の願い。全てを零に戻しての再構成、不可能ではない」

「馬鹿馬鹿しい」嫌悪も顕あらわに吐き捨てる。

　まったくもって、気に入らない、負け犬の願いだ。

　止めろというならば、止めてやろう。彼女には、借りもある。

　目を閉じる、金色の女神の姿が脳裏に浮かぶ。

　憎たらしいほどに優雅に微笑ほほえむ、その美び貌ぼうを思い返す。

　薄い笑みが、口元に浮かぶ。

「ついでにもう一つ、可能性について――」目を開けると、老人の姿は消えていた。

　あるのは、主のいない玉座だけだった。

　両手を広げ、肩をすくめる。

「用件が終わればさようなら、とは冷たいことですね」

　私は長い髪をかき上げ、主のいない玉座に着いた。

　掌てのひらの中で黄金の林檎を弄もてあそびながら、目を閉じる。

　どこか遠くで、角笛が鳴り響く音が聞こえた。



　玉座の上からは世界の全すべてが見えた。

　今まさに、何の脈絡もなく炎ほのおに包まれようとしている世界の全てが見えた。

　この城もまた、例外ではなく、いつのまにか、炎に包まれていた。

　炎と玉座を遮るのは、石壁一枚だけだった。

　落日の王、あの印象は間違いではなかったのだろう。

　世界が終わる日に、私は招かれたのか。

　ふと私は、ヴェルザンディがこの世界のどこかにいるような気がした。

　だが、彼女の姿は、世界を見渡す玉座にいても、見つからなかった。

「なら……」

　私は、空に視線を向けた。

　空は、闇やみに呑のみ込まれようとしていた。

　世界を覆おおう暗い空、一つの星もそこにはなく、ただ、無限の闇だけが広がり、

　たった今、最後に唯一残った輝きが、

　青白く輝く真円の月が、獣のように貪どん欲よくな闇に呑み込まれていった。

　そして闇は、

　そのまま、

　世界を呑み込み。

　全てが終わった。



　静かに、私は目覚める。

　私の写真で覆われたサキの部屋。

　キングサイズのベッドの上。

　隣には、全裸にシーツだけを巻きつけて眠るサキの姿がある。

　私も同じ格好をしていた。

　こうして、制服も脱いでしまえば、本当に、私たちの見分けはつかなかった。

　肉体の線も、肌の色も、『弦げん月げつの影』の黒いラインも、全て同じだった。

　私は右手を掲げる。

　夢が、ただの夢でなかったことを示すように、

　黄金の林りん檎ごが、そこにあった。

「……二番目に大切な人間、か」

　手の中で一度林檎を転がし、枕まくら元もとに置いて、再び私は目を閉じた。

　すっ、と、背後から伸びた二本の手が私を抱く。

　情事の後の余韻に浸るように、サキの指先が淡く動いて、脇わき腹ばらを撫なでる。

「いい夢は見られましたか」

　私は無視して眠ることにした。

　多分これが、一番有効な手段だった。



    

  
    
      




第二章　過去は眠る





　塚つか木ぎ咲さ希きは必ずこの街にやってくる。

　その赤い狼おおかみの言葉を、あたしは信じた。

　ついでにいえば、命を助けられた借りもあった。

　ひどい怪け我がをして――背後から腹をぶち抜かれた、我ながらよく即死しなかったもんだ――一時は生死の境をさまよったし、実際あたしも死を覚悟していた。

　だが、生き残った。

　だから、行動を共にしていた。

　だから、駅前の広場に置かれたベンチの一つに腰掛けて、待ちぼうけをしていた。

　自分自身と、傷つけられた幼おさな馴な染じみの復ふく讐しゆうのために、あいつを追いかけて、気付けば、こんな遠い場所、遠い季節になっていた。

「……いつ来るんだよ」

　独り言のように呟つぶやきながら、やたらにでかい木を見上げて、抉えぐれた左目を隠す包帯を撫なでた。

　未いまだにあたしは包帯を上う手まく巻けない。どうしても上手い具合に結び目が作れず、包帯の端が余って肩に垂れていた。

　もう諦あきらめた。

　小さく首を振り、近くの露天で買ったサンドイッチを紙袋から取り出し、鈍く震える指で包装を取り、口元に運ぶ。

　ハムとチーズとレタスのサンドイッチ。

　不ま味ずくはない。美う味まくもない。考えてみれば、最後にまともな食事をとったのはいつだろう。楽しみではなく、ただの栄養補給としての食事ばかりを繰り返していた気がする。

　いや、無駄か、どうせ何を食べても――塚つか木ぎ咲さ希きの顔が、浮かぶ。

　失われた左目が疼うずく。

　いったい、いつだ。おまえは、いつ来る。

　早く、あたしの前に姿を見せろ。

　怒りと苛いら立だちに任せ、あたしは乱暴にサンドイッチを噛かみ千切った。

「荒れているね、蝶々ちようちよう」

　足元に座り込み、あたしの顔を見上げる赤い狼おおかみが言った。

　いつものように、からかうような響きの声だった。



    

  
    
      



    

  
    
      「あいつが来れば落ち着くさ」

「やれやれ」赤い狼おおかみは苦笑する。「恋人を待つ乙女のようだ」

　かっ、と頬ほおが赤くなるのを自覚する。

「あんたさ」羞しゆう恥ちではなく、怒りの赤。「蹴けられたいの？」

「数日前の君ならば言葉と同時に蹴っていただろうね」

　言われて、爪つま先さきで蹴っ飛ばしてやったが、生憎あいにく当たりはしなかった。

　赤い狼はひょいと体を持ち上げて身をかわすと、大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

「それにしても妬やけるね、口を開けば塚つか木ぎ咲さ希きのことばかりだ。少しはボクのことも気に留とめてくれたまえよ」

　わかりやすいほどにわかりやすい棘とげが、待まち惚ぼうけの苛いら立だちを煽あおる。

「うるさい、あたしはおまえなんて大嫌いだ」

「知っているとも、だからこそボクは君が好きなんだ」

　ぐちゃりと、手の中でサンドイッチが潰つぶれた。

　手の中にぬめりの感触、バターとマヨネーズとマスタードの感触。

「もったいない」赤い狼が言う。「食べ物を粗末にするとは悪い子だ」

「うるさい！」

　怒鳴りつけ、一口大にまで圧縮されたサンドイッチを口に放ほうり込んで咀そ嚼しやくもせずに飲み込んだ。

　渇ききった喉のどにかさかさと引っかかり、食道が痒かゆみにも似た感触で疼うずく。

　掻かき毟むしりたい衝動をこらえて、何とか、パンを飲み下した。

「……これで文句ないだろ」

「ああ、まったく、君は段々可愛かわいくなる」

　意味がわからない発言だったが、赤い狼が楽しそうだったので不快だった。

　待ってるだけだってのに、なんでこんな醜態をさらさなきゃならないんだ。

　深呼吸を一度、頭に上った血を下げて、べたべたの手を舌で舐なめて、ハンカチで拭ぬぐう。

「そういや、あんた、普段何食べてるんだ？」

　特に意味のない、退屈凌しのぎの問い。

「何も食べていないな。おおむね、それで問題はない。まあ、食べるに越したことはないがね」

「ふぅん、便利なもんだ」

「平気というのは語弊があったか、要するに、やせ我慢ができるということだ」

「……ごめん、意味わかんない」

　やせ我慢じゃ、どう考えても飢え死に一直線だと思う。

「狼にとって『飢え』とは馴な染じんだ友人のようなものだということだよ。狼は常に飢えている。そして、飢えと戦っている」

　自慢の響きはそこにない。皮肉の響きもそこにない。

　あるのは、自じ嘲ちようだけだ。

　自分を通して――兄弟と呼んだ――もう一匹の狼おおかみを嘲あざけっているだけだ。

「知っているかい、愛する者の肉と血潮こそが狼にとって一番のご馳ち走そうなんだ」

　飢えに負ければ、愛を失う、か。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　吐き捨てて、左目の包帯をなぞる。

　もう一匹の狼、塚つか木ぎ咲さ希きの伴はん侶りよ、白銀色の狼につけられた傷きず痕あとを撫なでる。

　静かな風が余った包帯の端をなびかせた。

「なんか、飲み物買ってくる。あんたは？」

「いらない」

「そ」可愛かわいげのない答えだ。



　鼻を鳴らし、言葉どおり、飲み物を買いに行った。

　サンドイッチを買ったのと同じ露店、バンを改造したサンドイッチスタンド、カウンターの向こうで愛想のいい茶髪の女の人が手際よく新しいサンドイッチを作っている。

「ちょっと失礼――」

　ドリンクを、と、続けようとした。

　その瞬間だった。

　周囲の空気が零になり、まったく別の空気で満ちるのが、わかった。

　意識に、空白が混ざる。

　見えているものが見えず、聞こえていたものが聞こえず、

　認識していた全すべてが、一歩分だけ、ずれた。

「はい、どうしました」

　店員の声が、あたしを我に返す。

「ああ、ドリンクを……」

「コーラとお茶と、ミネラルウォーターがありますよ」

　店員が答えた。

　尖とがった耳と、虹にじ色いろの目をした店員が答えた。

　ほんの数秒前まで、空気が変わるまで、茶髪ぐらいしか特徴がなかった、ただの人間がそうなっていた。

「待まち惚ぼうけは終わりだ」背後から声がした。

　赤い狼が、いつのまにかあたしの後ろにいた。

「来たんだ、あいつが――」喘あえぐような声。

　ずきずきと痛む左目の傷きず痕あと、呼吸が乱れる、よろめいて、カウンターに手をつく。

「そうだ」

　思い浮かぶのは、氷の表情と、闇やみ色いろの髪と、吐き気がするほどに残酷な、

「塚つか木ぎ咲さ希きが来た」

　その美しい立ち姿だ。

　店員と目が合った、何な故ぜだろう、店員は化け物でも見たような怯おびえた顔をしていた。

「ごめん、やっぱいいや」

　顔が、笑みの形をつくる。

「ひっ、ひぃ……」店員が怯える。

　おいおい、まるであたしが化け物みたいじゃないか。

　くらりと、ふらつきながら、振り返る。

　痛ましげに、赤い狼おおかみがあたしを見ている。

「あいつに、会える」

　殺さないと。あいつを殺さないといけない。

　どんな理由だったっけか、ああ、そうだ、幼おさな馴な染じみだ。あの子を傷つけられたんだ。

「殺して、やる」

　わかってるよ、意味はない。

　震える体、まっすぐ立っていることすらできない。

　ひどくあっさりと、転倒する。

　広場の硬い床、石の衝撃。

　痛い。

　いや、痛くない。

　何故なら、既にもう、体中に、痛みが走っているから。



「ハハッ――」



　歪ゆがんだ哄こう笑しようが聞こえる。あたしが笑っているのだ。

　立てるか？　いや、立てそうにない。

　問題あるか？　いや、問題はない。

　這はいずってでも、あいつを殺しに行く。

「君の体は、とっくに、限界だ」

　静かに、少し悲しげに、赤い狼の声がした。

　赤い狼はあたしの前に、進路を塞ふさぐようにして立っていた。

　邪魔だ。どけよ。あたしはあいつを殺しに行かないといけないんだ。

「魔法に蝕むしばまれきった体だ。だましだまし日常生活を送るならばともかく、戦闘など、できもしない」

　うるさい。

「『シーゲル』……燃や、せ」

　塚つか木ぎ咲さ希きと同じ制服の奥、胸に直接刻まれた魔法の文字。

　傷きず痕あとの形をした、『シーゲル』の文字。

　意味は『太陽』、人知を超えた炎ほのおの力、燃焼の文字。

「『シーゲル』よ、命の炎を、燃やしてくれ」

　このあたしを燃やしてくれ、あいつを殺せるまで、あとはもう、何もいらない。

「あいつを、殺さないと」体の内側から焼かれるような激痛が、体中を覆おおい尽くしていた消耗の苦痛を上書きする。

「あたしはもう、どこにも行けないんだ」

　気が狂いそうな痛みと共に、あたしの体が、動き出す。

　血は煮えたぎるように熱く、心臓は壊れたポンプのように引っ切りなしに脈打つ。

　苦痛はいい。

　全すべてを忘れさせてくれる。

　全てを、たった一つの何かに集めてくれる。

　苦痛を杖つえに、あたしは立ち上がる。

　唇を歪ゆがめて、にやりと笑い、

「あたしは、戦える」

　赤い狼おおかみに言った。

「自分の寿命を前借しているようなものだ。そうまでして戦う価値があるのかい」

　悲しそうに、傷ついたように、哀れむように、赤い狼は息を吐つく。

「ない。あたし以外の誰だれにも、意味なんてない」

　なるほど、この想おもいは恋に似ている。

　だがそれ以上に、憎しみとしか呼べやしない。

　笑える。

「あいつを捜しに行く」

　宣言して、歩き出した。

　もう痛みは感じない。麻ま痺ひしている。

　何も言わずに、赤い狼はあたしの後ろをついてきた。

　……そういえば、こいつの名前、なんだっけ。

　ずっと、聞き忘れていた気がする。



　悲しいことに、あたしの意思は空回りする。

　大都市というわけでもない地方の街だからといって、何の手がかりも目算もなく人一人が見つかるほど狭いわけでもない。

「どこか……塚つか木ぎ咲さ希きが好みそうな場所とかは思い当たらないのかね」

　二時間も経たてば、嫌気もさすのだろう、露骨にうんざりした顔で赤い狼おおかみが呟つぶやいた。

「あいつが好みそうな場所……か」

　あいつの性格から予想してみよう……

　冷徹で冷酷で残酷、それがあいつだ。

　自分勝手で他人のことなんて路辺の石ほどにも気にせず、価値を感じはしない。

　最悪の意味で子ども。最低の意味で老人、潔癖で心が狭くて躊ちゆう躇ちよしない。

　目の前に核ミサイルのボタンがあったら躊躇なく押すタイプ。

　善人なのか悪人なのかすらわからない。

　そんな奴やつが、どんな場所を好むってんだよ。

「地獄の底とか世界の果てとか、そんな場所しか思いつかない」溜ため息いき混じりに、首を振った。

「なるほど、おおよそ生命というものが存在する場所の全すべてというわけか」

「その通り」赤い狼の皮肉を受け流し、周囲を見る。

　近代建築と古代建築が交ざった街並みの中を妖よう精せいだの獣人だののファンタジーな生き物が当たり前のような顔をして歩いている。

「いかれてるよ」街についてか、それとも塚木咲希に対して言ったのかわからなかった。

　手近な塔の壁面に、背中を預けて、体をたわめる。

　少し気が抜けたのか、また、痛みを思い出した。

　無意識に歯の奥が震えるのを強引に抑えつける。代わりにこみ上げてくる吐き気は内側から喉のどを震わせて歌わせようとする。

　矛盾。苦痛しながら、苦痛を支えにする。

　膝ひざから抜ける力、壁にもたれたまま、滑り落ちるように、体全体が落ちる。

　ぺたりと座り込んで、冷たい石の地面の感触をスカートの布地越しに感じた。

　何も言わずに、赤い狼は隣に座って寄り添う。

　触れるか触れないか、ぎりぎりの距離でそれ以上に踏み入ろうとはしない。

　こいつなりの気遣いだとは、わかっていた。

　見上げた空が、阿あ呆ほうのように透き通っていることに、今更気付いた。

「本当はもう、どうでもいいと思っているんじゃないのかい。傷つけられた幼おさな馴な染じみの復ふく讐しゆうなんて、とうに、君の中で意味を失っている」

「終われない」

　途中で終わってしまったならば、今まで、何のために。

　苦痛を噛かみ締めながら、ただ、前を過ぎる人を眺めている。

　眺めて……眺めて、

「……あ」

　幼おさな馴な染じみの姿を、見た。

　あの白い狼おおかみに片手を奪われて、静かに姿を消した幼馴染みがいた。

　どこかの学校の制服を着て、笑っていた。

「どうして」

　ここにいるんだろう、

　笑っているんだろう、

　あんな風に、

　当たり前に、

　普通に、

　生きているんだろう。

「忘却。それは喜びも、悲しみも、憎しみも、愛も、情熱も、何もかもを区別なく脳髄の奥底に押し流していく」

　夏なつ目め彩あや。幼馴染みの名前。

　いつも、気弱な表情をしていた。

　いつも、私の後ろにいた。

　今は誰だれの後ろにもおらず、隣に、見知らぬ少女がいて、笑っていた。

　楽しそうに、笑っていた。

「君は、忘れられたんだ。当たり前に、普通に、ね」

　彩は日の当たる道を歩いている。

　あたしの姿は塔の落とす影の中にあった。

　こちらから向こうはよく見えたけれど、向こうからこちらは、

　見えない。

「そう」

　ひどく静かに、あたしは言った。

　不思議なほどに、心の中が静かだった。

　どんな感情も浮かび上がりはしなかった。

　ただただ、徒労が質量を持ってのしかかってきたみたいに、体が重たかった。

「ぐるぐる、ぐるぐる、ぐるぐる、執念の残ざん滓しにとり憑つかれて、同じところを回っている、君だけが」

　何か言い返そうとしたけれど、もう、唇も動かなかった。

「過去は人を救わず、現在には絶望だけがあり、未来には何もない――いいかね、ないものは決して、ないんだ」

　たとえ唇が動いても、

　否定は、できなかっただろう。

「眠りたまえ、君には眠りが必要だ」

　あたしは頷うなずいて、目を閉じて、赤い狼おおかみに身を委ゆだねた。

　赤い狼がどんな顔をしているのかは見えなかったけれど、

　温かかった。ベッドのように、温かかった。



　気がつけば、見知らぬ部屋。

　どこかの小さなホテルの一室で、あたしは目覚めた。

　赤い狼の姿もなかったけれど、深くは考えず、

　また、眠りに落ちた。

　浅い眠りの中で夢ばかりを見ていた。

　無性に疲れていた。無性に眠りたかった。

「執念の残ざん滓し、か」

　声を出したつもりだったが、声にはなっていなかった。

　喉のどの奥から呻うめくような声が出ただけだった。

　立ち上がらなければならない。

　たとえ残ざん骸がいでも、それがあたしを動かすものである限り立ち上がらなければならない。

　塚つか木ぎ咲さ希きに会わなければならない、

　そのはずなのに、体は動かない。

　ひょっとしたら、もう、

　あたしは起きていたくないのかもしれない。

　誰だれかが嘲あざ笑わらう、冷たい声が聞こえた気がした。

　女の声のようにも思えたが、誰だかわからなかった。



　眠り、目覚め、夢を見て、また眠る。

　朝なのか、昼なのか、夕暮れなのか、夜なのか。

　それとも、夜明けなのか。

　見ているものが夢なのか現実なのか、時折わからなくなる。

　だから、何度目かの覚かく醒せいで、カーテンを閉めきったホテルの部屋で、そいつを見たときは何かの間違いだと思った。

　思って、目を閉じて、

　跳び起きた。

「塚つか木ぎ咲さ希き！」

　薄暗い中でも、浮かび上がるように白い姿。

　黒く長い髪をして、血のように赤い唇をして、氷の彫像のような顔をして、

　凛りんと、そこに立っている。

「こんばんは、蝶々ちようちよう」

「こんばんは！」もう夜か！　と、いうか何日経たった。

　違う。考えるのはそんなことじゃない、

「おまえ」左目が疼うずく。ないはずの左目が見る。

　眠っているうちに包帯が外れたのか、しかもよく見たらあたし服着てない！

　これも違う！

　冷静になれ、見ろ――あいつの姿を見ろ。

「おまえ――」

　どす黒いほどに澄んだ彼女の瞳ひとみに、虚のような左目が映る。

「誰だれだ」

「塚木咲希」背筋を氷の剣でなぞるように薄く微笑ほほえむ。「あなたが呼んだでしょう」

「……ああ、そうだよ。お前は塚木咲希だ。でも塚木咲希じゃないな」

　本能に似た部分が告げていた。目の前にいる存在が、似て非なる何かだと。

　くすくすと笑いながら、塚木咲希が肩をすくめる。

「正解です。でもどうぞ、私のことはサキと呼んでください」

「嫌だ」

　そいつは塚木咲希そっくりの――違う、そのものの仕草で髪をかき上げる。

　薄うす闇やみの中でも見える黒髪が、夜の翼のように部屋の空気を揺らす。

「まったくどうして、不思議なものです。私が姿を見せたらもう少し驚いてもらえると思ったのに」

「そりゃわかるだろ……どう見てもおまえのほうが性質悪そうだし」

「失礼な話ですね」

　無視して、あたしは立ち上がった。

　傷だらけの肌、どこかくすんだ色、魔法で治癒力を強化しても消えない傷きず痕あとが体中に刻まれている。

　一際大きな、一番最初の、胸の中央に刻まれた傷。

『シーゲル』、アルファベットのエヌの上下を伸ばしたような、その文字が、

　あたしを生かしている。

「綺き麗れいな体ですね」

「傷だらけのな」

　服の代わりにシーツを掴つかんで体に巻きつける。

　空っぽの左目に触れる空気はひどく熱くて、手で覆おおった。

　ホテルの部屋に目を走らせる。

　書き物机、サイドテーブル、テレビ、冷蔵庫、空調のスイッチ、電話、カーテン。

　ナイフは見当たらなかった。

　ナイフ？

　ああ、そうか、あたしはまだ、戦う気だったんだ。

　こいつの、塚つか木ぎ咲さ希きと同じ顔の女を見て、戦う気になったんだ。

　執念の残ざん滓し、その最後の炎ほのおが、燃えて、尽きるまで。

「素敵ですよ」

　すっ、とそいつが白い手を伸ばした。細く鋭い指先には折りたたまれた一対のナイフがあった。

　自然に、そのナイフに手が伸びる。

「さあ」促すような、鈴の声。

　掴んだ一対のナイフ、命を奪う武器の重さ。

　今までなら、一秒かからずナイフから刃を出せた。

　だけど、指は鈍っていて、一つずつ、力を入れてブレードを起こすしかない。

　刃を起こした二本のナイフを、左右の手に渡し、眼前で交差する。

　鈍い輝きが、何かを待つように十字を描く。

「私はね」刃を握る私を見詰め、微笑を崩さずサキは言う。「提案があって、来ました」

「大体予想はつくけどさ、一応聞くよ」

「手を組みませんか」

　予想通りだった。

「相手はまあ、塚木咲希だよな」

「他ほかにいますか？」

「いや、思いつかない」

　冷静に考えたらあたしどんだけ交友範囲狭いんだ。前はこうじゃなかったような気もするんだけどな……ああ、なんか段々嫌気が差してきた。

　首を振り、埒らちもない考えを追い払う。

「あんた、煙草たばこ吸う？」

「いいえ、まったく」

「あたしも吸わない」

　ゆっくりとブレードを収めて、畳んだナイフをサイドテーブルに置いた。

　自由になった手で軽く拳こぶしを握り、拳けん銃じゆうみたいに人差し指だけをサキに突きつける。

　微動だにせず、サキは指先を見る。

　夜を凍りつかせたような目は、当たり前のように何の感情も映さない。

　ぽうっ、と、指先に小さな炎ほのおが灯ともる。

　あまりにか細く、それこそ煙草たばこに火をつけるぐらいしか使い道のなさそうな炎だ。

「実は今、これが精一杯」

「……はい？」サキの瞳ひとみに僅わずかに浮かんだのは、困惑だった。

　少し愉快だ、そんな場合でもないのに、あたしは笑顔をつくる。

「いや、そのまんま。どうも体が限界らしくてさ」

　指を振り、火を消す、急に体が重くなる。魔法の反動というか、要するに疲労だ。

　この程度の炎で、疲弊するほどに、あたしの体は弱っている。

　どこぞのゲームみたいに、一晩眠れば全快、というわけにはいかない。

「これ以上の炎になると制御できない」

「素晴らしい」くすくすと、赤い唇に手を添えて彼女は笑う。「それほどまでに衰弱した状態で『私』に挑もうとしていたなんて」

「まったくだ」あんたじゃなくて、塚つか木ぎ咲さ希きに挑もうとしたんだけどな。

　笑いを収めて、サキはサイドテーブルの上にあったメモ帳に手を伸ばす。

「でしたら、こうしましょう」

　一枚破ったメモ帳に同じく備えつけのペンで連絡先を書いていく。

「手を組む気になったら、連絡をください」

　差し出されたメモには十桁けたの数字、携帯電話の番号。

「その気になったらね」

　指の間にメモを挟んで受け取り、肩をすくめた。

　応じるように、サキも肩をすくめて、背を向ける。

　さらさらと揺れる黒い髪、音のない影のような歩み。

　ふと、あたしは疑問を抱いた。

「あんた、どうして塚木咲希と戦うんだ」

　歩みと同じぐらい静かに立ち止まり、サキが振り返る。

　その瞬間の彼女の笑みを、どう形容すればいいのだろうか。

　塚木咲希の顔には似合いもしない、切なく、哀愁の滲にじむ笑みだった。

「白銀の狼おおかみ」愛と飢えの混ざる響き。「それが、欲しい」

　あたしは何も答えなかった。どんな言葉も、思いつけなかった。

「では、連絡をお待ちしています」

　全すべての表情を撤回し、いつもの冷えた笑みに戻り、サキは、

　投げキスを一つ残して、去っていった。

　……うん、やっぱあれは塚つか木ぎ咲さ希きじゃない。



　サキが消え、扉が閉まる音がして、あたしは大きく伸びをする。

「ったく、もう。わけわからない」

　そのまま、背中からベッドに落ちる。巻いていたシーツがはだけて、傷だらけの肌が顕あらわになる。

　空調がしっかりしているから、それでも寒くない。

「いるんだろ、出てこいよ」

　目を閉じて呟つぶやいた。

「ふむ、ばれていたか」

　声がして、目を開ける。

　赤い狼おおかみがベッドの下から、窮屈そうに這はい出してきて、さっきのあたしのように伸びをして、こちらを見る。

「刺激的な姿だ、誘っているのかね？」

「逆に聞くけど、あたしなんて襲ってどうするんだよ」

「ボクが楽しい」真顔で言い放った。

「好きにしろよ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」素っ気なく返したが、なんだか照れくさくなって、シーツで体を隠して背を向けた。

「寝る。朝になったら起こして」

「モーニングコールぐらい使いたまえ」

「あれ苦手なんだよ……あと、服用意しといて」

「君の制服なら、下着と一緒にクリーニングサービスに出しておいたよ」

　それで全裸だったのか。いや待て、こいつどうやってあたしの服脱がしたんだ。

「制服じゃなくてジャージ」

「ジャージ？　なんでまたそんなものが必要なんだい」

「運動するから」

「なるほど、まあ、調達してみよう」

　言いながら、赤い狼がベッドの上に乗る。

　スプリングが微かすかに軋きしんで、ベッドが揺れた。

　狭いベッドの上だ、必然、体は近付く。

　目を閉じていても、シーツ一枚の向こうに赤い狼の存在を感じる。

「……なんだよ」

「いや、好きにしようと思っただけだよ。許可も出たし」

「……さいてー」

「冗談だよ。まあ、この部屋を用意したのはボクなんだ。ベッドの使用権も半分ぐらいは頂けないかな」

　なんというか、道理だ。本来なら居候らしくあたしはベッドの隅にでも寄るべきなのかもしれない。

　けど、そうせず、少しだけ、赤い狼おおかみの方に身を寄せる。

　寄り添う狼の体は暖かく、聞こえる鼓動は、静かだ。

「あんたさあ、どうしてあたしに親切にしてくれるわけ」

「君が好きだからだよ」

「どこがいいんだかね」

「報われないところ」

「褒ほめてんの？」

　答えず、狼はくつくつと笑う。

　皮肉気で、でも少し優しい声を聞きながら、あたしは眠りに落ちた。

　夢を見ることさえない、深く、安らかな眠りに、落ちていった。



　百メートルでばてた。

　赤い狼がどこかから調達してきたジャージを着て、さてなまった体に活を入れよう、と思ってジョギングした結果だった。

　気温が低いとはいえ真昼の日差しの下、全身が引きつるように痛むくせに、汗は一滴も出ないのが逆に恐こわい。

　目標は駅前の広場にしていたけれど、そこまでたどり着くことさえできそうにない。

　街路樹に背中を預けて、呼吸を整える。

　歩道では相も変わらず人間とそれ以外が当たり前のような顔をして共存し、傍かたわらの道路からは馬車と車両の駆動音が引っ切りなしに聞こえていた。

　息も絶え絶えのあたしの横で、涼しい顔の赤い狼が肩をすくめる。

「まあ、当然のことだろうね。重傷というのは尾を引くものだ。後遺症に苦しむスポーツ選手の話ぐらいは小耳に挟んだこともあるだろう」

「……塚つか木ぎ咲さ希きは似たような怪け我がでもぴんぴんしてそうなんだけどな」

「あんな化け物と人間の君を同列にするものじゃない」

　そりゃまあ、そうか。

「神と狼喰くったんだっけか、あいつ」

「巨人もだよ。はっきり言って無む茶ちや苦く茶ちやだ」

「人間の身は辛つらいね」

　溜ため息いきを一つ吐ついて、街路樹から体を離す、爪つま先さきをほぐすように、二、三度、地面の上で回す。

「だからまあ、努力だ」

　休憩終わり。もう一度走り出して、

　二百メートルでぶっ倒れた。

　比ひ喩ゆ抜きで、いきなり足から力が抜けた。

　ふわりと、浮き上がるような感覚と共に、地面が、近付いてきて、

「危ないね、まったく」

　地面との間に、赤い狼おおかみが身をねじ込んで、あたしを庇かばった。

　硬い地面の代わりに赤い狼があたしを受け止める。

　傍はたからだと、あたしが赤い狼にすがりついているような体勢に見えた。

　言うまでもなく間抜けで、あえて言うならかなり恥ずかしい。

　道行く連中からの視線が突き刺さっていた。

　立ち上がろうとするけれど、感覚のない足はまともに動いてはくれなかった。

「ルーの法則を知ってるかい」

　呆あきれたように、赤い狼が呟つぶやき、返事も待たずに続ける。

「筋肉は使うほどに発達する、しかし、使いすぎれば壊れる」

「えーと、つまり？」頭が回らなかった。

　感覚のない足とは裏腹に、脳に熱く鈍い痛みが走っていた。

「要するに、壊れた体に負荷をかけたところでもっと壊れるだけ、という話だ」

「確か、超回復ってのを聞いたことがあるんだけど」一度限界以上まで体を壊すと、それに耐えきれるように体が強くなる、確か、そんな理屈だった。

「あれは一日から数日で治る範囲で筋肉に負荷をかけるんだ。肉体の回復力を遥はるかに超越したレベルの傷には何の意味もない。車に轢ひかれたからって車より頑丈になれるわけじゃないだろ」

「て、ことは、あたしがやってるのって」

「徒労だね。君に必要なのはトレーニングではなくリハビリだ」

「……詳しいじゃん」

「君が無自覚な分だけ、ボクは詳しくならざるを得ない」

　言って、肩をすくめる。上に乗っかっているあたしが少しずり落ちそうになる。

　それに気付いて赤い狼がさり気なく体を動かしてあたしを支える。

「さて、以上を理解してもらったところで質問だが」

「なんだよ」

「ボクの手助けは必要かい。君が再び戦うために」

「いらない」即答した。

　頭では赤い狼おおかみの手を借りた方がいいのはわかっていたのだが、そう答えてしまった。

「なら仕方ない」

　向こうも食い下がらなかったので、それ以上何も言えず、

　あたしは、意地だけで立ち上がろうとして……立ち上がれなかった。

　上体を何とか持ち上げたところで、体を支えきれなくなり、狼の上に逆戻りした。

「さて、ボクの手助けは必要かい？」

　またまたあたしのクッションになった赤い狼が苦笑混じりに言った。

「あたしさ」赤い狼に支えられながらぼやく。「あんたのそういうところ、嫌いだ」

　まるで、あたしの何もかもを見通しているようなあしらい方が、嫌いだ。

「よく知ってるよ。しかし、なおしようもない」

「ああ、そう、もういい、とりあえずホテルまで連れて帰って。なんかもう疲れた」

「我わが侭ままなお姫さまだ。頼ってくれるのは嬉うれしいがね」

「気取るなよ、あんまり似合わないから」

「それもよく知っている」

　もう一度苦笑を残すと、赤い狼は少し体を揺らし、あたしの体の位置をずらし、

　丁度、背中の上に乗るように調節して、走り出した。



　街路樹の枝を使い、ビルの壁の凹凸を使い、赤い狼が高くに舞い上がる。

　そのまま、ビルの屋上や塔の天てつ辺ぺんを次々に跳躍する。

　空を駆けるように、見事なバランスで宙を跳ぶ。

　あたしが背中に乗っかっているからそんなに速くはない。

　それでも、ホテルまでなら、五分とかからずに帰れる、はずだった。

　ホテルの屋上にかかった看板を足場に、さらに、赤い狼は跳ぶ。

　目的地を通り過ぎても、止まる気配はなく、まっすぐに前を向いたまま、おもむろに口を開いた。

「君は弱い」

　皮肉も嘲ちよう笑しようもない、ただの事実を告げる口調は、反論の声を許さぬ重さがあった。

「保護欲、義務感、愛情、憎悪、執念。何かに拠よらねば、君は立てない」

　赤い狼が空を進む、街の中心にある巨大な樹木を通り過ぎ、さらに、その向こう、

「それは当たり前のことだ。人とは関係性の中に立つ存在で、完全なる孤独を果たしたようなヒトは、もはや人の範はん疇ちゆうにない、精神的な怪物だ」

　ひどく静かに、赤い狼の声が響き、

　視線の先には、巨大な、そしてどこか暗い、城がある。

「だが、君はひどすぎる、自分というものがなさすぎる。だから容易たやすく、あの夜のような娘に呑のみ込まれて狂う」

　炎ほのおを、感じた。

　赤い狼おおかみの体は燃えるように熱く。

　赤い毛並みは炎のように揺らぐ。

「君は死なねばならない」

　燃える風のような言葉。

　熱い、熱いけれど、奇妙に、離れることができない。

　宙を駆ける赤い狼が、ただの炎の塊に、変わっていく。

　赤い狼は、流れ星のような、一筋の炎と化して、

　その背にあるあたし自身を、呑み込み、ただ、燃え続ける。

　あたしは炎に包まれて、肉体を焼かれていく。

「おまえ」口を開くごとに炎が体の内を焼く。

　痛みはない、ただ、熱だけがある。

「何の、つもりだ、よ。あたしを――」

　あたしと、あたし以外の境目が、消えて、なくなっていく。

　炎と、あたし自身が、一つになっていくような感覚がある。

　一つの炎に包まれて、一つの炎に、なっていく。

　もう、あたしの体は焼き尽くされ、

　ただ意識だけが残っている。

「死は悲しい、だが救いでもある」

　あるはずのない視界に炎の赤が満ち、聞こえぬはずの耳に声が聞こえる。

　それどころか、空を行く風の感触すら、その手で触れているように確かだ。

「生は苦痛だ、だが成長でもある」

　そして、あったはずの意識すらも、

　赤い狼に、赤い炎に、呑み込まれて、消えていく。

　混ざり行く意識の中で、赤い狼の、心が、記憶が、見える――



　眩まぶしく赤い炎の馬車を追いかけて、

　暗い星の海を走り続け、

　世界の終わりに、

　炎を呑み込んで、

　焼かれながら、炎を呑み込んで、

　赤く燃え上がるも、ただ一時。

　終わりの終わりを告げる闇やみは、肩を叩たたき、

　存在すらを呑のみ込んで、

　ようやく、終われたはずなのに、

「あなたに役割を与えましょう」

　流れるような金色の髪をした女神が、

　永えい劫ごうの氷みたいに冷たい目をして、

「あなたは生きなければならない、死ぬために」

　告げた。



　あたし／ボクは――

　死すらも、『運命』に奪われた。



    

  
    
      




第三章　運命は哂わらう





　朝食がずらりと並んでいた。

　サキの部屋、リビングのテーブルの前に、ナプキンを首に巻いたシロが座り、

　眼前の光景に、呻うめき声を上げた。

　スモークサーモンとオニオンスライスのオープンサンド、牛たたき丼どん、リゾット、チャーハン、ロールキャベツ、麻婆豆腐まーぼーどうふ、エビフライ、鶏の竜田揚げ、スパゲッティカルボナーラ、冷れい麺めん、白身魚のムニエル、鰺あじの干物、ポトフ、味み噌そ汁しる、アサリのサラダ、茄な子すの漬物、パンプディング、ぜんざい――このあたりにしておこうか。

「……これ、全部私が食べるのかね？」

「当然です」と、私とサキが答えた。

　シロを挟むように、右と左に私とサキの姿があった。

　サキは相変わらずピンクのエプロンで、私は黒の――自作する破目になった――エプロンを身に着けていた。

「どう考えても、その、量が……おかしくはないかな？」

「私もそう思います」

　他人事のように、私は頷うなずいた。

　シロの困惑の眼まな差ざしが私に向き、サキに視線を移し、また料理に戻る。

「言っておきますが」こほん、と咳せき払ばらいをして対面のサキを指差す。「悪いのは全部、彼女です」

「おや、人のせいにするんですか」サキがテーブルに肘ひじをつき、組み合わせた指の上に顎あごを乗せる。

「あなたが意味もなく張り合うから悪いんです」

　始まりは数日前、私が早起きしてハンバーグを作ったときだ。

　サキがハンバーグと一緒に、スープを出した。

「あら？　それに対抗してエスカレートさせたのは『私』でしょう」

　因ちなみに、次の食事で私はハンバーグにスープにサラダを追加してみた。

　まあ、そのあたりまでは一応、一つのメニューだったのだが。

　今ではこの有様である。

「火種を作ったのはあなたです、故にあなたの責任です」

「油を注いだのは『私』でしょう。だから『私』が悪い」

　互いに、目を逸そらさなかった。

　あくまで眼差しそのものは冷ややかだったが、私たちの間で、見えない火花が散っているように思えた。

　視界の端に、そろりそろりと後あと退ずさるシロの姿を捉とらえ、同じタイミングでそちらを向く。

　鏡に合わせたように、私たちは同じ笑顔を浮かべている。

　唇を尖とがらせ、頬ほおを上げ、目を細め、整えた微笑ほほえみ。

　私はフォークを掴つかみ、サキが箸はしを握る。

「さて、シロ」

「どれから食べます」

「いや、その」シロの目が泳ぎ、焦りでぶんぶんと尻尾しつぽが揺れていた。

「カルボナーラにしましょうか、冷めると味が落ちますから」

「今日はいい牛肉が手に入ったんですよ」

　人間なら、シロは間違いなく全身に汗をかいていただろう。

　ずい、と、どちらからともなく、シロに寄る。

　笑顔は崩さない、だが、特に理由もなくある種の圧力のようなものが発されるのを止められない。

「いや、その、あの、なあ、二人とも、気持ちは嬉うれしいのだがね」

　私には――そして多分、サキにも都合の悪いことは一切聞くつもりはない。

「はい」

「あーん」

　シロの瞳ひとみにはいっそ悲痛な輝きが宿っていた。

　まったく、頭が悪い。

　さっさと私の料理の方が美お味いしいと認めてしまえば楽になれるというのに。

　観念したように、シロが口を開け、カルボナーラと牛のたたきという不可思議な組み合わせの料理を受け入れる。

「美味しいですか？」私が問うた。

「ああ、美う味まいよ、できれば別々に食べたいのだが……」

　悲痛な訴えだったが、残念ながら届かない。

「次は何にします」サキが言いながら、テーブルの上に目線を走らせる。

「――ッ！」負けじと、私もテーブルに視線をやる。

　まだまだ、料理は残っていた。

「君たち、実は面白がってないか？」

　シロのぼやきは聞こえないふりをした。

　……認めよう。

　六割腹立たしく、三割面白い。

　残りの一割は、はっきりしないシロへのあてつけだった。

　我ながら可愛かわいいものだと思う。

　まったくもって、私も可愛くなったものだ。

　自然と、薄い皮肉の笑みが口元に浮かんでいた。

「愉快そうですね『私』」

「ええ、とても、とても愉快ですよ」

　一段と、皮肉の深みを増して、私は、オープンサンドを手に取り己の口に咥くわえた。



　このようにして朝食は始まり、やがて、終わった。

　たかが朝食のために、私とサキはかなりの時間をかけて――それこそ昨夜のうちから――仕込みをしていた。

　早起きもした。

　張り合うのも楽ではなかった。

　そして、その成果のほとんど全すべてを食べたシロはよろめくような足取りでベランダに出ていた。

「……胃薬が、欲しい」

　かつてないほどの疲弊と、拭ぬぐいがたい哀愁に満ちた声で呟つぶやき、ひどく遠い目をして、空を眺めていた。

　因ちなみにその後ろで、私とサキは並んで洗い物を片付けている。

　調子に乗って大量に作ったため、汚れた食器も大量にあった。

　手早く片付けねば、サキは学校に遅れただろう。

　シンクはかなり大きいため、幸い、二人で並んでいても手狭ではなかった。

　いや、そもそも、

　二人並んで洗い物をしている姿自体が奇妙なものかもしれない。

　眼まな差ざしだけを、サキに向ける。

　長い黒髪、薄く赤い唇、どこまでも冷ややかな瞳ひとみ、制服の上にエプロンの姿。

　どこまでも同じで、少しずつ違う。

　例えば、サキは小さく歌を口ずさんでいた。

　世界で一番死にたくなる曲のメロディを、小さく口ずさんでいた。

　私は、小さく首を振って口を開く。

「悪趣味ですね」

「『私』と同じぐらいには」

「それも」私は一度手を止めて、彼女の制服を指差す。「悪趣味の一つですか」

「義務教育です」手を止めぬまま、サキは答えた。

「なるほど、義務教育。素晴らしい答えです。子犬みたいな女の子に『お姉さま』呼ばわりされるぐらいに素晴らしい」

「ああ、先輩のこと」

　ちょっとだけ彼女が苦笑した。明らかに面白がっていた。

「……年上だったんですか」

　人に体当たりまでしてくれた、あの幼い容よう貌ぼうを思い出し、今度は私が苦笑した。

　見た目よりは、面白い人間だったのかもしれない。

「どちらにせよ」サキは小さく首を振り言う。「今では大して意味のない話です」

　言い終えると同時に、彼女が左手を振る。

　真横から凪なぐような鈍い金属の輝き。

　その手には洗い終えたばかりのナイフが握られていた。

　私は避けない。

　避ける必要もない。

　そのまま、洗い物を続けている。

　刃は首筋の直前で停止し、

「気だるい日常は終わって、踊りたくなるほど素敵な時間が始まったんですから」

　からかうように、サキが言った。

「無駄ですよ」私は言う。「ここで、こんな無意味に殺す気はないのでしょう」

　心を殺すと、サキは言った。

「失礼しました、つい、手が動いてしまって」気のない詫わびと共に、静かにナイフを下ろし、横手に置いてあった布で水滴を拭ぬぐう。

「そういうこともありますよ、私も時々そうしたくなります」

　所しよ詮せん、遊びのようなものだ。

「気が合いますね」

「たまにはそういうこともあります」

　私は残った数少ない洗い物を手早く片付け、サキと同じく、布を手に洗い物を拭ふいていく。

　再び、彼女は暗い歌を口ずさむ。

　サキが何を企たくらんでいるのかわからなかった。尻尾しつぽすらも見えない。

　正直諦あきらめてさえいた。

　彼女自身がそれを望まない限り、決して、何も言わないだろう。

　殺されようが、どうなろうが、言わない。

　私とて、同じ立場になれば何も言わない。

　もう一方で、夢の中で出会った老人の頼みも芳しくはない。

　黄金の林りん檎ごはとりあえず部屋に――私の写真で満ちた部屋にだ――置いてある。

　ヴェルザンディは見つからない。

　結局、サキが学校に通う昼間の時間、私はシロと無意味に街を彷徨さまよっている。

　胸中を読んだように、

「何か、見つかりましたか」

　サキが告げた。

　答える必要はない。無言のまま、私は拭き終えた皿を重ねる。

　かつん、かつん、と陶器の鳴る音が妙に大きく響く。

　くすりと、サキは笑い、軽く肩をすくめた。

　私たちはそれから口もきかず、食器の片付けを終えた。

　時計を見ると、そろそろサキが学校に向かう時間だった。

　サキはエプロンを外し、キッチンの片隅にあるフックにかける。

　私は冷蔵庫を――最初から全すべてを予想していたかのような、大型の冷蔵庫――開けて食材を確かめる。

　当たり前だが、使いすぎた。

「買い物は私がしましょうか、それとも『私』がしましょうか」

　背後に立つサキが、肩越しに囁ささやく。

　耳元に唇を寄せるように、不必要なほどに、サキの体は近く。

　両手は意味もなく私の腰に回されていた。

「お願いします」それが何でもないことのように無視して答えた。

「では、そうしましょう」

　耳に息を吹きかけるような言葉、ぞくりと、背筋を嫌な感触が撫なでる。

「……遅刻しますよ」

「学校をさぼって一緒に部屋で過ごしましょうよ、女の子同士、恋の話でもして」

「それはそれは、吐き気がするぐらいに素敵なお誘いですね、お断りします」

　いい加減に、鬱うつ陶とうしい。

　実力行使に出てやろうかと思う、絶妙のタイミングでサキは身を離し、

　すれ違うように、言葉を残した。

「街の外れにある図書館」

　静かに、私の体に力が入る。何かを予見するように、ドクンと、心臓が脈を打つ。

　ゆっくりと、私は振り返った。

　半歩分だけ距離を置いたサキが、薄く、鋭く、微笑ほほえんでいる。

「冗談のように、ぬるま湯のように、遊ぶのも悪くはありません。ねえ、『私』、私はね、本当に楽しんでいるんです。シロに会えたから」

　どちらからともなく、私たちは手を伸ばし、互いの頬ほおに手を添える。

　白く、冷たい肌。

「怠慢は罪だと、『私』に忠告はしましたよ」

　身を寄せて、サキが、口付けをした。

　そよ風の軽さと、血の香りが、唇越しに注がれる。

　間近で見る、どす黒い、沼の底のような、闇やみの底のような瞳ひとみに、

　私は恐怖と、ひどい、親近感を抱いた。



　サキが学校へ向かい。私はベランダにいるシロの隣に立った。

　シロは未いまだに遠い目をして空を見上げていた。目に見えない何かを探しているかのようだった。

　私の存在に気付いていないようだった。

　空を見上げるシロと反対に、私は下を見た。

　丁度通勤通学の時間に当たっていて、それらしき人影が、人以外の影も同様に歩いていた。当たり前の光景だと、ようやく認識できるようになった。

「シロ」呼びかけながら、制服のポケットに手を入れる。

「……あ、あ」

　虚うつろな声、ひどく鈍い動きで、シロがこちらを向く。

「胃薬、飲みますか？」

　ポケットから取り出した錠剤の小瓶を振る。それと同じように、シロが首を振った。

「いや、平気だよ」どこかぼんやりとした調子は、変わらない。

「……嘘うそ吐つき」

「すまない」

「理由、話してください」

「わからないんだ」呻うめくような響き。

　音のない、静かな風が、私たちを撫なでていく。

　草原のように揺れる白銀の毛並み。流れる黒髪を私は押さえて、空いた手を手すりに添えた。

「わからない、ですか」

「すまない」もう一度、シロが言った。

「いいんですよ。謝らないでください」

　答える私の脳裏に、サキの忠告が響く。

　怠慢は罪――

　その通りだろう。

　だが、何をすればいいのかわからなかった。

　そして、肝心なことがわからなかった。

　わかっているのは一つだけだ。

　シロは嘘を吐いている。

　何かを知っていて、隠している。

　私の隣で、ぼう、と空を見上げている白銀色の狼おおかみを横から抱いた。

　呼吸の振動、肉体の熱、毛皮の感触。

　シロの存在を確かめるように、強く、抱く。

「大丈夫ですよ」私も嘘を吐いた。

　何も大丈夫ではない。

　ただの気休めに過ぎない。

「そうだね」シロが目を閉じて、頷うなずいた。

　首筋に、シロの首筋が擦れた。

「動きましょう」

　たとえ、サキの与えた手がかりでも、

　今は、すがるしかない。

　無為の散策よりはましだ。ここで――愚か者のようにすがり合っているよりは、ましだ。

　軽く頬ほおに口付けして、私は立ち上がる。

　くつくつと、シロが笑った。

「そうしよう。ぼうとするだけならば、死んだ後でも充分だ」

「その通りです」私は答えて、強く笑みを返し、長い黒髪をかき上げた。

　しゃらしゃらと、細い黒が、零こぼれ落ちる。

　今日の空気が随分冷たいことに今更気付いたが、

　寒いとは思わなかった。

　私の横にはシロがいる。



　そして、件くだんの図書館で、私は懐かしい相手と再会した。

　図書館といっても小さく古びた洋館で、昔この街にいた蒐しゆう集しゆう家かが集めすぎた本を他人にも公開したのが始まりの私設図書館だった。

　蒐集家はとうに没し、係累が管理人を雇って細ほそ々ぼそと運営しているそうだ。

　説明をした司書兼管理人の青年は、困ったような笑みを浮かべて茶色の髪をがしがしとかいた。

　少し気弱そうだが、顔の造作だけは整っていてシンプルなスーツが似合っていた。

　性格の悪い女に好かれそうな――あるいは利用されそうなタイプだと思った。

　私はそいつに見覚えがあった。

　直接の面識があるわけではないが、そいつを知っていた。

「ええと、順番が逆になったけれどこんにちは。ようこそ、今は訪れる者も皆無の本の墓場へ。それともはじめましてと挨あい拶さつするべきかな」

『月の御者』、それが彼の名前だった。

「一応君のことは見知っているんだけど……ああ、そうだそうだ、僕の心臓の具合はどうだろう」

　ヴェルザンディによって与えられた、私の内にある神の心臓の提供者だった。

　私が訪れたとき、彼は図書館のドアを潜ってすぐのホールに置かれた受付カウンターの中で、退屈そうにコーヒーを飲んで客を待っているところだった。

　私を見るなり、なんとも気弱い笑顔で微笑ほほえんで立ち上がり、この図書館についての説明をまずしたのだった。

「私もあなたのことを知っていますから初対面の挨拶は省略しましょう。心臓の具合は良好だと思いますが比較対象がないのでわかりません」

　因ちなみに、シロは図書館の外で待っている。

　眠い――だ、そうだ。

「やれやれ」彼が呆あきれたように首を振った。「なんというか、クールだね」

「そうでもありません」

「うん、クールな受け応こたえだ。コーヒーはいかが？」

「頂きます」

　では、と、カウンターの内側、足元からポットと予備のカップとインスタントコーヒーの瓶を取り出し、あっという間にコーヒーを淹いれ、私の前に置いた。

　ミルクと砂糖はなかった。

　軽く礼をし、私はカップを取る。

　ポットの湯はぎりぎりインスタントコーヒーが溶ける程度には熱く、ブラックのインスタントコーヒーはただ単に苦いだけだった。

　お世辞にも美お味いしいとはいえない。

「しかし、僕はこれが好きなんだ。コーヒーの代用品のようなこの扱いが、たまらなく物悲しく、僕の感性に訴えかける。特に意味のない郷愁すら思い起こさせる」

　弱い笑みを浮かべたまま、もう一杯、彼自身のためにインスタントコーヒーを注いだ。

　なるほど、整った横顔にはインスタントコーヒーがよく似合っていた。

　独自の哲学と同居する、誇りある諦てい念ねんのようなものがそこにはあった。

　それは死を受け入れた老人を、あの夢の城で出会った帽子の老人を思い起こさせた。

「さて、ここは図書館なわけだけど、君は何を捜しに来たんだろうか」

「『運命』を」

「だだだ、だーん……なんてね」楽聖相手に喧けん嘩かを売るような冗談だった。

　当たり前だが、そっちの運命ではない。

「殴りますよ？」

「君は本当にやりそうだから恐こわいな、それも確実にグーで急所を狙ねらう」

「安心してください、一撃で楽にしてあげます」

「わお、予想の斜め上を行った」

　拳こぶしを握った私を恐れるように、彼がさり気なく一歩下がった。

　しかし狭いカウンターの中だ。すぐに壁にぶつかり、ただでさえ弱々しかった笑みがもう一段階弱いものになった。

「悪いけど、本当に知らないんだ」

　私は頷うなずき、カウンターに腰掛け、手に持ったインスタントコーヒーを啜すする。

　行儀の悪い行動だったが、『月の御者』に圧力をかけるのには成功したようだった。

　彼はさらにもう一歩下がろうとして、背後にあるのが壁であることを再認識したように肩をすくめた。

「私が……私によく似た女性がここに訪ねてきませんでしたか」

「来たよ。一週間ぐらい前にも来たし、その前もしょっちゅう来ていた」

「何をしていました」

「果たして、本を読む以外に図書館で何をするのだろうか」

「音楽鑑賞、映画鑑賞、インターネットの使用」即座に私は答えた。

　数秒間、自信たっぷりに皮肉を吐いた『月の御者』が硬直する。

「……時代は変わるもんだね」

　どうやら、この図書館は昔ながらの純粋な図書館のようだ。

　インスタントコーヒーを飲み干し、私はカウンターから降りる。

「それで、彼女はどんな本を読んでいたんですか」

「同じ本を読んでいた、彼女は常に同じ本を読んでいた。悲しそうで、綺き麗れいだったよ、当たり前だけど君と同じぐらいに綺麗だった」

　冗談とも本音ともつかないことを言いながら、彼はカウンターを出て、一礼する。

　道化師がするような、大仰な礼だった。

「では、もう一人の君が愛した本の元へご案内いたしましょう」

　静かに頭を上げて、彼はくるりと背を向け歩き出す。

　私は後を追わず、その背中に声をかける。

「誰だれも、彼女と同じ本を読みたいとは言ってませんよ」

「いいや、君も読みたいと思うはずだ」

　歩みを止めぬまま、彼は両手を広げて言葉を続ける。

「その本は、ある狼おおかみについて記された本だからね」

　私は『月の御者』を追うように歩き出した。

　なるほど、興味深い本だった。

　サキが愛読していたというのも、頷うなずける。



　ホールの奥の両開きのドアの向こう、無数の書架が並ぶ部屋は灯あかりがあってなお薄暗く感じるほどに影が多く、窓がなく、古い紙の匂においに満ちていた。

　死体置き場のような部屋だった。

『月の御者』は乱立する書架の中を迷うことなく進み、私を導いていく。

　立ち止まったのは、随分奥まった場所に、まるで隠れるようにあった書架の前だった。

　無造作に、一冊の本を取り出し、表紙を向けて私に差し出した。

　黒い革張りの本で、タイトルも著者の名前もなかった。

　私は受け取ろうと手を伸ばしたが、『月の御者』も手を離さず。二人で一冊の本を支えているような格好になった。

「では、案内しよう」

　静かに告げた『月の御者』の瞳ひとみの中に私が映っていた。

　凛りんとした、冷たい姿は何か揺るぎないもののように見えた。

　果たして、私は何を見るのか。

「書物の中に閉じ込められた――我らが時代に」

　本がふわりと宙に浮き、

　ひとりでにページがめくれ、眩まばゆい輝きを発する。

　私は、その光から目を逸そらさなかった。

　輝きはさらに強く、そして膨れ上がり、

　やがて、私と『月の御者』を包み込み、

　再び本の中へと収縮していった。

　私たちを連れて、本の中へと戻っていった。



　何も見えない光の中での長い浮遊。

　どこかに放ほうり投げられるような感覚と共に、それは唐突に終わった。

　光が焼きついた眼球は何度も瞬まばたきしてようやく視覚を取り戻す。

　目に入ったのは、鉄色の木々が生い茂る森だった。

　灰色の草の上に、冷たく湿った土の上に、私は横たわっていた。

『鉄てつの森もり』――それが、この場所の名前だった。

　以前、訪れたことがある場所だった。

　体を起こし、制服についた土を落とし、周囲を見渡す。

　一緒に本に呑のみ込まれたはずの『月の御者』は見当たらなかった。

「まったく、『案内しよう』、なんて見み得えをきっておいて」

　いきなり一人で放り出されてしまったわけだ。

　どうしたものだろうか……と、やってくる気配を感じた。

　がさがさと下草を掻かい潜くぐり、木々の隙すき間まから姿を見せたのは、

「シロ？」

　私の見知った、白銀色の毛並みを持つ狼おおかみだった。

　いや、違う。

　体が随分小さくて、狼というより犬のようだったし、毛も柔らかそうだ。

　……若い、のだろうか。

　狼は数メートルの距離を保ったまま、興味深そうな眼まな差ざしで私を上から下まで眺めた。

「ふぅん」と、勝手に何かを納得したように頷うなずいた。

　やはり若いのか、声もそれ相応に高かった。

　奇妙なものだ。本の中で、遥はるか昔のシロに会っている。

「いいね、その黒い髪、妖よう精せいにも巨人にも見たことない、夜を溶かしたみたいに綺き麗れいだ、はじめて見たよ」

「どういたしまして」私を肩をすくめた。

　何が面白かったのか、狼おおかみは――シロと呼ぼう、そう呼ぶことに不思議なほどに抵抗はなかった。少なくとももう一人の私をサキと呼ぶより、抵抗がない。

　さして警戒する様子もなく、シロは気楽な足取りでこちらへやってくるとまた改めて上から下までを眺めた。

「うん、本当に綺麗だ。でも、どうしてこんなところに？」

　なんとも邪気のない姿で、好奇心に満ちていて、尻尾しつぽが盛大に揺れていた。

　妙なこそばゆさを感じながら、私は少し視線を逸そらして答える。

「連れとはぐれて、置き去りにされただけです」

「それは困ったね。この森は広いよ、無駄に広い、ここで生まれ育ったはずの私だって全部を知らない」

　ううん、とシロが唸うなる。

「外に出るだけなら案内できるけど？」

「いえ、結構です」私は首を振った。「連れを待つほうが確実ですから」

　正しくは、外に出る意味がない。



    

  
    
      



    

  
    
      「なるほど、なら私も付き合おう」

　おもむろに、シロは近くの木の根元を顎あごで指した。

「あそこの土は柔らかい。座るには丁度いいだろう」

　勝手に決めると、軽い足取りで進んで、腰を下ろす。

　一つ溜ため息いきを吐ついて、私はその隣に腰を下ろした。

　並んで座る私たちは、場面が違えば、それなりに微笑ほほえましい光景に見えただろう。

　題して、『犬の散歩に来て、公園で一休みする少女』

　私にセンスがないことだけはよくわかった。

　また溜め息、黒い髪をかき上げる。

　シロが、じっ、とその動作を見て、溜め息を吐いた。

「ねえ、君。触ってもいいかな、その、髪の毛」

　油断していたら、噴き出していたかもしれない。

「……馬ば鹿かみたい」

　私はシロに向き直った、少し首を垂らす。

　肩を通って、しゃらしゃらと髪が流れ、シロの目の前で揺れる。

「ええと、触っていいのかな？」

「野や暮ぼですね」くすくすと私は笑う。「どうぞ、でも、優しく」

「う、うむぅ」

　そろそろと鼻先を突き出し、香りを嗅かぐようにして、髪に触れた。

　ごく自然に、シロは目を閉じる。

　それが合図だったかのように、私の体が薄れて消えた。



　気付くと、私は空に浮いていた。

　体が半透明になっていたが、自分が存在しているという感覚はあったし、五感もそのままだった。ついでにいえば制服も着ていた。

　視界の下では、シロがきょとんとした顔で周囲を見渡し、私を捜していた。

「いや、ごめんごめん。栞しおりが抜けてたみたいで変な位置に君を落としちゃったよ」

　軽く後頭部をかきながら、誤ご魔ま化かすようにスーツ姿の『月の御者』が言った。

　私と同じように半透明になっていた。

「まあ、いいですよ。それなりに面白かったです」

　下を見たまま、私は言った。シロはまだ、左右をきょろきょろと眺めていて声に気付いた様子はなかった。

　いや、そもそも聞こえていないのかもしれない。

　ここが本の中で、私たちがあくまで読者と考えれば、ありえることだった。

「でも不思議なんだよ。僕は確かに丁度いい位置に栞しおりを挟んでいたはずなんだ」

「ならそれもきっと――」

　シロは、幻のように消えた私を求めて、

　空を切り裂くように、遠く吼ほえた、

「『運命』でしょう」

　悲しい声だった。



　私はシロの過去を見る。

　ビデオを早送りするように、時間を飛ばしながら、過去の断片を積み上げる。

「君に必要なのは一番最後だけだ。それ以外の過去にさしたる意味はないよ」

　呆あきれたように『月の御者』が言う。

　私の視線はシロから外れない、時間を飛ぶごとに、シロは成長していく。

　体が大きくなり、声が低くなり、影を操る力に目覚め、無邪気さを失っていく。

　喪失と獲得。その繰り返し。

　両者が釣り合っているのかすら、誰だれにもわからない。

『月の御者』は首を振り、溜ため息いきと一緒に肩をすくめた。

「だけどまあ、君が見たいというならあの狼おおかみを見ていればいい。無意味だとは思うけれど、時間が許す限りは付き合うよ」

　私は頷うなずいた。

　シロは、赤い狼と共に、何かを語らっていた。

　濁った――否、恐らくもともとそういう色の――泉で、赤い狼は水を飲み。シロは特に意味もなく対岸を見詰めていた。

　仲がよさそうには見えなかったが、険悪というようにも見えなかった。

　水を飲み終えた赤い狼が顔を上げ、シロの横顔を見て、鼻を鳴らした。

「君が何を考えているか、当ててあげようか兄弟」

「……」シロは聞いていなかった。

　ただ、溜め息だけを吐ついた。

「黒髪の人間のことだろ。まったく、いい加減に諦あきらめたらどうだい」

「黙れ」

「妖よう精せいにでもからかわれたんだろ」

「黙れと言っている。私は確かに彼女に触れたんだ」その感触を思い出すように、一瞬だけ遠い目をして、

　そのまま、赤い狼を見た。

　逆に、赤い狼は視線を逸そらす。

「ロマンティストだな。どうせ、無駄なことだ」

　感情の全すべてを削そぎ落としたような声で、静かに告げる。

　水面に映る狼おおかみの目には声と同じく何も映っていない。

「どうせ何もかも忘れてしまう、どうせ誰だれも彼も死んでしまう」

「わかっているよ、そんなことはわかっている」

　シロの声には諦てい念ねんがあった。

　皮肉に口元を吊つり上げて笑み、赤い狼を残して踵きびすを返す。

「僕から言わせれば、君は何もわかっていない」

　振り返らずに、声をかけた。

「わかっているとも。所しよ詮せん、我々は化け物だ。『運命』に従うためだけの存在だ」

　立ち止まらず答えた。

「余計なものは、削ぎ落とされる――心も、記憶も、きっと、魂すらもだ。それでも失いたくないものぐらいはある。拒む権利ぐらいは、あるはずだ」

「やはり、君はロマンティストだよ兄弟」

　いいかい、と彼は言う。

「ないものは、ないんだ。どこにもない」

「認めない、私だけは」

　そのまま、二人は別れた。



　さらにシロを追い駆けようとしたところで、急に『月の御者』が肩を掴つかんだ。

　上空に浮かび、シロたちを見ていた私は、久方ぶりに顔を上げた。

「そろそろ、時間だから結末に飛ぶよ」

「……もう少し、見ているわけにはいきませんか」

『月の御者』は静かに首を振ると、周囲の光景が加速した。

　昼が終わり夜が始まり朝が来て――ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐる、

　加速して、加速して、加速して、

　シチューのようにどろどろに混ざりあって、

　次に形を取り戻したときは、

　暗い空の中にいた。

　星のない空に私と『月の御者』が浮かんでいた。

　目の前では、空を駆ける狼となったシロが、誰かの喉のど笛ぶえを噛かみ千切っていた。

　噛み千切られているのは、過去の中の『月の御者』だった。

　両者の周囲を囲むように揺らぐ影が――シロの力に操られる闇やみが、『月の御者』の乗る馬車をばらばらに切り裂いていた。

　落下していく馬車の残ざん骸がい――『月の御者』が、御者である所以ゆえんの品物。

　足元では、遠く、世界が炎ほのおに包まれ、終わろうとしていた。

　世界の終わりの炎に馬車の残骸はくべられ、更なる炎になっていく。

　追う者と追われる者、その終わりの図だった。

　私はこの光景が、初めてヴェルザンディと会ったときに見た夢の続きだと理解した。

　時を経たシロは、私が知るシロ以上に立派な体格で、どこかざらついた雰囲気を身に纏まとっていた。

　漆黒の瞳ひとみは漆黒であるにもかかわらず悲しいほどに透き通っていた。

　黒い硝子がらす玉のように、空っぽだった。

　全すべてを呑のみ込むためだけにある、飢えに満ちた、黒瞳には、

「……きっと、あのシロはもう、私のことを覚えてはいないんですね」

　赤い狼おおかみの予言は、当たっていたわけだ。

　ないものは、ない。

「所しよ詮せんこの世は一冊の本、人は運命の奴隷に過ぎぬ」

　皮肉を、皮肉でないように『月の御者』は言う。

「君のことだけじゃない、全てだ。自らに課せられた『運命』を除いて、全てを忘れてしまっている、他ほかの大多数の存在と同じようにね」

「その『運命』が、あなたを食い殺すことですか」

　彼岸花のように真っ赤な血を噴き出している『月の御者』の骸むくろを前に、シロが吼ほえる。

　勝かち鬨どきなのだろうか、勝鬨だとしたら、誰だれが聞くのだろうか。

　聞くものなど、とうに、死に絶えているので、ないだろうか。

「彼の『運命』とは」

　長い、長い、狼の咆ほう哮こうが終わり、

　闇やみが、広がり始めた。

　シロの周囲で揺らめいていた闇が、じわじわと手を伸ばすように、その領域を広げていく。

　最初に呑み込まれたのは『月の御者』の骸と、

　シロ、自身だった。

「全ての幕を引くことだ」似合いもしない、冷めた声。

　闇はゆっくりと、その手を伸ばす、

　意思などどこにも存在していないかのような、

　ひどく緩慢に、ひどく正確に、

　闇が、世界を塗りつぶしていく。

「終末の終末を告げる最期の獣」

　暗い空は、もはや暗いとすら形容できず、

　音も、匂においも、味も、光も、感触も、

　あるいは、心も、意思も、魂も、

　終わりの中に、閉じ込められて、

「アレそのものが、世界の終末を形にした、真実の意味の『化け物』だ」

　消えていく。

「……それでも私は、シロが好きなんですよ」

　声にはならなかった。誰だれにも届かなかった。

　私自身だけが知っていた。



　ぱたん、と、静かな音と共に、

　本が閉じられ、また、私たちは図書館にいる。

　随分時間が経たっているように感じたが、ほとんど時間が経っていないようにも思えた。

　時間を示す時計はなく、書架が立ち並ぶ部屋には窓すらない。

　私と『月の御者』が、黒い本を間に彫像のように立っているだけだった。

『月の御者』が弱く微笑ほほえむ、私が黒い本から手を離す。

　本を小こ脇わきに抱えて、彼が口を開いた。

「君の隣にいる狼おおかみのことを理解できたと思う」

「ええ、とても……」

　相手の顔から目を離さずに、書架に背中を預けて、髪をかき上げる。

　自然と、溜ため息いきが出た。

「シロは……どこまで知っているんでしょうか」

「きっと何も覚えてはいないよ。覚えているわけがない。そして、思い出すこともなかっただろうね。『化け物』であった時代は、遥はるか遠くに過ぎ去り、その旧ふるい匂いすら、ろくに残っていない」

「残っていなかった、ですよね」

『月の御者』が頷うなずいた。

「そうだね、今、この街は旧い匂いで満ちている。何かきっかけがあれば思い出してしまうかもしれない。例えば、彼の意思が消えるほどに弱った瞬間に『化け物』であった時代の名前を呼ばれたりね」

「思い出せば、また、シロはああなってしまうと？」

　世界を覆おおいつくした闇やみのように。

　私のことを忘れて、ただの『化け物』に。

「奇跡でも起きない限り、確実に」

　奇跡――私は笑う。

　皮肉な言葉だ。

　奇跡を起こすのは神さまの仕事で、その神さまが――

「ヴェルザンディが世界を滅ぼすために、シロの記憶を呼び戻そうとしている」

　そのために、この旧ふるい匂においに満ちた街を、つくり上げた。

　そう考えれば辻つじ褄つまは合う。

　帽子の老人に聞いた彼女の目的にも合致する。

　何より、こんなことができそうなのは――こんなことを、やりそうなのは、それこそ彼女ぐらいのものだ。

　あの女神は、シロを、道具にするつもりなのだ。

　私は腕を組み、書架に預ける体重を増やした。

　重い本を詰め込まれた書架はその程度では微動だにしない。

　ヴェルザンディは、どこにいる。

　どこに隠れているのが、一番効率がよい。

　目を閉じて、思考を閉ざす。

　当たり前だが、私、それか、シロの傍にいるのが一番だろう。

　だが、四六時中誤ご魔ま化かしきれるものか。

　私はともかく、シロの鋭敏な感覚を誤魔化しきれるとは思えない。

　では……サキ、か？

　恐らく彼女はヴェルザンディと繋つながっているだろう。

　しかしサキは特に何をしているというわけではない。

　私と下らないことで張り合っていたり、シロと……その、

　いちゃいちゃしようとしてみたり、

　……思い出したら腹が立ってきた。

　無意識に舌打ちが零こぼれて眉み間けんに皺しわが寄る。

　サキの立ち位置は極めて不ふ明めい瞭りようだ。彼女はヴェルザンディと組んでいる、だが、確実に、ヴェルザンディを裏切っている。

　シロが消えてしまうようなことを、サキは看過しないだろう。

　誰だれも彼もが勝手な思惑で動いている。全すべてを把握するのは無理だろう。

　押さえておくべきは……シロ、か。

　事態の中心は間違いなく、あの、狼おおかみにあるはずだ。

「ーい、おーい、聞いてる？　ねえ、君？」

　呼びかける声がして、思考の流れが乱れ、仕方なく私は目を開けた。

　困惑顔の『月の御者』の顔が近くにあった。

「何ですか」目を細めて、面倒だと隠しもせずに言った。

「あー、いやその、急に動かなくなったからどうしたのかなってね」

　あはは、と愛想笑いをしながら、距離を取り、一つ咳せき払ばらいをした。

「考え事？」

　少し迷い、私は頷うなずいた。

「ヴェルザンディがどこにいるのかと思いましてね」

「彼女の企たくらみを阻止するつもりなんだ」

「頼まれたので」個人的にも、気に入らない。

　何より、あの女神がシロを利用しようというなら、

　苦しめようというならば、

　容赦はできない。

　もう、ただの敵だ。

「簡単な手がある。先手を打って、あの狼おおかみを殺してしまえばいい」

　ドクン、その言葉に、心臓が大きく、脈を打った。

「合理的だろ」

「ええ、とても」引きつった笑みが浮かぶ。

　ごく自然に体が動いた。

『月の御者』の胸倉を掴つかみ上げ、そのまま、書架に押しつける。

　そうされることを予期していたかのように、『月の御者』の瞳ひとみは静かだった。

「僕は、何も間違えたことは言っていない、それに」

　彼がまた、本を開き、ページの隙すき間まから何か細い、糸のようなものを取り出した。

　細く、長く、滑るような、金の髪だった。

　一筋の髪が、私にヴェルザンディの姿を思い起こさせる。

「彼女の手は、君が想像する以上に長い」

「黙りなさい」胸倉を掴む手に、力を込めた。

　首を振る『月の御者』は、なおも静かに、言葉を続ける。

「これは彼女の一部、力の欠片かけらだ。なるほど、本の中で君とはぐれたわけがわかった。何があったのかは問わない、君が一番理解しているだろうから」

「っ……」

　私は乱暴に彼の体を突き飛ばし、再び書架に背中を預け、顔を逸そらす。

「殺すべきだよ、君の狼の本質は何も変わっていない。滅びを呼ぶ、ただそれだけのために存在する『化け物』だ――今ならまだ、彼は喜んで死ぬ、君を覚えているから、君のために、喜んで死ねる」

　ふっ、と『月の御者』は溜ため息いきを吐ついた。

　彼もまた私を見てはいなかった。手の中にあるヴェルザンディの髪の毛を見ていた。

　悲しそうで、優しい眼まな差ざし、壊れ物を扱うように、大切そうに握っていた。

「まったく、彼女は諦あきらめが悪い」

　やはり悲しそうで、嬉うれしそうな声だった。

　書架から背中を離して、私は歩き出した。

　ヴェルザンディを狩る。

　私はそう決めていた。

　あの女神が始めたというならば、あの女神で終わらせてやる。

　私のシロを傷つける生き物を、私は許さない。

　それはきっと、サキですら、同じ。

　私に通じる想おもいだ。



　再び、受付のあったエントランスに戻った。

　そのまま図書館を出るつもりだった。

『月の御者』は私の後を追うように、エントランスに入ってきた。

　その指先に未いまだ、ヴェルザンディの髪が絡んでいた。

「さよなら、塚つか木ぎ咲さ希き。多分、もう会うことはないだろうね」

「そうでしょうね、さようなら『月の御者』」

　私は振り返りもせず答えた。

　図書館の出入り口に、手を添え、少し力を込める。

　ゆっくりと開くドアの隙すき間まから、茜あかね色いろの光が零こぼれて差し込んでいく。

「頼みがあるんだ」

「頼み？」

「彼女に伝言を頼みたい」

　私は手を止めた。

「どうぞ、聞きましょう」

　それから、長い沈黙があり、その終わりは、溜ため息いきだった。

「……色々と言いたいことがあったんだけどね。いざとなると思いつかないや」

「ヴェルザンディが、好きだったんですか」

「好きだったよ、美人だったからね、ハハッ」

　それが理由の全すべてでは、ないのだろう。

　私にはわからない理由、わからない意味、わからない感情。

　そういったものが、二人の間にはあったのだろう。

「『さよなら』、それだけ伝えてくれるかな」

「芸のない言葉ですね」

　そして、残酷な言葉だ。

「こういうの、苦手なんだ。もうちょっと気が利いた言葉が言えるようになりたいと思ってここの本も読んでみたんだけどね」

「気に入った本はありましたか？」

「あったよ、タイトルは確か――」

　急に言葉が途切れ、

　振り返ると、誰だれもいなかった。

「……『さよなら』、でしたね」

　呟つぶやき、私は図書館のドアを開けた。

　外は綺き麗れいな、夕焼けに染まっていた。

　血のような夕焼け、炎ほのおのような夕焼け、

　赤い光を浴び、同じぐらいに赤い血を吐いて、

　シロが、倒れ伏していた。



「シロ！」

　私は叫び、慌てて駆け寄った。

　口から血を吐いているようだ。すぐに考えたのは毒の可能性だった。

　まだ生きてはいる。

　苦しげに呻うめいている。

「どうしたんです、か？」

　気付く、私に向けられた殺意に似た感情に。

　ぎらぎらと濁った黒い瞳ひとみに、飢えを宿して、私を見ている。

「は、なれ、ろ、咲さ希き」

　喉のどの奥底から搾り出すような哀願だった。

「飢え、が、抑えられ、ない、何かが、削そげていく、私の中から、何かが」

　ごぼり、と血が零こぼれた。

「頼む、離れてく、れ、私が君を――」

　血に濡ぬれたその姿を、私は抱きしめた。荒く、生暖かい吐息が首筋にかかる。

　シロの全身は痙けい攣れんするように、微かすかに震えていた。

　幼い子どもにするように、私はその背を撫なでる。

　苦しみもがくうちに地面の上を転がったのか、汚れ、傷ついた背中だった。

　何な故ぜだろうか、私よりもよほどに強いはずの狼おおかみが、ひどく弱々しいものに見えた。

　そっと、私は目を閉じる。

「咲さ希き……やめて、くれ」

「それであなたが楽になれるならば、そうなさい」

　その瞬間だけは、全すべてが消えていた。

　帽子の老人も、もう一人の私も、ヴェルザンディすらも投げ出して、

　ただ、この狼おおかみを救いたかった。

「ぐぅ、ああっ、あっ」

　シロの顎あごが開き、零こぼれた血が首筋に垂れる。

　ゆっくりと、それが近付いてくる。

　かたかたと震える牙きばが、浅く食い込み、肌を裂いた。

　私はずっと、シロの背中を優しく撫なでていた。

　体にかかる重みが増して、私はシロに組み敷かれる。

　苦く悶もんの表情を浮かべたシロ、その瞳ひとみは狂熱に似た飢えに満ちている。

　私は微笑ほほえみ、そして、囁ささやく、

「いいんですよ」

　背を撫でていた手を、頬ほおにずらし、口付けをするように目を閉じた。

「駄目だ！」

　にわかに、シロに正気が戻った。



    

  
    
      



    

  
    
      　突き放すように顎あごを上げ、絶叫する。

「こんなことで君を傷つけてなるものか、たかだか飢えに私が敗北するというのか！」

　自らを鼓舞するような言葉、ぎりぎりと、強く牙きばをかみ締め、大きく跳んだ。

「もう一人の君に会ってからだ、飢えが、底なしの井戸のように溢あふれてくる！　あいつは何だ、この街は何だ、苛いら々いらする、ひどく、ひどくひどく、ぶち壊してしまいたい！」

　荒く息を吐つき、全身で息をしながら、そのまま、逃げるように駆け出していく。

「シロ！」

　私は身を起こして、手を伸ばした。

　だがシロに届くわけもなく、シロは止まらない。

　夕焼けに向かって、自らを焼き尽くしてしまいたいかのように、突き進んでいく。

　まっしぐらに、

「誰だれだ！　私に囁ささやくおまえは誰だ！」

　尾を引くような叫びだけが、いつまでも耳に残っていた。



　赤い夕暮れに、黒が、混ざっていた。

　情に流され、似合いもしないことをしたと理解していた。

　意味もなくシロを苦しめる、それだけの優しさだったと理解していた。

　どれぐらい図書館の前でぼうとしていたのだろう。

　随分と時間が過ぎていたように思う。

　ずっと動かなかった体は、微かすかに冷えていて、動こうとすると、痛んだ。

　ゆらりと、亡霊のように私は立ち上がる。

　吹いた夜風が、柳の葉のように黒髪を流した。

　言葉もなく、私は歩き出す。

　家に帰ろう……家？　どこへ、違う、私の家はもうない。家族などいない。

　違う！　シロを捜すのだ。

　ぼんやりとしていた頭を振り、長く息を吐いて冷静さを取り戻す。

　……癪しやくだが、サキに連絡を取るべきかもしれない。

　シロのことならば、協力を求めるのも不可能ではなさそうだ。

　携帯電話でも持っていれば話は早かったが、生憎あいにく所持していない。

　私は公衆電話を探したが、これがなかなか見つからなかった。

　ようやく見つけた公衆電話は、コンビニエンスストアの裏手で忘れ去られたようにひっそりと立っていた。

「やっと見つけた」

　私ではない声が言った。

　受話器に伸ばしかけた手を止めて、声の方を見る。

　夜目にも鮮やかな、赤い毛並みの狼おおかみが車道を飛び越えて現れた。

「あなたは、確か」赤い狼。

　シロの兄弟で、確か、ヴェルザンディの仲間だった。

　ドクン、心臓が鳴る。

　袖そで口ぐちに手を添え、いつでも『弦げん月げつの影』を取り出せるように身構える。

　警戒心も顕あらわな視線に、赤い狼は足を止めた。

「争う気はない、と、言えば信じてくれるかな」

「あまり信用できません」

「だろうね」肩をすくめる。「もう、ヴェルザンディとは組んでいないよ」

「その言葉を信じる理由がありません」

「ヴェルザンディはボクの好きな人を傷つけた。手を切るには充分な理由だ」

「……好きな人、ですか」

　私は隻せき眼がんの蝶ちようの顔を思い出して苦笑した。

　まったく、厄介な相手を好きになったものだ。彼女に、真っ当な恋愛をする余裕なんて、どこにもないだろうに。

「一応、信用しましょう」

　警戒を解き、一度、髪をかき上げた。

　わかりやすいが、説得力はある。

「ありがとう」

「どういたしまして、それで、何か用ですか」

「まず最初に」赤い狼が言う。「ボクは今、蝶々ちようちようと行動を共にしている」

　少し、意外だった。私が言うのもなんだが、彼女の心は愉快なぐらいに歪ゆがんでいる。

　真っ当な意味での人間関係など、結べるとは思わない。

「それは大変でしょうね」

「我わが侭ままで困る。まあ、それも可愛かわいいものだけどね」

「惚気のろけは結構ですよ、彼女は……」

　少し、私は言葉を探した。

「元気に、していますか」似合わない言葉だった。

　探した挙句がこの結果だというのが、なんとも笑える……まあ、いい。

　彼女のことは嫌いではない。

「少し前までは絶不調だった。生きているのが不思議なぐらいだったよ」

「と、いうことは、今は元気なようですね」

「比較的に、ね」赤い狼が肩をすくめる。

　自然と眉まゆ根ねが寄り、探るように目を細めていた。何か、今の台詞せりふに引っかかるものを感じたのだ。

「何かあったんですか」

「もう一人の君が訪ねてきた」

　あの女！

　瞬間、髪の毛が逆立つような電流が流れた。

　無意識に拳こぶしを握っていた。危うく公衆電話に叩たたきつけて壊してしまうところだった。

　寸前で私は留とどまる。

　八つ当たりで晒さらすには、少々醜態が過ぎる姿だ。

「大体予想はできます」ことさらにゆっくりと、平静を保ち私は告げる。「あの女、あなたたちと手を組んだんですね」

　髪をかき上げ、余裕を見せ、相手の反応を待った。

「……その通りだが、何がそこまで不快だったんだい」

「色々ですよ。私の甘さとか、出し抜かれた気分だとか、色々です」

「なるほど、わかるような、わからないような」

　明らかにわかっていない口調だった。

　赤い狼おおかみは止まっていた足を動かし、私の前まで進む。

「君に頼みたいことがあるんだ」

「聞きましょう」

「彼女と――蝶々ちようちようと戦ってくれ」

「……戦うな、ではないんですね」

「いい加減に、彼女を解放してやって欲しい」

「私は何もしていませんよ」勝手な言い草だ。

　彼女は勝手に、歪ゆがんで、歪んで、歪んで、そのまま、突き進んだ挙句に、

　そうなってしまっただけだ。

「ああなってしまったのは彼女の弱さが原因だ。弱いが故に、君に魅入られた。そこに異論はない。ボクだってそれは認める、認めないのは彼女本人だけだ」

　だが、と、赤い狼が一歩距離を詰める。

「彼女を救えるのは君だけだ。彼女が燃え尽きてしまうまで、彼女に付き合って欲しい」

「ねえ、あなた」私は赤い狼を指差した。「それがどういうことかわかっていますか」

「無論」

「どちらかが死ぬまで、殺しあえと」

「結果的に、そうであったとしても何も言わない」

　真剣そのものの態度だった。土下座して頼めと言えば躊ちゆう躇ちよなく土下座したことだろう。

　勿もち論ろん、そんな無意味な要求はしないが。

「いいでしょう」

　提案そのものは、悪くない。

　彼女と殺しあうのは、悪くない。

　娯楽のようなものだ。

　ただ、

「一つ聞いてもいいですか。どうしてあなたは、そこまで蝶々ちようちように入れ込むんです」

「彼女が好きだからだ」

　即座に答え、少し間があって、さらに付け足す。

「好きだから、ボクは彼女と一緒にいたい。そのためにこうして動いている――たとえばその結果君とぶつかることになろうとも、あるいは、ヴェルザンディの計画に加担する破目になってもだ」

　迷いもぶれもない、綺き麗れいな答えだった。

　目を閉じて胸中で微笑ほほえむ。

　現実には凍りついた仮面のような表情のまま、私は頷うなずいた。

「場所と時間は、そちらに任せます」

「君に感謝を」

　言いたいことは、もう言ったとばかりに、赤い狼おおかみは頭を下げると身を翻した。

　暗がりに消えていく赤い姿を見送って、私は肩をすくめる。

「案外、いい組み合わせかもしれませんね」

　まったくもって、羨うらやましくなるぐらいに愛されている。

　献身という名の、愛情。

　悪くない。

　鬱うつ陶とうしく想おもいながらも、拒絶しきれないでいる蝶々の姿が想像できるだけに悪くない。

　少しだけ気分よく、私は公衆電話に手を伸ばした。

　だが、サキは電話に出なかった。



　不審を覚えて、私は一度、サキの部屋に戻った。

　灯あかりの消えた暗い部屋にサキの姿はない。

　帰りが遅いと思い、私とシロを捜しに行ったのだろうかと考えたが、違うようだ。

　寝室を覆おおいつくすようにあった私の写真が、

　壁ごと、一枚残さず切り刻まれていた。

　破壊の跡は、きっと、鞭むちによるものだ。なにか戦闘があり、その余波で……ということもなく、単純に、彼女がやったのだろう。

「……そう」私は悟る。

　もう、サキがここに戻ることはあるまい。

「これで、ままごとは終わりということですか」

　果たして、それは早かったのか、それとも、遅かったのだろうか。

　それだけが、気がかりだった。



　屋上に上がってみた。特に深い理由はない。

　ただ、見晴らしがよく、風の音以外には何も聞こえないほどに静かだった。

　遠くない場所に城の影が、遠くに巨木の影が、地上に落ちた星のように無数の灯あかりがあった。どこかにあるだろう喧けん騒そうも、ここまでは届かない。

　今まで気付かなかったが、何気なく見上げた空は随分と広い。

　これも、この街がおかしくなった影響なのか、街の灯りと同じぐらい星が多かった。

　空と街とを合わせて広がる夜景は美しく、一人で見るには少し、綺き麗れいすぎてさえいた。

　軽く跳躍し、屋上のフェンスの上に立つ。

　心なしか強くなった風を浴びながら、なびく髪をかき上げて目を閉じる。

　久しく味わっていない孤独だった。

　なんだかんだと、旅に出てからは誰だれかが傍にいたものだ。

　全すべてが私を迂う回かいして進んでいるような気がした。

　あるいは、何か、途方もない罠わなが待っているような、そんな、予感がした。

　だけど、待つしかない。

「……待て、しかし、希望せよ」

　昔読んだ本の一節が脳裏に浮かび、口をついて出た。

　皮肉のようにも聞こえる言葉だった。



　フェンスに腰を下ろして瞳ひとみを閉じる。

　音だけの世界に沈めば時間の感覚は消える。

　待つしかできないから、待っていた。

　事象がこの街に限定されている以上、待ちは有効な手段で、

　そして、

　どれぐらいか、事態は動いた。

　――アァオォォォォォ――

　目を開けると同時に、私は跳んだ。

　マンションの屋上から、近くの電柱に落ち、そのまま民家の屋根を駆けて行く。

　シロの遠とお吠ぼえが聞こえた。

　方角は南方、かなりの遠方からの声だろう。

　それさえわかれば居場所は突き止められる。



　一筋の矢のように駆け抜けて、私がたどり着いたのは、

　墓地だった。

　柵さくに囲まれ、無数の十字が立ち並ぶ、死の匂においに満ちた場所。

　星明かりすらもその場所を避けるように、ひどく、暗い。

　私は掌てのひらで顔を押さえた。

　何だ、この場所は、何な故ぜこんなに、臭くさい。

　染みついたような、腐りきったような、死の匂い。

「いますか、シロ」

　恐ろしく寒々しく、私の小さな声が響き渡った。

　だが、返事はない。

　私は墓の入り口に立ったまま目を閉じ耳を澄ます。

　墓地の奥から、ぴちゃぴちゃ、と、血の音が聞こえた。

「……まったく、どこのホラー映画ですか」

　軽口を叩たたき、嫌な予感を誤ご魔ま化かして、墓地に足を踏み入れた。

　湿った土が、柔く私の体重を受け止めて口の形を残す。

　足音はない。闇やみの中には影すらない。ぼうと白い十字だけが浮かび上がっている。

　見分けのつかない風景と、単調さと、刺激の少なさ、

　人の距離感を容易たやすく失わせる条件は見事に揃そろっていた。

　そう広いはずのない墓場が、妙に広く感じる。

　このまま、暗い土地が果てしなく広がっているかのような錯誤を覚える。

　振り返れば自分が残したはずの足跡もほとんど見えない。

　ふぅ、と、一つ息を吐ついた。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　何も、恐れる必要などない、ただの墓場だ。

　死んだ人間に何ができる。

　髪をかき上げ、一度目を閉じ、気持ちを切り替えて目を開ける。

　よし、目の前に広がっているのはただ暗いだけの墓場だ。

　私は血の匂いと音に誘われるように、足を動かした。

　冷静になってみれば、やはり墓場は小さなもので、ほどなく、反対側の柵が見えた。

　その手前に、

　叩き壊されたような十字の前に、

　夜目にも美しく、白銀の狼おおかみの姿が、あった。

「シロ……よかった」

　無事だったんですね、その言葉を、私は呑のみ込む。

　シロは私の気配にも声にも気付いている様子はなかった。

　何か、そう、大きな獣のようなものを、一心不乱に貪むさぼっていた。

　血の音と、匂においは、そこから出ているものだった。

『飢え』

　シロを苛さいなんでいたもの。

『食事』

　それを癒いやすもの。

　一歩、私が歩み寄る。

　シロは気付かない。

　三歩、私が歩み寄る。

　シロは気付かない。

　五歩、私は歩み寄る。

　シロは気付かない。

　貪るそれが、なんであるか判明するほど近付いても、

　シロは、私に気付かない。

「あなたは、一体……どうして」

　そんなものを、食べているんですか。

　それは、人の形をしていた。

「――ッ」恐怖する。

　私が知らない、獣としての、シロの姿に、

　だがそれ以上に、シロをそうしてしまった、飢え、そのものにだ。

　――先手を打って、あの狼を殺してしまえばいい――

『月の御者』の言葉が、現実性を帯びる。

　飢えが、シロを殺していく。

　飢えが、シロを『化け物』に戻す。

「シロっ！」

　叫びに、ぴたりと、シロの動きが止まり。

　ゆっくりと、こちらを向いた。

『月の御者』を食い殺した、その瞬間と、同じ瞳ひとみをしていた。

「……あ、ああ、さ、咲、希、か？」

「私が、わかりますか」

「ああ、あ、あ、わか、る、君は、」

　狂気から、正気に戻ろうとしていた。

　安あん堵どするべき、そのシーンに、私は、絶句した。

　シロが貪むさぼっていた、何かが、ごろりと、転がり、

　陰になっていて見えなかった、顔が見えた。

　腹を食い破られた、その体、

　青白く染まった、その顔は、



　なぜ、ここに、いるのか。



　なぜ、ここで、こんなことが、起きているのか。



　なぜ……



　ヴェルザンディが、死んで、いるのか。



　死美人。

　咲き誇る隠花植物という矛盾したイメージ。

　畏い怖ふすら覚えるほどに美しく青く。

『運命の女神』は微笑ほほえみさえ浮かべ死んでいた。

　脳が許容量を超えたのか、どんな言葉も浮かんでこない。

　ヴェルザンディの死に顔だけが、焼きついて、微笑んで、

「咲さ希き……」

　言葉を、

「咲希、これが、本質」

　青白い顔で、

「『運命』には誰だれも逆らえない。『月つき喰くい』は運命に押し流されて過去に目覚める。塚つか木ぎ咲希は運命に敗北し絶望する」

　くすくす、くすくす、くすくす、くすくす、

「愛では、何も救えない」

　勝ち誇ったように、



　笑っている。



　平衡感覚が消失し、ふわりと、意識が、闇やみに落ちた。



「――笑うなああああああああ！」咆ほう哮こうと共に、意識が戻った。

　シーツを撥はね除のけて、ベッドから上体を起こしていた。

　ここはサキのマンションだ。制服姿のままでベッドに寝かされている。カーテンは開いている。切り刻まれた写真がそこら中にまかれている。今は朝で、全身にぐっしょりと汗をかいている――矢継ぎ早に現状を認識する。

　……これは、まさか、

「夢？」

「ではないよ」

　呆あきれ顔で、シロが言った。

　ベッドの傍に当たり前のような顔をしてシロが伏せていた。

　今の今まで眠っていたのか、一つ大きな欠伸あくびをし全身を伸ばす。

　何事もなかったかのように、あまりにも平然とした態度だった。

　いつもどおりといえば、いつもどおりのような気がしないでもない。

「私は確かにあの女神を食い殺した」

「そうですか」ならばどこまでが現実だったのか。

　私は一つ息を吐いて、汗で額に張りついた髪をはがす。

　シャワーを浴びよう。そう思って、立ち上がり、ふと気付く、

「シロ、正気に戻ったんですね」

「迷惑をかけたが、何とかね」鼻から息を吐きながら、肩をすくめる。「あの女神を食い殺して以来、飢えがぴたりとおさまった」

「……ひとまず、安心というところですか」

「ああ、もう大丈夫だ」首を伸ばして、私を見上げて答えた。

「なら、よかったです」

　私は伸びたシロの首に手を伸ばし、上半身を曲げて、

「おかえりなさい」

　シロに軽い口付けをした。

「咲さ希き……」くしゃりと、顔を歪ゆがめた。「少し汗臭くさいな」

「……バーカ」

　五秒ほど、思い切りシロの耳を引っ張ってやった。

　かなり痛いはずなのに、シロは笑っていた。

　私も笑っていた。

　まだサキも赤い狼おおかみも蝶々ちようちようもいるけれど、一番得体の知れない女神は死んだ。

　シロも戻ってきた。

　何も心配はいらない。

　はずなのに、

　なぜか、ヴェルザンディの死に顔が、

　あのおぞましい笑顔が、頭から離れない。



　ありとあらゆるものが唐突に始まったように、

　ありとあらゆるものは唐突に終わるのか――

　冷たい予感が、離れない。



    

  
    
      



    

  
    
      




第四章　恋心は散る





　気がつくと子どもになっていた。

　自分でも意味がわからない。

　でも、子どもに戻り、どこかの街にいた。

　アスファルトで舗装された人ひと気けのない昼間の道路の上に、あたしは立っていた。

　十歳ぐらいの身長と体つきだった、視点の低さに、妙に、戸惑った。

　すっ、と、左目を押さえる。

　体は幼くなっていたけれど、抉えぐれて失った眼球はそのままだった。

　次にポケットを探った、二本のナイフはそこにあった。

　何が起きた？

　その疑問に答えるように、

「ここは、君の記憶の中だ。ボクが連れてきた」

　赤い狼おおかみがさらりと言った。

　思い出す、炎ほのおと変じた狼を。

　思い出す、炎に呑のみ込まれた己を。

　思い出す、この赤い狼の記憶を。

　信じられないと思うことすら馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　その狼の声はすれど姿は見えず、あたしはきょろきょろと周囲を見て捜す。

「ここだよ、ここだ」

「だからどこ……って」

　いた。背後、随分と高く感じる塀の上に座り込んでいた。

「……縮んだ？」

「随分」

　鮮やかな赤はそのままに、子犬ぐらいのサイズになっていた。

　ぽかん、とするあたしめがけて、赤い狼が跳んで、落ちてくる。

　反射的に手を伸ばして受け止めようとするが、幼くなった体は上う手まい具合には動いてくれなかった。

　両手を差し出したあたしの頭上に、ちょこんと赤い狼は乗った。

　子犬程度なのに、妙に重く感じた。

「おい」げんなりと呟つぶやく。

　何が楽しいのか、赤い狼おおかみはあたしの頭上で、ぱふぱふと両手で髪を叩たたいている。

「ふんふんふーん」

　鼻歌まで歌ってやがった。

「覗のぞき見趣味まであるのかよ、おまえ」皮肉のつもりで言った。

「勿もち論ろんだ。いいかね、虫を分解するのも、両親の馴なれ初そめを問うのも、隣家に住む年上の女性の風ふ呂ろを覗くのも、おおよそ少年の行動原理としてはただ一つ、好奇心を満たすがためだとも」

「どこからつっこもうか凄すごく迷うんだけど」

「一つも触れないか、全すべてに触れるか、どちらかを薦めるね」

　くつくつと、赤い狼が笑い、

「さて、それでは喪失と追憶と試練を始めよう――ボクの愛いとしき、ただの人間よ」

　宣言する。

　宣言と共に、現れる。

　一人の少女が現れる。

　夏なつ目め彩あや。いろどり、という名前のわりに地味な女の子だった。

　覚えている。小さなあたしたちは、小さな公園で、小さな犬を飼っていた。

　忘れてしまった。それがどんな犬だったかを。

　少なくとも、赤い子犬ではなかった。でもどんな子犬かわからないから、その犬には色がなかった。

　その犬は、斧おのか何かで首を切り落とされて死んでいた。

　そして、奇妙なことに、幼おさな馴な染じみの顔も、黒で塗り潰つぶされて、口の代わりのように一筋ナイフで切り込んだような隙すき間まがあっただけだった。

「――ちゃん」幼馴染みがあたしの名前を呼んだ。

　はずだったのに、

　その声は、もはや奇怪な合成音にしか聞こえない。

　これが幼馴染みだと理解できるのに、幼馴染みだと思い出せない。

「それは――」頭の上で、赤い狼が告げる。「君にとって、価値のないものだから」

「違う！」あたしは否定していた。「あたしはあの子のために魔法を手に入れたんだ！　あの子が傷つけられたから、あの子を守れなかったから――」

　身勝手な、復ふく讐しゆうのために。

　そのはずだった。

　そのはずだったのに、どうして、あたしは、自分の言葉に、

　自信が持てない。

「君は死んだ犬に命の儚はかなさを見た」

　顔を塗り潰つぶされた彩あやが、あたしの前に、色のない、首のない子犬の骸むくろを差し出した。

　幼い体が震えるのを抑えることもできず、あたしは、その骸に手を伸ばして、

「――ちゃんはずっと、疑っていたよね」

　砂すな嵐あらしが発するような声に、手が、止まる。

「あの犬の首を切り落としたのは、ひょっとして、わたしじゃないのか――って」

　息を呑のんだ。

　体の震えが大きくなった。怯おびえるようにあたしは下がり、コンクリートの塀に当たって、体がずり落ち、へたり込む。

　歯の根がかちかちと鳴っていた。

「君は問わなかった。ただ静かに、その疑問を飲み込んだ」

　彩が骸を持って、一歩の距離を詰める。

　あたしはぶんぶんと首を振る。

「その瞬間に」頭の上に器用にしがみついたまま、赤い狼おおかみは言う。「君は、はじめて主人を手に入れた」

「違う！」あたしは、あたしの意思で、あの子のために――

「君の人生に君自身の意思なんてなかった。どこにもだ、どこにもなかった」

　いっそ穏やかで、いっそ優しい声は槍やりのように心を貫く。

「奴隷だ。望んで自分の運命を誰だれかに譲り渡した。無自覚な、生まれついての奴隷だ」

　あたしはポケットに手を入れた。

　そこにある鉄の冷たさを探していた。

　掴つかんで、迷いなく取り出し、ブレードを起こし、

「その牙きばすら、与えられたものだ！」

　指先が、凍りついたように動かなくなった。

「誰かに望まれるまま、誰かに望まれた役割をこなしてきただけだ。夏なつ目め彩は保護者を必要としていたから君は保護者の役割を演じていた。従順なる保護者だ」

　やめろ！

　左目が痛い、左目が痛い、失われた左目が痛い。

　もうないはずの眼球が涙を流す。赤い血を涙のように流し、白い包帯を汚していく。

「そして」

　赤い狼の言葉で、風景が歪ゆがんでいく。

「君は手に入れた」

　時間の針が早回しされるように、

　幼い体が成長する。

　髪に茶色が混ざる、私服が黒い制服に変わる、胸が膨らみ、手足が伸びて、顔立ちは鋭さを増す。

「理想の主人を」

　舞台は、故郷の、学校。

　入学式の日、校舎裏に一本だけある、桜の木の下。

「塚つか木ぎ咲さ希きという漆黒を」

　あいつが立っている。

　舞い散る花びらの中に塚木咲希が立っている。

　夜色の髪をなびかせて、薄く赤い唇を歪ゆがめて、寒気がするぐらい綺き麗れいに微笑ほほえんでいた。

　青白い月のようで、研ぎ澄ました剣のようで、

　あるいは光のない闇やみのようだった。

　風の冷たささえ、覚えていた。

　何もかもを、あまりにも明めい瞭りように覚えていた。

　赤い狼おおかみの言葉を借りるならば、あたしにとって意味があったからこそ、覚えているのか。

「君は、たった一度、彼女の微笑みに――」

　心を奪われた。

「同時にわかっていた」記憶の中の塚木咲希が、口を開く。「私はあなたを見てもいないことを、私は誰だれのことも見てはいないことを」

　花びらの中で、塚木咲希がゆっくりと、髪をかき上げる。

　桜色の中でふわりと流れた黒い髪は、彼女が幻想の世界に生きる何かなのではないかと思わせるぐらいに、妖あやしく、誘うように、深い。

　あたしの手には未いまだにナイフがあったが、それが何の意味もないことをわかっていた。

　塚木咲希は無造作に近付いてくるが、あたしには何もできなかった。

　校舎裏の土草を踏みながら、優雅なほどにまっすぐに、優美なほどに髪を揺らし、残酷なほどに冷えた笑みを浮かべて、あたしの前に立つ。

「あなたはずっと、私にこうされたかった」

　雪細工のような右手が左の頬ほおに触れ、氷細工のような左手があたしの腰に回される。

　塚木咲希はほとんど力を込めず、あたしを抱き寄せた。

　その背中を刺そうと思えば、簡単にできたはずなのに、あたしの両手はナイフを地に捨てて、

　吸い込まれるように、その胸の中に、落ちていく。

　見通すことを許さぬ深しん淵えんを湛たたえた黒の相そう貌ぼうに、あたしの顔が映っていた。

　恍こう惚こつと恐怖と、紛れもない、歓喜。

「やめ、ろ」

「口だけの拒絶に、何の意味があるんですか」塚木咲希は嘲あざ笑わらう。

「うるさ――」

　すぐ傍に、吐息を感じるほどの近くに、彫像の美び貌ぼうがあった。

「ここでは」塚つか木ぎ咲さ希きの声が聞こえる。「あなたは嘘うそをつけない」

　そのまま、彼女は唇を寄せた。

　口付けは甘かった。

　幸福を煮詰めたジャムのように、脳髄が溶けるほどに、甘く。

　靄もやがかかったように、意識が、けぶる。

「理解したようだね」赤い狼おおかみの声がした。

　ずっと頭の上にいたのに、忘れていた、気付かなかった。

　理由は、簡単だ。ずっと、塚木咲希だけを見ていたから。

「敵を望む塚木咲希のために、君は敵になった」

　ポーズ。

　舞い散る桜が、長い黒髪が、塚木咲希が、動きを止める。

「報われない、献身だ」

　声はあくまでも、優しかった。

「黙れ……よ」

　あたしの声は刺とげ々とげしいくせに、滑こつ稽けいなぐらいに弱々しい。

　赤い狼が、全すべてを受け入れるように頭の上で頷うなずき、

　再び、時計の針が加速する。



　甘美な、長い痺しびれが消えて、あたしは次の舞台を目にする。

　故郷の街と、隣接する森の丁度狭間はざまにある、小さな空き地だった。

　喪失は夏なつ目め彩あやに、

　追憶は塚木咲希に、

　そして、試練は、

　あたしが魔法を伝えられた、名前も知らない、魔法使いだった。

　喫茶の屋台、顔を隠すサングラスに、ショッキングピンクのバンダナとエプロン――とても魔法使いに見えない、ふざけた姿。にやにやと、口元だけの笑みを浮かべている。

　あたしの胸には『シーゲル』の傷が刻まれ、取り落としたはずのナイフが手の中にあり、赤い狼は頭の上にしがみついたままだ。

「さあ、蝶々ちようちよう。惨めな奴隷、主人たる塚木咲希のために、この男を乗り越えたまえ」

　ナイフを握る手に力がこもる。体が自然と身構える。

　悠々と、魔法使いは構えもせずに両手を広げてあたしを待っている。

「僕の唯一の弟子」魔法使いが笑いの混ざった声で告げる。「僕に与えられた仮かり初そめの力を、真実自分の力にしてみたまえ」

　自覚と超越。

　それが必要だと、そういうことなのか、赤い狼おおかみ。

　あたしを保ったまま塚つか木ぎ咲さ希きの前に立てる程度に成長しろと、言いたいのか。

「そうだ」魔法使いが、赤い狼が、同時に言い、

　あたしは駆けた。

　ナイフを捨て、拳こぶしを握り、声も限りに咆ほう哮こうし、地を蹴けって突き進む。

　サングラスの奥で、魔法使いが少し驚いたような顔をする。

「師匠」あたしは叫ぶ。「あんたには一つだけ言いたいことがある！」

　空気を直接振動させるような裂れつ帛ぱくの叫びと共に、拳を振り上げ、

「黙れ、この馬ば鹿か野郎！」

　力の限り、顔面に叩たたき込む。

　ぐしゃりと、音が二つ。

　サングラスごと魔法使いの鼻が叩き折れる音と、思い切り殴りすぎてあたしの拳がぶち壊れる音だった。

　ぐらりと、魔法使いの体が倒れていく。

　にやにやと笑いながら、魔法使いは地面に倒れて、

「お見事、さすがは僕の弟子……ただ、どう数えても一つじゃなくて二つ言われてるな」

　幻のように消えた。

　うわ、もう一発ぶん殴るべきだった。

　すっきりしないにもほどがある。

「ハハッ、おいおい、なかなかやるじゃないか、さすがだよ！」ぱしぱしと、赤い狼があたしの頭を叩く。

　なにがそこまでおかしかったのか、頭の上から転げ落ちてしまいそうなぐらいに笑っていた。

　あたしは憮ぶ然ぜんとして、赤い狼の首根っこを掴つかんで持ち上げた。

「おい」

　自分の目の高さで手を止めて、睨にらみつける。

「おまえには言いたいことが山ほどあるぞ、この犬っころ！　ぐだぐだぐうるさい黙れ、いい加減にしろ！　誰だれが生まれついての奴隷だふざけんな！　あたしが塚木咲希に心を奪われただって、ああそうだよ、半分正解だ、悪いか！　あんな馬鹿で馬鹿で馬鹿で馬鹿で馬鹿で救いようがない自意識過剰の餓鬼が気になってしょうがない、でもな、同じぐらい嫌いなんだよ、あたしはあいつが気に入らない、気に入らないから殴り飛ばしてやりたいだけだ！」

　びしり、と人差し指を鼻先に突きつける。

「うるさい、黙れ、あたしが誰だれをどう思おうと、あたしの勝手だ！」

　一息に全すべてを言い終えて荒らげた呼吸を整えていると、赤い狼おおかみは急に真顔になった。

「やれやれ、開き直っただけじゃないか」

「悪いか」

「いいや」器用に空中でつままれたまま、首を振り、肩をすくめる。「とてもいいね、とてもだ」

「ああ、そうかよ」

　舌打ちを一つして、背中越しにぽいと赤い狼を放ほうり投げる。

　ぽすっ、と、軽く着地する音がした。まあ、あの程度で怪け我がするとは思ってないけど少しも慌てた感じがなかったのは、それはそれでしゃくだ。

　案の定、というか、赤い狼は悪びれた様子もなく、子犬そのものの軽い足取りであたしの隣まで駆け寄ってきた。

「調子が出てきたじゃないか」

「……あんたのおかげでね」認めたくないけど。

「よろしい、では、現実へと戻ろうかお姫さま」

　ハハッ、ともう一度赤い狼が笑う。

「この小さい体にも飽きてきたころだ」

「いや、そっちのが可愛かわいいからそのままでいろよ」冗談めかしてあたしは言った。

「地味に無理難題をふっかけてくれるな」

　可愛らしい子犬の顔が、おかしそうに歪ゆがむ。

　ま、これぐらいの嫌がらせは許されるだろう。



　うってかわって、現実に戻ってからは絶好調だった。

　二百メートル走っただけで立てなくなるようなこともない――どころか、地獄の底まで走っていけそうだ。

　とりあえず、ホテルから駅前の広場まで走った。早朝のためか、人影はほとんどなく、あたしと同じくジョギングしている人間と人間以外ぐらいしかいなかった。

　空を昇り始めたばかりの太陽と、清すが々すがしいとさえ感じる冷たい風、久方ぶりに、人間に戻ったような気分がした。

「調子はよいみたいだね」

　一足先に、広場まで向かっていた赤い狼が出迎えて言う。

　残念ながら、もう子犬じゃない。あたしが乗っても平気なぐらいに立派な狼だ。

「まあね」

　あたしは答えて、手近なベンチに腰を下ろした。

　汗を吸ったジャージの重ささえ、今は心地よく感じる。さすがに、汗を吸った包帯のほうは気持ち悪いので、戻ってシャワーを浴びたら取り替えよう。

　ふぅ、と息を吐ついて、タオルで汗を拭ふいた。

「悪くない。今すぐにでもあいつを殴りに行きたい気分だよ」

「止めはしない、いや、それを薦めてもいいね。はっきりと言えば、その状態も長くは続かないだろうから」

「ん？」あたしは赤い狼おおかみを見た。「どゆこと？」

「そのままの意味だ。いつか言っただろう、蝋ろう燭そくと同じだと。最後の瞬間に大きな炎ほのおになり、それで終わりだと。ボクはそれを少しばかり早めて、少しばかり体の調子を整えたに過ぎない。要するに焼畑農業だ」

「あたしさ」ベンチの背もたれに体を預けて、空を見上げた。

　日の光が眩まぶしくて、目を細めて、それでも、光を見上げた。

「死ぬの？」

「死ぬね」

「そっか、ま、しょうがないか」

「まったくだ」うんうんと頷うなずき、思い出したように途中で首を振った。「いや、そんなに簡単に諦あきらめられると困るのだが」

「いや、それこそおまえが言うなよ」あっさり、死ぬ、と言い放っておいて。

　赤い狼はくつくつと笑って、肩をすくめる。

「死なせないよ」

「なんでさ」

「君と生きていたいから」

「馬ば鹿かじゃないの」

「愛ゆえの献身と言って欲しいね」

「絶対、やだ」

「やれやれ、塚つか木ぎ咲さ希きに向ける愛情の半分でいいからボクに向けて欲しいものだ」

「おまえ、さ」あたしは赤い狼に顔を向けて、とびっきりの顔で微笑ほほえんでやる。ジャージ姿だし、左目はなくなっているけれど、それでも、ちょっとした可愛かわいい笑顔だ。

　赤い狼の眼まな差ざしがあたしに固定されて、あたしは赤い狼の頬ほおに手を伸ばして、

「いいかげん、その愛云うん々ぬんやめろ」

　思い切りつねってやる。

　かなり痛いはずだと思うのだが、赤い狼は表情一つ変えずに、ふっ、と鼻で笑った。

　自説を曲げる気はこれっぽっちもないと言っているように思った。

「ったく」あたしは乱暴に手を離す。「あんたさ、あたしのことが……その、好き、なんだろ、何度も言ってたし」

「無論だよ、ボクの思いはまさしく愛、むしろ純愛と言いたいぐらいだ。同じ部屋に泊まって何もしないなんて、どれだけ紳士なのか」

「うん、まあ、後半は聞かなかったことにしてやるよ。そのわりに、あたしがあいつのことを好きだって言い張るのは理屈が通らないだろ」

「ふっ、君もまだまだ疎いな」

　言いながら、大おお袈げ裟さに肩をすくめる。

「恋する少女は常に美しい、故に、塚つか木ぎ咲さ希きに恋する君はこの世で最も美しく、ボクの心を捉とらえて離さない」

「百点満点中二点、それもマイナス」

「低いな！」

「今時少女漫画にもいないぞ、そんな台詞せりふ吐く奴やつ」

　くすくすと笑いながら、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなったあたしは立ち上がり、進む。

　ホテルまで走って戻ろうと思ったけれど、すぐに足を止めた。

　赤い狼おおかみには、あたしの背中が見えていた。

　顔は、見えなかった。

「……ありがと、助かった」

「どういたしまして」

　初めて、お礼を言ったような気がする。

　だからか、赤い狼の返答は、奇妙に神妙で、

　内側に隠れた、絶望に似た悲しみに気付いて、締めつけられるみたいに、胸が痛んだ。



　ホテルに戻り、たっぷりの朝食の後、あたしは部屋のシャワーで汗を流した。

　左目の包帯を外して、体にバスタオルを巻いて、シャワーから出る。

　着替えと新しい包帯はベッドの上に置いてあった。赤い狼は礼儀正しく視線を逸そらし、面白くもなんともなさそうにテレビを眺めていた。

　ぽすんと、ベッドに腰掛ける。スプリングが弾んで体が少し上下に揺れて、髪に残っていた水滴がシーツの上に落ちる。

「あのさ」あたしは赤い狼に向けて言う。「こっち向いていいよ」

「うん？」狼は器用にリモコンを操作してテレビを消し、こちらを向き、

　少し悲しそうに、その赤い目を細めた。

　多分、あたしが同じタイミングでバスタオルを外したからだと思う。

　赤い狼の眼前にさらけ出された体は、傷だらけで、

　どんなに言葉を飾っても、美しいとは、いえなかった。

　何より、そう、空っぽの左目は、寒気がするほどにおぞましく、痛々しい。

「ひどいものだね」赤い狼おおかみが言う。

「そだね」あたしは頷うなずいた。

「ボクは好きだよ、君の体」

「体だけ？」

「無論、それ以外も」

「百点満点中二点、今度はプラス」

「高得点だ」苦笑混じりに言った。

「あんたが正直だってわかったからね」

　柔く微笑ほほえんで、手招きをする。赤い狼がベッドに上がる。あたしの隣に並ぶ。

　あたしは何も言わずに、もたれかかって体を預けて、目を閉じた。

　赤い毛並みは硬くて柔らかく、何より――温かい。

「ボクはね」静かに、狼は語る。「本来なら、存在しないはずの命だ」

「……いるじゃん、あんた」

「ここにいるボクは、ただの『可能性』だ。もっと言えば、この街の現状も、全すべて『可能性』の現出に過ぎない」

　言葉は、続く。

「『あり得たかもしれぬもの』であり同時に『ありえなかったもの』――『運命』の女神によって呼び出された屍しかばねの群れ。その一つが、ボクだ」



「ボクは死ぬために、この世界にいたんだ」



　少しの感情も見せずに、そう告げた。

「生いけ贄にえなんだよ、兄弟のための」

　あたしは目を開けた。すぐ近くに狼の顔があった。声と同じように、どこか遠く、静かで、感情は見えなかった。

「ボクは生きていたい」

「うん」

「君の隣にいたい」

「うん」

「君の隣で、生きていても、いいかな？」

「一個だけ、あたしの質問に答えてくれるなら」

　赤い狼があたしを見た。目が合って、瞳ひとみの中に互いを映し合った。

　どうしてだろう、赤い狼おおかみの顔が、今にも泣き出す子どものように見えた。

「名前、教えて」

「スコル。意味するところは『轟ごう音おんと共に迫る者』」

　スコル、口の中で、呟つぶやいた。

「変な名前」

「なんだったら、君が名付けても構わないさ、兄弟のようにね」

　そして、いつものように、皮肉っぽく笑った。

　なぜか、たった一つ残った右目から、涙が零こぼれた。

　見られたくなくて、あたしはスコルの首筋に顔を埋めた。

　スコルは何も言わず、あたしが泣き止やむまで、そうしてくれた。



　泣き止んで、包帯を巻き着替えをし、スコルと一緒にロビーに下り、そこらに用意されている椅い子すに腰掛けて、人を待った。

　塚つか木ぎサキ。

　塚木咲さ希きに似て非なる存在、部屋から出る前に電話をかけて呼び出しておいた。

　スコルがチェックアウトの手続きを終えてしばし、彼女はやってきた。

　黒髪をなびかせながら優雅にエントランスをくぐり、周囲を見渡し、あたしたちを見つけ、そのまま、こちらに足を向ける。



    

  
    
      



    

  
    
      　ただ歩いているだけの姿なのに、奇妙なぐらいさまになっていて、目を、惹きつける。

「おはようございます」

　彼女は冷然とした儀礼的な笑みと一緒に告げ、あたしの正面の椅い子すに腰掛け、すらりとした足を見せつけるように組む。

「私に話がある、ということでしたが」

「協力してくれ」あたしは言った。「塚つか木ぎ咲さ希きと戦いたい。これで最後だ」

　あいつに似て非なる笑顔で、サキは頷うなずいた。

「勿もち論ろん、丁度、こちらも準備が整っています」

　ですが、と、サキは自分の唇に人差し指を押しつけた。

「その前に一つ、ご報告があります」ちら、とスコルに視線を向ける。「あなたにも」

　あたしとスコルの視線が集まるのを確認し、サキは言った。

「ヴェルザンディがシロに食い殺されました」

　冗談だと思った。

「馬ば鹿かな……」スコルすら愕がく然ぜんと呟つぶやく。「ありえない。彼女が死んだだって」

　一段、サキの笑みが冷たさを増し、深さを増した。

「そう不思議でもありません。ヴェルザンディは『可能性』を具現化するために、力のほとんどを使い尽くしていましたからね。逃げきれなかったのでしょう」

　極めて淡々とした、冷静を通り越して冷酷さすら感じられる口調は、塚木咲希の顔によく似合っていたけれど、何か、喉のどの奥に刺さった小骨のような違和感もあった。

「あんたさ、妙に落ち着いてるな」

　こうなることを、予想していたように。

「何も変わりませんよ。そのために私がいるんです」

　くすくすと、口元に手を添え、声を出して笑う。

　上品でありながらナイフのように鋭く、端整な仕草で、少し前のあたしだったら、見み惚ほれていたか、あるいは、襲いかかっていたかもしれない。

「私がヴェルザンディの為なすべきだった役割を代行するだけです」

　嘘うそだ。確信に近い強さでそう思う。

　建前はそうなのかもしれない、だけど、こいつは絶対に自分のために動いている。

　余裕に満ちたサキの態度、堂々たる裏切り者の姿。

　いっそ、惚ほれ惚ぼれするほどに見事だった。

「好きにしろよ。あたしは余計な邪魔なしで塚木咲希と戦えるならそれでいい」

　ヴェルザンディの望みも、こいつの望みも、どうでもいい。

　なにを企たくらんでいようと、関係ないし、興味もない。

「勿もち論ろん、邪魔などしません。私はごく個人的な願いのために動いているに過ぎません」

　頬ほお杖づえをつき、片唇だけを吊つり上げて、挑発的な笑顔をつくった。

「私は愛いとしいシロと一緒に過ごしたいだけなんです。時の果てまで二人で過ごせればそれでいい、他ほかに何が、必要だというのでしょうか」

「三人で仲良くしろよ、自分同士だろ」皮肉の混ざった冗談、しかし、

「そうもいかない事情があるんですよ」

　サキは真顔で首を振った。あたしは首を傾かしげたが、それ以上は問わなかった。

　向こうも、その気配を察し、話を進めた。

「既に、『私』の方には話をしてありますが――」

　そして、場所と時間が告げられ、

　決着の時間が、やってくる。



　時刻は夜。街の東にある丘を利用した公園――から、少し外れた位置にある広場が指定された場所。

　あたしとスコルは、広場へ続く長い石段を上っていた。

　妙に月の大きい夜だった。

　ぽっかりと、切り取られたような空に、丸い月が浮かんでいた。

　広場が近付くにつれ、足元からせり上がるように、あいつの姿が見えてきた。

　何もない石の広場、、周囲を囲むように並ぶ枯木、

　その中央で、

　月の光を浴びて、冷たい夜風に身をさらし、黒い髪をなびかせて、

　形を持つ影のように、塚つか木ぎ咲さ希きが立っている。

　騎士のように、その傍に白銀の狼おおかみは控え、二人は一対の凍りついた絵のようだった。

　左目の傷が疼うずく、胸の刻印が燃える、全身に力が満ちる。

　強く、拳こぶしを握り、あたしは塚木咲希の前に立つ。

　ひどく、静かだった。

　今にも跳びかかってしまいたいあたしと、それを見ているあたしがいるようだった。

　数メートルの距離を置いて、対たい峙じする。

「あなた、少し変わりましたか」凍りついた花の笑みを浮かべて、塚木咲希が言った。

「別に、何も変わっちゃいないさ」軽く答え、左目の包帯を撫なでた。

　一瞬だけ隠した顔、その奥から、密ひそやかな笑みが浮かぶ。

「そうですか」何かを理解したように、塚木咲希は頷うなずいた。

　互いに狼をその場に残し、一歩、前に出た。

　塚木咲希の白い手が左の袖そで口ぐちに添えられる。

　あたしはポケットの中から二本のナイフを取り出す。

「『弦げん月げつの影』よ」

「『シーゲル』よ」

　互いに宣言する。

　塚つか木ぎ咲さ希きの手に黒の鞭むちが握られる。

　あたしのナイフが炎ほのおに包まれる。

「では、始めましょうか」

　言葉と同時に、白い手が鞭を振るった。

　静かな夜に響き渡る、空気を切り裂く怜れい悧りな音。

　美しいほどに鋭く描かれた弧を掻かい潜くぐるように、身を低めて、あたしが駆けた。

　白銀と赤、二色の狼おおかみが見守る中で、あたしたちの戦いが、始まった。

　鞭の一いつ閃せんを掻い潜り、あたしが迫る。

　塚木咲希は即座に鞭を引き戻すと同時に、戻る鞭で背後から打ち据えようとする。

　見えないそれを、空気の動きで感じ、あたしは地面を踏みきり、前方へ跳躍した。

　一瞬前まであたしが立っていた地面を打ち砕き、破片を散らす。

　獣のように宙を跳び、ただ速さだけを求めて肉薄する。

　ナイフの間合いまで詰め、前のめりに右の切り払いを繰り出し胴を薙なぐ。

　一歩下がり、塚木咲希はそれを回避しようとする。

「おいおい、寝ね惚ぼけたのか」

　切っ先を包む炎を、伸ばす。ナイフが炎の剣と化す。何度も見せた技だ。

　たかが一歩分の距離、労せず埋まる。

「冗談でしょう」

　呟つぶやくと同時に、塚木咲希は上体を反そらし地を蹴けった。

　体操選手顔負けの動きでトンボを切り、炎の上を行った。

　上下逆さまに跳びながら、黒い鞭を振る。

　獲物を狙ねらう蛇のような正確さで迫る黒い鞭。

　追撃にとっておいた左の斬ざん撃げきで、あたしはそれを受ける。

　塚木咲希が着地する。鞭がナイフに絡む。

　互いの間で、ぴん、と黒い鞭が張った。

　相手の体勢を崩そうと、両側からの力が引き合っていた。

　塚木咲希は笑っていた。

　あたしもまた、笑っていた。

「素晴らしい」薄い笑みに喜悦の色を混ぜ、塚木咲希が呟く。「何がありました、いいえ、何かありましたね、動きがいい、迷いがありません、そのくせ、自制を保っている」

「知ってるか、あたしはさ、あんたが大嫌いなんだよ」

「知ってますよ」

　己の笑みが震える、心が昂たかぶるのがわかる。

「知ってるか、あたしはさ、あんたを殺してやりたくてたまらないんだよ」

「知ってますよ」

　殺し合うこの時間が、掛け替えのない時間のように思える。

「じゃあ、これも知ってるだろ」

　張り詰めた鞭むちがぎりぎりと音を立てる。鞭に絡んだナイフがぎりぎりと軋きしむ。

　叫ばずにはいられない。

「あたしさ、おまえのこと好きだったんだよ！」

　塚つか木ぎ咲さ希きが、鞭を手放した。

　当然、あたしの体勢は崩れて、前につんのめる。

　転倒を避けるために、体のバランスを取ったほんの一瞬、視界から黒い姿が消えて、

　次の一瞬で、

　目の前にいた。

　吐息すらも届きそうなほどの近く。

　鼓動すらも聞こえそうなほどの近く。

　端整な氷のような顔を左右非対称に歪ゆがめて、

　ひどく暴力的で獣的な笑みを浮かべて、

　構えも体重移動もなにもなく振り上げた拳こぶしを、体全部使って、

　叩たたき込んだ。

　肋ろつ骨こつが五、六本まとめて砕けるのを自覚しながら、あたしの体は浮き、吹き飛ばされ、地面に叩きつけられて、三度バウンドした。

　一緒に内臓もやられたのか、胃の中が血でいっぱいで、あっという間に喉のどを遡さかのぼり、口から零こぼれ、地面を赤黒く濡ぬらす。

　塚木咲希が声を上げて笑っていた。

　あいつは額に手を当て、顎あごを上げ、喜悦と愉悦を混ぜた瞳ひとみであたしを見下ろしている。

「それこそ、随分前から知っていますよ」

　笑いながら、そう言った。

　何か言い返そうと思ったのだが、咳せきと一緒に血を吐いただけだった。

　塚木咲希が額に当てた手を下ろし、両腕を広げて優雅に石の地面を歩く。

　忘れるほどに美しく髪を揺らしながら、一歩一歩、近付く姿を見詰め、

　あたしは立ち上がる。

「あたしは随分最近知ったんだけどな、まさに知らぬは本人ばかりなり、ってか」

「全然違いますよ」

「そっか、違うか、やばいなあ、現代国語の期末テスト」

　まともに考えれば病院に直行だろう。

　けれど、これが最後だ。

　行くところまで行こうじゃないか。

　愛の代わりに暴力があって、愛あい撫ぶの代わりに拳こぶしがあって、

　褥しとねの上より屍しかばねの上での睦むつみ合いこそが、あたしたちには相応ふさわしい。

　転倒の拍子に落ちたナイフを爪つま先さきで蹴けり上げて、両手に、掴つかむ。

　まだ折れていない。あたしの何も折れていない。

　内臓の燃えるような痛みも、無視できる。

　塚つか木ぎ咲さ希きはいつもの笑みを浮かべている、凍りついた湖のような静かの笑み。

　だがわかる。

　あいつは喜んでいる。あいつが喜んでいるから、あたしも喜んでいる。

「『シーゲル』」血と一緒に言葉を吐き出す。「くれてやる、おまえに、あたしの時間を片端からくれてやる。全部燃やせ」

　制服の内側で、胸の傷が燃える。

　赤い炎ほのおが血を燃やす、赤い炎が心臓を燃やす、赤い炎が肌を燃やす、

　服を焼かず、包帯を焼かず、あたしだけを焼く。

　自分の体が魔法に染まり、魔法そのものに変わっていく。

　赤い炎を、身の外に、身の内に、纏まとう。

　赤い蝶ちようのように、炎の蝶のように、命を燃やす。

　他ほかに何もいらない。あたしを見守るスコルの顔を振り払い、力を求める。

　塚木咲希、お前が嫌いで、お前が好きだ。

　この矛盾を、

「おまえを殺す」言葉に、込める。

「やってみなさい、赤い蝶」

　塚木咲希が平手を軽く振るう、その手に投げ捨てられた鞭むちが飛び込んでくる。

　自らの周囲を回るように、鞭が螺ら旋せんを描く。

　罠わなのように、あたしを待つ。

　右のナイフは順手に握り、左のナイフは逆手に握る。

　左のナイフを前に構えて、右のナイフを後ろに構える。

　体をたわめて、駆け出すためをつくる。

　思えばずっと、塚木咲希を追いかけてきた。

　たった一人、狼おおかみと出会っては二人、ずっと、遠くからあたしを見ていた塚木咲希が、

　目の前にいる。

「……楽しいな」

　黒く冷たく佇たたずむ氷の姿が、とても、眩まぶしかった。

　この一時が、永遠に続くように、神ではない何かに願って、

　駆けた。

　十字を描く、二本の赤。

　円弧を描く、黒の曲線。

　曲線は拒む、あたしの赤が届くことを拒んで、絡めとる。

　左腕を捕らえられて、あたしはそのまま引ひき摺ずり倒される――させない。

　忘れているのか塚つか木ぎ咲さ希き、あたしの全身は燃えている。

　右のナイフを僅わずかに動かして、捕らえられた左腕を、切り落とし、体を逃す。

　もう痛みなんて感じやしない。

「あなた――」

　塚木咲希が息を呑のむのが、少し、おかしく、いっそ穏やかなほどに、あたしは微笑ほほえむ。

「おまえになんだってくれてやるよ」だから、おまえが欲しい。

　逃がした体はなおも前へ、倒れこむように、右手を伸ばし、

　切っ先は、鞭むちを掻かい潜くぐって、その体に届いた。

　左胸を、心臓を、一撃で、貫く。

「生憎あいにく、私の一番は他ほかにいるんですよ」

　塚木咲希は自分から、ナイフに向かって身を寄せる。

　切っ先は心臓を僅かにずれて、だが、根元まで、深々と刺さった。

　荒野に一つだけある墓のように、ナイフの柄が、塚木咲希の胸の中央から生えていた。

　快かい哉さいの叫びを上げる間もなく、ひどくあっさりと、

　限界が訪れた。

　炎ほのおが消える。胸の傷も、血も、心臓も、急速に、冷えていく。

　死人のそれのように、冷えていく。

「ははっ……」

　どうだ、塚木咲希、たった一度だけど、

「結構、やるだろ、あたしも」

　そのまま、すがりつくように、あたしの体は落ちていく。

　抱き止めてくれるかと、少しだけ思ったけど、塚木咲希はすっ、と身をかわして、

　あたしの体は地面の硬さと、冷たい感触を味わった。



　蝋ろう燭そくが燃え尽きるように、体から魔法が消えていく。

　胸の傷が意味を失い、消えていく。熱が去っていく。

　ああ、負けたんだ。

　塚つか木ぎ咲さ希きが胸のナイフを引き抜いて投げ捨てる軽い音が、肯定のように聞こえた。

　あたしの前まで転がってきたナイフをある種の反射動作のように掴つかむ。

　だが、もはや、振るう意味はない。

「決着のようだね」スコルが呟つぶやいて、あたしの隣までやってきた。

　塚木咲希は何も言わずにあたしたちに背を向け、白銀の狼おおかみの元へ帰っていく。

　胸を真紅に染めていながら苦く悶もんの声一つ上げず、眉まゆ一つ動かさなかった。

　スコルが口を使って器用にあたしを持ち上げ、背中に乗せて、この場を離れようと踵きびすを返した。

「待て」白銀の狼が呼び止めた。

「どうかしたかい、兄弟。ボクは彼女を病院に連れて行きたいんだけど」

　スコルは足を止め、首だけで振り返り応こたえた。

「ヴェルザンディは死んだ」

「知ってるよ、とっくにね。君が殺したんだろ兄弟」

「そうだ、故に、我々が争う必要はなくなったはずだ」

「残念だな」スコルは首を振った。「必要はあるんだよ兄弟。ボクは今、ヴェルザンディの手て駒ごまとしてではなく、蝶々ちようちようのパートナーとしてこの場に来た」

「ならば尚なお更さら無意味ではないか？」白銀の狼が首を傾かしげる。

「ボクもまた、所しよ詮せん『可能性』だ。無む理り矢や理りヴェルザンディに呼び起こされた存在だ。もう一人のサキと同じような存在といっていい。電池で動く人形も同じだ」

　それはつまり、スコルも消えてしまうということなのだろう。

　それもきっと、そう遠くはない時間に、消えてしまうのだろう。

「……そうか」白銀の狼は大きな溜ため息いきを吐ついた。「なるほど、理解した。おまえは彼女のために、私と戦い――私を喰くらい、生き永らえようというのか」

「そうだよ、ボクはそのために、ヴェルザンディを裏切った」

　二頭の狼は、互いを見詰め合い、同時に、口の端を歪ゆがめて皮肉に笑った。

「難儀な道を選んだな兄弟」

「君と同じぐらいにね兄弟」

　行け、と言うように、白銀の狼が顎あごをしゃくり。スコルは頷うなずいた。

　そして、それまでずっと黙っていた塚木咲希が制服のポケットから何かを取り出し、あたしに向かって投げつけた。

　スコルの背中に乗っかっていたあたしは、反射的にそれを残った右手で受け止める。

　ナイフを指の間に挟み、掌てのひらで受け止めたそれは、

　黄金色に輝く、林りん檎ごだった。

「持って行きなさい」

「……なんだよ、これ」

「実は私にもよくわかりません」

「あっ、そう」苦笑しながら、あたしはそれを握り締めて、軽く手を振った。

「ばいばい、塚つか木ぎ咲さ希き」

「さようなら、もう二度と会うこともないでしょうけれど――二番目に、大切だった人」

　挨あい拶さつが終わり、スコルが跳んだ。余韻の欠片かけらすらなく、風のようにそこから遠ざかっていった。



　病院に連れて行かれるとばかりあたしは思っていたのだが、予想に反し、スコルは丘を降りて早々に足を止めた。

　奇妙なぐらいに静かな夜の、当たり前に人ひと気けのない小道で、きれかけの街灯と古い自動販売機が月明かりよりもよほどにか細い光を落としていた。

　自動販売機の陰によりかかるように、あたしは座らされた。

　不思議に、あたしの意識ははっきりしていたし、立つこともできた。

　左手を切り落とした痛みも感じない。やばいような気もするんだが、何とかなるような気もする。

「あたしさ、あとどれぐらい生きられる？」

　近場の枯木に背中を預けて、空を見上げた。

　何も変わらない、冴さえた月だけがある。嘲あざ笑わらうように、あたしたちを見下ろしている。

「もって一時間」言いながら、あたしに背を向けて、たった今去ったばかりの広間がある方を――塚木咲希と白銀の狼おおかみがいる方を見た。

「三十分で戻る。だから絶対にそこから動かないでくれ」

「……あんたもさ、何もしないともうすぐ死ぬんだって」

「ああ、そうだよ。君より多少は長生きできるかもしれない程度だ」

「黙ってたんだな」

「言いたくなかったんだ」

「うっさい、馬ば鹿か」ふう、と溜ため息いきを吐ついて、左目の包帯を撫なでる。「行けよ、勝手に行って、一人で死んじまえ」

「冗談だろう、ボクは生きるために行くんだ」

　背を向けたまま、大仰に肩をすくめた。見えないけれど、きっと顔には皮肉っぽい笑みが浮かんでいるのだろう。

　月光を浴びて立つ、赤い姿が、頼もしく、見えた。

「……帰ってこいよ」

　返事はなく。ただ頷うなずいて、スコルは戻っていった。

　戦いの場へ、生きるために、そして、死ぬために。



　そして、あたしは独りで取り残されて、

　塚つか木ぎ咲さ希きに渡された黄金の林りん檎ごを顔の高さに持ち上げる。

　――二番目に、大切だった人――

「ふられちゃったか」乾いた声で笑う。

　わかりきったことだった。わかりきったことだけど、

　胸が、痛かった。

　こんな痛みは生まれて初めてだった。

　恋などしたことはないけれど――もしも、これを恋と呼べるならば、

　この痛みこそが、失恋なのかもしれない。

　自然と、涙が溢あふれてきた。

　右目からは涙が、左目からは血が、静かに流れ、

　あたしは立ち上がり、歩き出した。

　少し迷って、あたしは林檎をポケットに戻す。

　一つ残った腕に、一つ残ったナイフを握り、

　月に向かうように、歩き出した。



    

  
    
      




第五章　希望は覆る





　私は膝ひざをついた。

　丘の公園の広間で、蝶々ちようちようを打ち倒し、その姿が赤い狼おおかみともども消えてのことだった。

　当たり前だが、胸の傷は致命傷だ。心臓を外れているから即死していないだけだ。

　蹲うずくまって胸の傷を押さえ、血が流れるのを少しでも防ぎ、荒らげた息を整える。

「まったく、格好をつけるからだ」

　心配そうな顔で、シロが横から覗のぞきこむ。

　私は無む理り矢や理りに微笑をつくり、シロの鼻先に軽い口付けをする。

「折角の告白ですよ、こちらも格好ぐらいつけないと、見劣りするでしょう」

「咲さ希きが見劣りする相手なんて、私には想像もつかないがね」

　気き障ざなことを言いながら、肩をすくめる。

「馬ば鹿か」私はくすくすと笑いながら、シロの首筋に手を絡め、それを支えにして自分の体を引っ張り上げて立った。

「私も病院に行くか、せめてゆっくり休める場所で手当てをしましょう」

　意外に確かな足取りで私は歩き出す。胸の傷からの出血は、早くもとまりかけていた。

「やれやれ」シロがもう一度肩をすくめて、後ろに続く。

　すでに、この体は人の範囲を外れているのだろう。

　神を喰くい、狼を喰い、巨人を喰った体だ。

　人間の致命傷でも、安静にしていればやり過ごせる、はずだ。

　安易に考えたのは――

「必ず、油断すると思いました」

　失敗だった。私は聞いていたではないか。

　蝶々は、サキと手を組んだと。

　周囲を囲む枯木の一つに、月光を浴びて、立っていた。

「殺しに来ましたよ、『私』」

　風に乗って届く寒気のするような声と共に、サキは樹上から飛び降りた。

　逃げるなり戦うなりしなければならないのに、私は、動けなかった。

「……なんだ、これは」忌々しげにシロが呟つぶやく。

　どうやら、シロも同じように動けないようだった。

　全身が見えない鎖で縛りつけられているように、微動だにしなかった。

　辛うじて動くのは、目と口と耳の感覚器官ぐらいだった。

　罠わなか。そう、悟った頃ころに、広場の表面に奇妙な紋様が浮かんだ。

　月光に似た青白い光が描いたのは、魔法陣、と呼ばれるものか。円を基本にして、無数の魔術的な文字が浮かび上がり、独特の調和を描いていた。

「たいして強いものではないらしいですし、実際、私はこの類たぐいの手品は不得手です」サキが言いながら、ゆっくりと歩み寄る。

「でも弱りきっているあなたたちには充分」

「……シロ」無視して、私は呼んだ。

　しかし、シロは一声唸うなっただけだった。

　舌打ちを一つする、その頃には、サキが目の前でぞっとするような顔で笑っている。

　彼女の指が、動けない私の頬ほおを撫なでた。

「一つ、聞いていいですか」私は問うた。「ヴェルザンディの死も、彼女自身の計画のうちなんですか」

「肯定であり、否定ですね。彼女は死の可能性を考えて私を用意したけれど、死なないように隠れていた」

「なるほど」鼻で笑う。「つまり、あなたは有事の際にヴェルザンディを代行する予備だったわけですか」

　挑発のつもりだったが、サキはさらりと受け流した。

「ええ、その通り。最初はそうでした」

　頬から、首筋に、指が降りる。

「私は最初から裏切るつもりでしたけどね」

「悲しくなるぐらいに人望がありませんね、彼女は」私は肩をすくめようとしたが、生憎あいにく体は動いてはくれなかった。

「誰だれも信用してない女を誰が信用するんでしょう」

　くすくす笑いながら、彼女は手を引き、すっ、と唇を引き締め、

「『弦げん月げつの影』よ」

　呟つぶやき、袖そで口ぐちから飛び出た柄を掴つかみ鞭むちを引き抜く。

「私を殺しても、シロは手に入りませんよ」

　冷めた目で鞭を構えるサキを見やった。

　サキの眼まな差ざしの温度が下がり、鞭の柄で私の顎あごを殴った。

　体が固定されていて、衝撃はどこにも逃げない。純粋な痛みが顎から脳に伝わり気絶すらも許されない。

　痛みを堪こらえて、私は笑みをつくる。サキの顔には僅わずかな苛いら立だちが滲にじんでいた。

「何も問題はありません。私は『私』を殺し、心の臓を喰くらって『私』と等しい存在になればいい。そうすれば、私は『私』になれる」

　ああ、やはり、そこがウィークポイントだったか。軽けい蔑べつも顕あらわに、せせら笑う。

「浅はかですね。あなたは所しよ詮せん、私の出来損ないですよ」

　サキが、私の胸の傷に、指を差し込み、傷口を抉えぐった。

「ッ――グッ」体の内側が削れる痛み。思わず、呻うめき声が出る。再び出血が始まり、私の肌が血の赤に染まっていく。

　対照的に、サキは白く、恐ろしく冷たい顔をしていた。

「気が変わりました。さっさと心臓を抉って楽にしてあげようかと思いましたが――」

「嬲なぶり殺ごろしにする」言葉の続きを奪ってやる。

　サキは何も言わなかった。

　それからは、滅めつ多た打ちだった。

　拳こぶしで足で鞭むちで、嬲り殺しの名に恥じない痛みで、私を飾った。

　皮膚が裂ける肉が抉れる骨が折れる内臓が傷つくどす黒い血が流れ出す。

「アハハハハハハハハハハハハハ――」

　笑っているのは、私だった。

　サキの惰弱さを嘲あざ笑わらっていた。

　サキは笑わない、微笑すら浮かべない、冷えた表情で私を嬲なぶる。

　サディスティックな欲望を満たしている風もなく、怒っている風もなく、ただそれが自分にとって必要な行為だと感じているかのような義務的な動作で私を嬲る。

「つまらない、つまらないつまらない、つまらないんですよあなたは！　あなたには愛がない！　憎しみもない！　心がない！　それなくしての闘争に何の意味があると！」

　哀れになるほどに、サキは何も言わない。

　一方的に攻撃を加えている彼女が、逆に、追い詰められているようにさえ見える。

「あなたは所詮長くは生きられぬ紛まがい物ものだそうですね。なるほど『可能性』、なるほど、たかが生きる屍しかばねに過ぎませんか――」

　息を吸う、サキの目を覗のぞきこむ。

　合わせ鏡のように同じ顔が映る――同じでありながら、どうしようもない差異を宿して映る。

「真正面から挑みさえしなかった、このデッドコピーが！」

　不意に、サキの動きが止まり、叫んだ。

「黙れ！」

　鞭を投げ捨て、憤ふん怒ぬの顔に変わり、右の拳を私の傷口に沈めた。

「おまえに何がわかる！　私の何がわかる！　私の絶望を知りもしないくせに、私がどれほどおまえを……おまえたちを羨うらやんできたか知りもしないくせに、どうしておまえは、そんなにも、見せつける！」

　傷口の中で、私の体内で、サキが拳こぶしを開く。

　心臓を求めて、指先が肉を裂いて血管を引きちぎり内臓を抉えぐる。

　体の内側をまさぐられる痛みは脊せき髄ずいが焼けるほどだったが私は叫びの一つも上げない。

　サキを嘲あざけり、静かに見下ろす。

　口の端から流れたどす黒い血がサキを汚すように零こぼれる。

　嫉しつ妬と。

　究極的には、それが、サキの存在理由だったのだろう。

「もういい」激情は嵐あらしのように現れ、そして過ぎ去る。

　全すべての熱が彼女から消え去ってしまったかのように、白けた無表情に変わる。

「おまえの嘲るデッドコピーに貪むさぼられ、消えてなくなれ」

　まさぐる手が、私の心臓を探り当て、五指を回して掴つかむ。

「死ね」義務的とすらいえる、感情のない声だった。

　いっそ――悲しくさえある。

　無数の影の刃が、サキの体を貫いていた。

「……え？」信じられないように、自分の体を見下ろす。

　だが現実は何も変わらない、足元まで這はい寄った影が刃になり彼女を貫いている。

「どう……して？」

　混乱の響き。同時に、私の心臓を掴んでいた手が切り落とされた。

　私はサキの肩越しに見ていた。

　シロが、結界で動けなかったはずのシロが、ゆっくりと、歩を進めるのを見ていた。

「あ……そう、か」

　私の視線の動きを見て、サキは納得したかのように呟つぶやく。

　白けた顔が、自じ嘲ちように染まった。

　私と同じ顔が、自嘲に染まった。

「やっぱり、私じゃ、駄目だったんだ」

　絶望に包まれながら、彼女はゆっくりと倒れていく。

　私の胸に飛び込むように、落ちていく。

「ごめんなさい」私は言った。「ひどいことを、言いました」

　だけど、サキには聞こえなかっただろう。

　影の刃が、広場の石畳ごと結界を切り裂く音に、阻まれて。

　似合いもしないことを自覚して、私は、サキの背に両手を回して包む。

　傷口から流れる血に、肌といわず制服といわず赤に染められていくのを構わず抱きしめる。

　自じ嘲ちようと絶望に満ちたサキの瞳ひとみが、ほんの刹せつ那な、何か別の柔らかい輝きを浮かべて、

「……あった、かい、な」

　呟つぶやいた言葉が、サキの最期の言葉だった。

　サキは静かに目を閉じて、私の腕の中で、光の粒になって消えていった。

　最初から存在しなかったかのように、ぼろぼろと崩れ、微かすかな風に吹かれて消えた。

　私の手には、何も残らない。

　もしも、私とサキの立場が逆だったのならば。

「きっと、私は、あなたと同じことをしました」

　それが愚かだと、自嘲した上で、それでも、やらずにはいられなかっただろう。

　目の前で見詰め続けるのは、きっと、残酷なことだった。

　満ちることを知らなければ飢えを知ることもない。

　温ぬくもりを知らなければ凍えていると知ることもない。

　ずっと独りならば、孤独を知ることもない。

　いっそ、永遠に何も知らない方がよかったのかもしれない。

　何かを知れば、それだけ弱くなる。

　今の私のように、弱くなる。



　一瞬の瞑めい目もくと黙もく祷とうをサキに捧ささげ、目を開けて、シロに目をやる。

「信じてましたよ」

　砕かれた石畳の上に座り込みながら、いや、うつぶせに倒れ込みながら言う。

　まともに立てない。どうやら、左足の骨は砕けているようだった。左の肩と前腕、右手の指も動かない。肋ろつ骨こつが肺はい腑ふに刺さっているようで、息苦しい。

　手加減なしにやってくれたものだ、口の中は血だらけなのに味がわからず、目が霞かすむ。

　そのくせ、妙に、心臓の鼓動だけは確かで、静かで、ひたすらに血を巡らせる。

「無む茶ちやをする」苦々しげにシロが呟く。「相手が挑発に乗ってくれたからよかったようなものを」

　私は声を出すのも億おつ劫くうで、微かに首を振った。

　サキは自分で言ったのだ。大した効力ではないと。

　時間を稼げばどうにかしてくれるだろうと、博ばく打ちをして、勝った。

　ただの幸運、それだけの話だ。

　目を閉じてしまいたかったが、それをやると眠りに落ちてしまいそうだった。

　それはできない。

「……次は、私の番か」シロがくるりと振り返る。「敵をつくりすぎるのも考えものだな、休む暇がない」

　雪崩のように、何もかもが決着をつけようとやってくる。

　サキが去り、次に、

　赤い炎ほのおが、狼おおかみの形をした赤い炎が、月を背負って現れた。

　炎の中に唯一意思の光を見せる赤い瞳ひとみは、容易たやすく、もう一匹の狼を連想させる。

「待たせたね、兄弟」

　風に逆らうように、炎が揺らぎ、声が響く。

「随分と面白い格好じゃないか」飄ひよう々ひようと告げ、波打つ己が影を広場全体に広げていく。

　狼の形をした赤い炎は、口らしき場所を開き声を発する。

「悪いけれど、ボクには喋しやべる時間がないんだ兄弟」

「おまえもまた、命を賭とすか」

「嘲あざ笑わらっても構わないよ。馬ば鹿かなことをしている自覚はあるんだ。人間を相手に、狼のボクがなにを血迷ったことをしているのかとね」

「笑えないな。私も同じだ」

「そういえばそうか、君はずっと前から、この時代に生まれる前からそうだった」

「何のことだ？」

　僅わずかにシロが顔を歪ゆがめる。赤い炎は静かに首を振る。

「今となっては、意味のないことだよ――さあ」

　炎が一つ爆はぜ、倍ほどに膨れ上がり、その輪郭はより曖あい昧まいなものと変わっていく。

　狼より、炎へ、形を失い、ただ焼き尽くすための存在と化し、

「終わりを始めよう」

　宣言する。

　頷うなずきもせず答えもせず、シロは波打つ影を無数の刃に姿を変える。

　広場全体に広がっていた影が、一斉に揺らぎ立ち上がり、刃となる。

　黒い影は担い手のない武器の軍隊のように規則的に、場を埋め尽くすように立ち並び、血と肉を求めるようにゆらゆらと揺れる。

　外に影の刃、内に狼の炎。

　赤と黒、炎と刃、殺さつ戮りくの手段ではなく殺戮の意思を持つ互いの瞳を見詰め合う。

　兄弟と言うには殺伐としすぎていて、仇きゆう敵てきと呼ぶには親愛が過ぎる。

　向かい合う姿は決闘に臨む騎士のように静せい謐ひつな緊張で満ちていた。

　赤い炎は、白銀の狼は、

　その静謐を貫くように、高く、高く、夜空に浮かぶ月を切り裂くように高く、

　遠とお吠ぼえを上げた。

　広場を囲む枯れ枝がすすり泣くように揺れる。

　切り刻まれた石畳がかちかちと鳴く。

　急に強く、一陣の風が二人の間に吹き込んで、

　シロが影の刃と共に、炎ほのおへと駆けた。

　赤い狼おおかみが全身全霊をもって挑んでいるのと同じように、シロもまた、全すべての力を使い相対する。

　その疾駆は私の知る速度を遥はるかに凌りよう駕がし、操る影の刃は広場を覆おおう。

　まっすぐな、津波のようにまっすぐな突進。

　四方八方前後左右、シロを先頭に、影の刃はありとあらゆる場所から迫る。

　未いまだ動きを見せぬ赤い狼を圧殺しようとするかのごとく、全ての摂理を無視して迫る。

　最前線に立つ指揮官のように、白銀の狼は影の刃を率いて迫り、

　殺し合いは、一瞬で終わった。



　何もかもが、雪崩のような怒ど涛とうと終わろうとしている。

　まるで、誰だれかの手に集められて、そうなるように仕向けられたように、

　誰も彼もが、死に向かって突き進んでいく。

　誰も彼もが、希望のために死んでいく。

　遠くから見ればきっとそれは、何かとてつもなく偉大なものへ捧ささげる前兆のように見えただろうか。

　偽りの太陽の如ごとくに天をも焦がして立ち昇る紅ぐ蓮れんの炎。

　地獄の業火か天の篝かがり火びか、

　丘の全てが炎に包まれた。

　枯木が、土が、風が、空が、一息に、赤に染まる。

　黒影の刃すらその例外にはなく、赤の炎を切り刻んだ次の刹せつ那なには、

　焼き尽くされていた。

　白銀の狼すら、

　その例外になく、

　ただ、一塊の灰だけが、転がっていた。

　叫ぶことも立ち上がることも忘れて、

　私はそれを見ていた。

　何かの冗談かとすら思うほどに、ひどく、ひどく、ひどく、

　あまりに、あっさりと、

　シロが、死んだ。



　赤い狼の遠とお吠ぼえが聞こえる。

　勝かち鬨どきというにはあまりにも悲しい声が聞こえる。

　炎ほのおのどこかから聞こえる。

　私はどうするべきか、決まっている。

　殺さなければならない。

　力にはより大きな力を、侮ぶ蔑べつにはより大きな侮蔑を、

　世界には死よりも大きなものがある。

　折れた足で立ち上がれ、砕けた指で武器を握れ、流れる血を憎悪で補え、

　だが、

　狼おおかみの勝かち鬨どきよりは遅く、私の叫びよりは速く、



　――呪じゆ文もんが、聞こえる――



　あるいはそれは、歌だったのかもしれない。

　甘い、毒のように紡ぐ声は、

「……ヴェルザン、ディ？」

　食い殺されて死んだはずの、金色の女神の声だった。

「わたしはその名前を呼ぶ――」

　紛れもない女神の声。だが姿はどこにも見えない。

　声の位置は、炎の中に転がる一塊の灰と同じ。

「汝なんじは数あま多た名を持つ狼――」

　朗々と、流々と、呪文は続く。

「白銀の肉と漆黒の魂を持ちし獣、

　汝は『白く憎悪するもの』、汝は『月を喰くうもの』、汝は『幕を引くもの』、

　父なる『道化』と母なる『苦痛』に生まれし『終わりの狼』が一子、

　虚空駆けて光を貪むさぼり七天覆おおい尽くせ、

　汝は『終末の終末を告げる最期の狼』ハティ＝マーナガルム！

　汝が立つ場所こそが終末なれば、

　その名と運命に従い終末の更なる終末で全すべてを覆え――」

　歌の終わりに、呪文の終わりに、

　私は見た。

　焼き尽くされたシロの灰が黒く染まり、何かが、蠢うごめくのを。



　そして全てが覆くつがえり――闇やみは満ちる。



　赤に覆い尽くされた世界の中で、ちっぽけな汚点のようにあった黒が反旗を翻す。

　それはまさに一瞬の反逆。

　赤の狼おおかみは、断末魔の叫びも、言葉を遺のこすことさえ許されず。

　消滅した。だが、終わらなかった。

　赤の炎ほのおを呑のみ込んだ闇やみはその腕を、無差別に広げていく。

　復ふく讐しゆうと呼ぶには吐き気がするような貪どん欲よくで、

　覇道と呼ぶには怒ど涛とうが過ぎる蹂じゆう躙りんで、

　闇は進軍する。

　音はなく、闘争はなく、抵抗もなく。

　朝の終わりに夜があるかのような必然を思わせて、ただ、広がっていく。

　瞬まばたきの間に丘が闇に包まれた。

　呼吸の終わりには街が闇に包まれた。

　それすら、終わりではない。

　闇に停止はない。

　山々を越えて列島を呑み込み、

　海々を越えて大陸を呑み込み、

　ついにはその闇は空へと手を伸ばし、

　ただ一つの星すらも存在を許されず、闇色に染め上げる。

　最後に、あるいは最期に、

　虚空に浮かぶ、青白き月だけが残った。

　空は闇やみだった。

　地は闇だった。

　どれほどの者がこの闇の中で正気を保っていられるのだろうか、この音を殺し尽くしたような静寂の中でどれだけの者が生きていられるのだろうか。

　少なくとも一つ、

　青白い月光を浴びた一匹の狼おおかみは、そこにいた。

　光を呑のみ込むような白銀の毛と光の届かぬ漆黒の瞳ひとみだけを持って、

　世界を睥へい睨げいする王のように威風堂々と、立っていた。

「……シロ」唇の端から、声が零こぼれた。

　立ち上がることさえできず、温度のない黒の上で、私は横たわっている。

　声に反応して振り返った狼の瞳は、真冬の夜のように冷めきった目をしていた。

　それは私ではなく、敵を見る目だった。

　理解せざるを得ない。

　私は負けたのだ。

　言い訳の余地も議論の余地も抗あらがう余地もなく、敗北した。

　勝ったのはヴェルザンディ。

　どんな手品を使ったのか、死にながらも生き延びて、

　この瞬間を待ち続けた。

　蝶々ちようちようの執念も、赤い狼の願望も、サキの嫉しつ妬とも、シロの飢餓も、

　私の想おもいすらも――

　盤上の駒こまのように操り続けた。

　誰だれの裏切りも全すべてを手の内に、この最後の瞬間を待ち続けた。

　そして私は、今まで破壊してきた全てと同じように、破壊されることとなる。

　影のように静かに、シロではなくなってしまったシロが一歩を踏み出し口を開く、

「あの月を、喰くわねばならぬ」

　あの月が消えれば、この地から全ての光は消えるだろう。

　影すら残さぬ闇が埋め尽くすだろう。

「おまえを喰わねばならぬ」

　私の胸にある、『月の御者』の心臓を喰わねばならぬ。

　もとより、飢えは、それだったのだろう。

『月つき喰くい』と『月の御者』――追う者と、追われる者。

　きっとシロは、私を、食べたくて、食べたくて、仕方なかったのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　抗あらがい、苦しみ、そして、つけこまれた。

「……『弦げん月げつの影』」小さく呟つぶやく、どこかに放ほうり出されていた鞭むちは、私の感情など何一つ意に介さず私の手の中に飛来し、戦いの予感を喜ぶように震える。

　だが、私は敗北しているのだ。

　立ち上がることは不可能ではない、戦うことも不可能ではない、

　ただ絶望的に体が傷ついているだけだ。

　痛みなど無視して、未来など無視して、肉片になるまで戦うことはできよう。

「今まで、ご苦労様でした」忠実なる武器に呟き、ごく無造作に、後ろ手に投げ捨てた。

　落ちる音すらなく、『弦月の影』が闇やみに落ちる。

　主の裏切りに怒るように震えても、闇の中では何の音もせず、

　池に投げられた石のように、波紋だけ残して、闇に沈んで消えた。

　武器を手放した瞬間に、白銀の狼おおかみがぴくりと瞳ひとみを動かし、不快そうに尻尾しつぽを一度振る。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい」私は小さく肩をすくめようとしたが、砕けた左肩は持ち上がりはせず奇妙な仕草にしかならない。

　戦って、どうする。

　戦って、シロを殺して――どうしろというのだ。

　世界を救いシロを失えというのか、そんなものはコンピューターゲームの勇者にでも任せておけばいい。

　愛する者のいない世界で生き延びることなど、苦痛に過ぎない。

　孤独しか知らぬなら生きられた世界を、今の私は生きられない。

　ならばいっそ、この闇に消えてしまえばいい。

　認めよう、私は、弱くなった。

「どうしたんですか」掠かすれた声、凛りんとした響きも冷たい鈴の色もない、ただの、嗄かれて乾いた声。

「さっさと食べなさい」

　いつぞやと似たような言葉を、いつぞやとまったく違う意味で発する。

　ふん、と不快そうに狼は鼻を鳴らす。

　罠わなを警戒しているわけでもあるまい、ただ、投なげ遣やりな私の態度を軽けい蔑べつしているだけだ。

　それすら、どうでもいい。

「――哀れな」

　それだけ告げて、狼は私の前に立ち、地を覆おおう闇より一筋の槍やりを作り、

　無慈悲に、私を貫いた。



　……どうして、だろうか。

　もうさっさと死なせて欲しいとさえ思っていたのに、

　まだ、私を死なせようとしないのか。

　傷だらけの体で、死に瀕ひんした命で、音のない闇やみをどれほどの速度で駆けたのか。

　一度は退いた身でなぜ戻ってきたのか。

　影の槍やりと私の間で、ただ一つの腕を地について、覆おおいかぶさるようにして庇かばう、

　もう燃えることすらできない隻せき眼がんがそこにいた。

　泣きそうな顔をして、そこにいた。

「馬ば鹿かですか……あなたは」

　砕けた右の指が、ひどく痛い。

「死にますよ」囁ささやくような嗄かれた声。目の前の蝶々ちようちようは辛うじて息こそあったが、影の槍でもろに心臓を抉えぐられていた。

　何か呟つぶやくように彼女の唇は揺れたが、言葉は出ず、口の端から一筋の血が流れる。

　誰だれも彼もが死んでいく。

　私の前に現れては死んでいく。

　引き抜かれる槍、破れた心臓から流れる血は、悲しくなるほどに少ない。

　だが彼女は倒れない。

「やめろよ」静かで、明めい瞭りような声。「そんな情けないおまえの姿を見たくて戻ってきたんじゃない」

　もう彼女に魔法はない。理外の力の後押しはない。体力すらほとんど残っていないだろうに――たかが人間が、たかが、意志の力だけで、立っている。

「おまえはいつも、傲ごう慢まんで、冷たくて、冷たくて、月の光みたいに……」

　綺き麗れいだっただろ、と、そう、告げて、

　初めて見せる柔らかい笑顔で、踵きびすを返す。

　絶望的な状況で、絶望の体現めいた狼おおかみを相手に、拳こぶしを振り上げて吼ほえる。

「……見事だ。名も知らぬ戦士」狼すらも、その姿を讃たたえる。

　涙が、自然に零こぼれていた。

　悲しいのではない、ただ、太陽を見上げてしまったときのように、あまりに眩まぶしくて、

　彼女の姿が眩しくて、泣いていた。

　無限にも思える数歩の距離を意思だけで踏破する姿は、闇の中で、

　あまりに眩しすぎて、気高い姿で、

「見事だ、そして、さらばだ」

　その気高さのまま、死んでいく。

　この世界全すべてが狼の領域、闇の全てが狼の武器。

　闇の槍は脈絡なく現れては彼女を貫く。

　だが彼女は、体中を槍やりに貫かれても歩みを止めず。

　自らの体を引きちぎり、進む。

　彼女は道を開く。

　狼おおかみの前に立ち、振り上げた拳こぶしを振り下ろすこともできずにぐらりと揺れて、眠るように倒れていく。

　ほんの何秒間だ。

　狼は彼女を見ていた。彼女を敵として見ていた。私から意識を外していた。

　その間かん隙げきは、彼女が命を捨ててつくった時間だった。

　倒れる彼女の影より躍り出て刃を振るう。

　私は彼女の落としたナイフを右手で握り、折れた左足を意思で支えて闇やみの上を駆けた。

　闇の中に闇色の髪をなびかせ、涙の雫しずくを零こぼし、誇りをもって死に臨む。

　忘れていたことを思い出す。

　愛するもののいない世界で生きるのは苦痛でしかないならば、

　私のいない世界にこの狼を残してなるものか、

　愛と呼ぶには幼稚に過ぎるかもしれないけれど、

「私と一緒に、死になさい」

　狼の顔が驚きよう愕がくに染まるが、もう遅い。

　彼女にできて、私にできないことがあろうか。

　瞬間的に現れた槍に貫かれながら、

　熱烈な抱擁のように抱きしめて、鋼の刃を、狼の首筋に沈めた。

「きさ……ま」

「ふふっ、ははっ、はははっ」

　深々と刺した刃を捻ひねり、内部より切り裂けば、鮮血は溢あふれる。

　浴びた血潮は、愛した狼の血潮は暖かく。

　流れすぎた血に温ぬくもりを失った肉体さえも癒いやされるようだった。

「塚つか木ぎ咲さ希き、です、私の名前」

　氷のように、冬のように、夜のように、私は微笑ほほえんだ。

　一番私が綺き麗れいに見える笑顔を浮かべて、狼を見た。

「たとえあなたが私を忘れても、私はあなたを忘れはしない」

　だから地獄の底まで連れていく。

「……塚木、咲希」ぼうと、狼が呟つぶやいた。

　私は死ぬだろう。だが、この狼もまた死ぬだろう。

　敗者の足あ掻がきと笑うならば、笑えばいい。

　私は諦あきらめてなんてやらない。

　笑顔を見詰める狼おおかみの黒い瞳ひとみ、静せい謐ひつであったはずのそれが、ぐらりと揺らぐ。

「塚つか木ぎ咲さ希き――何な故ぜ、こんなにも、懐かしい」

　夢を見るような声。

「どこで、聞いた、どこで、見た、あの日から、いつからだ、私は何を、忘れて、求めて、思い出せない、私は……」

　ああ、

「大丈夫、私は、ここにいますよ」力の入らぬ両手で、その白銀の体を抱きしめる。

　消えていく温ぬくもりを掬すくい取るように、少しでも、傍に。

　二度と消えてしまわぬように、少しでも近くに。

　寄り添いながら、私たちは感じている。

　互いの命が燃え尽きていく、永遠にも似た、短い時間を抱きしめあっている。

　鼻先を私の首筋に埋めるように擦りつけて、シロは静かに目を閉じた。

　その頭上で、闇やみが、形を変えた。

『化け物』でい続けることができなくなり、闇の制御は失われる。

　静謐の闇は黒い硝子がらすのように砕け、無数の破片が嵐あらしのように空を駆け巡り、ただの一点を目指す。

　螺ら旋せんを描き空が落ちてくるような錯覚と共に、闇は生まれた場所に戻ろうとする。

　全すべてを覆おおった闇は全ての旧ふるいものを引ひき摺ずりながら無に還かえっていく。

　例えばそれは、街に満ちていた全ての可能性を剥はぎ取って、ただの街に戻していく。

　十字の並ぶ墓地は更地に、暗い城はただの学校に、舘やかたのような図書館は名もなき廃屋に、塔はビルに、妖よう精せいは人に、

　旧きものは旧き場所に、新しきものに存在を譲り、消えていく。

　ただの摂理に旧きは駆逐されていく。



　そして居場所をなくした闇と、居場所などなかった旧き全ては、

　最後の埒らち外がいの元に――私たちの周りに集う。

　私たちを呑のみ込むように、私たちを囲む。

　収束し収縮し、闇は積みあがり、私たちを包み込んでいく。

　私たちの周囲だけが、旧い闇に覆われていく。

　音もなく、光もなく、闇に覆われた姿は檻おりか、それとも籠かごか。

「いいえ、それは卵。可能性と滅びで創つくりし、次の世界への卵」

　金色の女神の声と共に、

　この世界の全てから、私たちだけを隔離する。



　この闇やみがせめて、雪のように優しく降り注いでくれればよかったのに。

　それだけを思いながら、力の抜けた狼おおかみの体を抱きしめていた。

　抱きしめていた狼の体が闇に沈み、消えて、欠落感に襲われる間もなく、

　私もまた、同じ闇の中に消えていく。

　消えていく全すべての感覚の中で、何かを近くに感じた。

　場違いで、小さな、金色の輝き。

　あの運命の女神と比せば、ひどく弱々しく、小さな光。

　それは彼女に渡したことにより炎ほのおを逃れた。彼女が食べなかったことにより損なわれることなく、再び、私の前に戻ってきた

『黄金の林りん檎ご』の輝きだった。

　それを認識すると同時に、急速に、意識が覚かく醒せいする。

　闇の中に意識が冴さえる。『黄金の林檎』はただの光に形を変え、この体を包む。

　沈み消えようとしていた体に感覚が満ち、全ての傷は消えた。

　流れる血潮、脈打つ鼓動、揺れる髪の一筋すらも、その手で触れたかの如ごとくに理解し、私は闇の中で立ち上がり呼んだ。

「『弦げん月げつの影』よ！」

　卵の内側檻おりの内側、果ても見えぬ闇の中、一度は捨てたその武器は、

　他ほかの全ての可能性と同じように闇に呑のまれたその鞭むちは、

　闇より浮かび上がり、私の手に収まり、歓喜するかのように震える。

　まだ戦えと、私に言うのか。

　まだ敗北ではなく、まだ終わりですらないと、私に言うのか。

　思い出すのは、帽子の老人の姿と言葉。

　駒こまの動かし手はもう一人、いたわけか。

　ヴェルザンディが待ち続けたように、老人も待ち続けたのか。

　ひっくり返された盤を、もう一度ひっくり返すことを、私に託したのか。

「いいでしょう、戦ってやりましょう」

　闇の中で黒の鞭を振るう。

　風を切りながらも音はなく、黒が闇を切り裂いて弧を描く。

「誰だれも彼もが死んでいく中で、あなた一人が生き延びるというのは興がそがれるというものです」

　声に応こたえるように、現れる金色の姿。

　白い衣を纏まとい、金の髪を揺らし、運命の女神が闇より浮かび上がる。

　ただひたすらに美しいだけの笑顔に毒を隠して、運命の女神は血よりも赤く綺き麗れいな唇を開く。

「ごきげんよう、ごきげんよう、ごきげんよう――とうに死んでいるとわたしは予想していたわ塚つか木ぎ咲さ希き」

　迎える聖母のように慈悲深く、嘲あざける道化のように残酷に、

　両の腕を広げて優雅に、礼をする。

「ようこそ、未来を創つくる混こん沌とんの卵の内に」

　あるいは、未来への希望と呼ばれるものの中で、

　私は運命と再会を果たした。



　ヴェルザンディが一つ指を鳴らすと、私たちの間に白いテーブルセットが現れた。

　丸いテーブルと二脚の椅い子す、天板の上には蜂はち蜜みつ酒で満ちたグラスが二つ。

　彼女に促されて、私は席に着き、彼女自身が続く。

　どちらからともなくテーブルの上のグラスを取って掲げる。

「乾杯」

　二人が言って、軽くグラスを打ち合わせ、唇に運んだ。

　互いに一息に飲み干して、同じタイミングでグラスを置き、見詰め合う。

　青の瞳ひとみに黒い私が、黒の瞳に金の彼女が映り合う。

　長いとも短いともいえぬ付き合いだが、これだけはわかる。

　私にとって彼女は、彼女にとって私は、

　敵でしかありえない。

「正直な話、ね」唇を吊つり上げてヴェルザンディが笑う。「これは本当に予想外。赤い狼おおかみか、赤い蝶ちようか、どちらかの手であなたは死んでいると思った」

「別に私の成果でもありません、幸運と」深く帽子を被かぶった疲れ果てたような老人を思い出す。「そうなるように仕組まれた一手があっただけです」

　黄金の林りん檎ご。あれが辛うじて、私の未来を繋つないだに過ぎない。

「謙けん遜そんね」

　肩をすくめて、ヴェルザンディは笑みを消す。

「まずはあなたに賞賛を」鋭いほどの無表情、両りよう肘ひじをテーブルにつき、組み合わせた掌てのひらで口元を隠す。

「『運命の女神』の目の前で、あなたは『運命』を乗り越えた。白銀の狼の魂を揺さぶるためにあてがった無知な子どもが埒らち外がいの英雄のような真ま似ねをやってのけた」

「恋する乙女というのは、そういうものです」

　出来損ないの冗談にしか聞こえなかった。

　実際、出来損ないの冗談を聞いたようにヴェルザンディは冷笑する。

　親愛の混じる冷笑というのを私は初めて見たかもしれない。

　私は髪をかき上げ小さく首を振る。

「あなたの策は見事でしたよ。本当に、最後の最後まで私はほとんど何も気付けなかった。防ぐことができなかった」

　そしてシロを失った。

　憎んでいいはずなのに、さしたる憎しみも湧わきはしなかった。

　健闘を讃たたえる間柄でもなかろうに、奇妙に落ち着いていた。

　きっと彼女も同じなのだろう、だからこうして、テーブルに向かい合って、

　乾杯なんかしたのだ。

　短い沈黙、ただ見るだけで、相手のことを理解する。

　私は空のグラスを掴つかみ、掌てのひらで、握りつぶした。

　細かい硝子がらすが掌を裂く、浅い傷、皮一枚、開いた掌から輝く雪のように破片が零こぼれ落ちて白いテーブルに積もる。

　一度、ヴェルザンディは目を閉じ、すぐに開け、己がグラスの端を弾はじいた。

　硝子の鳴る高い音も闇やみの中では響きもしない。

「ここは混こん沌とん、滅びた今と失われた過去の可能性を包括する場所」

　今ある世界を壊す、そのためにシロを犠牲にした。

　新しい世界を創つくる、そのためにシロを犠牲にした。

「ここよりわたしは新世界を創る」

　席を立ち、彼女は手を差し伸べる。

　傷一つない白い手の意味は、正しく理解している。だから、首を振る。

「いいえ、私はあなたと一緒に行きません」

「あの白銀の狼おおかみが一緒だとしても？」

　なんて素敵な誘いだろうか。思わず手を取りたくなるほどに素敵な誘いだ。

　だが、

「そしてまた、あなたと手を取り合って踊り明かせと？」

　皮肉に、唇が歪ゆがむ。

　この返答は予期していたのだろう、ヴェルザンディはあっさりと手を引いた。

「残念よ、とても残念。新しい世界ならば、あなたが失った全すべてを取り戻すことも、あなたが欲した全てを手に入れることも、神になることすらもできたのに」

「結構、私はね、シロといた世界にそれなりに愛着がある……と、いうのは嘘うそにしかなりませんか」肩をすくめてしばらく考える。

　だが結論は虚むなしいものだ。

　結局、興味などないのだろう。

　この世界も、新しい世界も、どうでもいい。

「私は私の意志で、あなたを打ち倒す」もう駒こまの役割は充分だ。

「それが、あなたを拒んだ世界を救うことになったとしても」

「下らない」

　救われているというのならば、私はとうに救われている。

　シロと出会い、救いがたい孤独は救われた。

　呪のろったこともあった、憎んだこともあった、嘲あざけったこともあった、

　だがもう、そんなことは、忘れてしまった。

　忘れて、ただの無価値にしてしまった。

　不要なものは切り捨てればいい、蒸留され昇華され純化すればいい。

「絶望しなさいヴェルザンディ」あなたは、私の最も触れてはいけないものに触れ、

　それを奪った。

　皮肉に笑う白銀の狼おおかみを胸に、私もまた、立ち上がる。

　役目を終えた二脚の椅い子すと白いテーブルが闇やみに溶けて消えていく。

「この闇が希望の形だというならば、私はそれすらも打ち砕く」

「あなたを選んだのは失敗だったかもしれない」彼女が言った。

　私は無言のまま『弦げん月げつの影』を手にする。

　彼女もまた、細く捻ねじれた鋭い槍やりを闇より呼び出し掴つかむ。

　合図などいらなかった。互いに殺傷の道具を手にし、殺意を込める。

　左に跳躍しながら鞭むちを振るう。

　跳躍を追いながら槍でいなす。

　間髪いれず、彼女は踏み込みの勢いに乗せて槍を繰り出す。

　その動作の一つ一つが、後ろへなびく金の髪が、はためいた白い衣が、

　全すべてがつぶさに見えるほどに遅い。

　槍の先端を左手で払う。

　体勢を崩した脚を鞭で刈る。

　ヴェルザンディは為なすすべなく転倒する。

　他た愛あいない、そう思った次の瞬間、

　ふっ、と、彼女の姿が消えた。

「その手品は――」足を刈った勢いを殺さず、体全体でぐるりと回る。

　背後に向かって鞭を振るう。

　彼女が姿を現すであろう場所を予想して鞭を振るう。

「一度見ました！」予想に違わず、私の背後にヴェルザンディはいる。

「ええ」ヴェルザンディは微笑ほほえむ。「一度見せたわ」

　微笑む彼女には、右腕と、槍がなかった。

「これも、見せなかった？」

　何もない場所から、ヴェルザンディの右腕だけが現れた。

　槍やりを握る右腕、その穂先は制服を裂いて私の脇わき腹ばらに触れて停止する。

　同じタイミングで、私の鞭むちは彼女の首筋に緩く絡んで止まっていた。

「どんな手品ですか、まったく」

　彼女に応じるように、私は薄い笑みを浮かべた。

「『わたしの右腕がそこにあった』、そういう過去を用意しただけよ」

「便利な能力ですね」そして、つまらない能力だ。

　少なくとも、欠点が二つ。

　彼女の能力の効果が及ぶのは、自分自身だけだ。

　そうでなければ、もっと簡単に私を殺せている。

　もう一つは、単純に、彼女はこの類たぐいの殺し合いに慣れていない。

　だが、この状況ではどちらの欠点にもさして意味がない。

　鞭を締めて首の骨をへし折るときは、私の脇腹が槍で貫かれるときだ。

　逆も同じ。互いに動けない。

　我慢比べのように私たちは見詰め合う。あるいはありもしない隙すきを探す。

　青い瞳ひとみには私の顔が映っていた。

　黒い瞳には彼女の姿が映っているのだろう。

　どちらも薄く微笑ほほえんでいる。形だけの笑みを浮かべている。

「相討ちで終わりますか？」私は問うた。

「冗談にしては面白くないわね」彼女は答えた。

　示し合わせたわけでもないのに、私たちは同時に武器を手放した。

　鞭の柄が落ち、槍が落ちる。

　一瞬だけ、互いの死が遠ざかる。

「『弦げん月げつの影』よ！」声と同時に、落ちた柄が跳ねて私の手元を目指す。

　無言のまま、ヴェルザンディは体の方を右腕の位置に移す。

　必然、彼女は首に絡めていた鞭から解放される。

　続いて、地面に落ちた槍が彼女の手に戻る。

　ヴェルザンディは一足早く体勢を整え槍を構える。

　私は一足分遅れて、ヴェルザンディの位置まで跳んだ。

　戻ってくる『弦月の影』を握らず、すれ違うようにして、跳んだ。

「……なに？」武器を受け取らなかった私に、ヴェルザンディが一瞬顔を歪ゆがめた。

　普通は、武器があれば、それを使うものだ。

　彼女が迷った一瞬の時間で距離を詰める。密着といってもいいほど近くに踏み入り、

　槍やりを殺す。

　突きと払い、超接近状態ではどちらの機能も使いづらい。

「ッ――！」ヴェルザンディが迷った。一秒もない時間だ。

　瞬間移動もどきの便利な能力を、どう使うべきか、迷った。

「あなたは所しよ詮せん、策士です」戦士ではない。

　五指を伸ばして貫き手をつくり、彼女の首筋を突く。

　一秒に満たない時間が命運を分ける。

　爪つめが白い肌を食い破り、肉を裂いて血管を破る。

　生暖かい肉の感触と共に、私の指先が彼女の首に食い込んでいた。

「ぐっ……あ」ごぼりと、ヴェルザンディの口から血が溢あふれた。

　指の隙すき間まからも彼女の血が流れていた。

「無駄、よ」端整な顔を歪ゆがめ、無む理り矢や理りに笑みの形をつくり、彼女が言った。

　そして、言葉どおりになった。

　無理矢理だった笑みが自然なものに変わっていた。

　私の指は、数センチ分だけ彼女から遠ざかっていた。

　貫いたはずの白い首筋には傷一つ残ってはいない。

「過去を改変して、傷を無効化した……というところですか」

「正解。だから言ったでしょう、無駄、だと」

　嫌になるぐらい眩まぶしい彼女の笑み、いっそ優しいほどに澄んだ青い瞳ひとみ。

「無駄では、ありません」私は告げ、冷たく笑う。

　腕を下ろして彼女の手首を掴つかみ、目の高さまで持ち上げる。

「だって、あなたにも……余裕なんて、ないはずですから」

　彼女の手は彫像に似ていた。その白さが、艶つやめいた手触りが、何よりも、

　その手に走る、無数の、皹ひびが。

「わたしが力を使い果たすのと、あなたが敗北するの、どちらが早いかしらね」

　ヴェルザンディは笑みを崩さない。優雅なほどに笑みを崩さない。矜きよう持じと、いうのだろうか、それはとても彼女に似合っていた。

「勝てませんよ」はっきりと、私は言った。「あなたに勝ち目はありません」

「……そうね」小さく、溜ため息いきを吐ついた。「勝てないでしょうね」

「ええ、あなたは、負けたんです」

　彼女はもう、ゆっくりと壊れていくだけだ。

　私は手を離したが、彼女は腕を持ち上げたまま下ろさなかった。

　少しずつ広がっていく罅を、青い瞳は見ていた。

　闇やみの上に倒れた彼女を見下ろす。青い瞳が私を見上げる。

　凪ないだ海に似た静せい謐ひつがそこにあり、それ以外の全すべてがなかった。

　憤ふん怒ぬも悲嘆も情愛も憎悪も悔悟も何もない。

　全てを悟り受け入れた者のそれだった。

「わたし、頑張ったのにね」ぽつりと、彼女が言った。

　ひどく弱々しい声で、ひどく、ひどく、神さまらしくない言葉だった。

　超越した存在には似合わない、虚むなしい言葉、まるで、人間の言葉。

「ねえ咲さ希き、彼は……何か言っていた？」

　彼、その言葉が誰だれを指しているのか、彼女が誰の顔を思い描いているのか、

「伝言を、一つだけ、預かっています」

　私には理解できた。

『月の御者』――弱く、微笑ほほえむ男。

「聞かせて、お願い」

　迷っていた。嘘うそを吐つくべきか、真実を告げるべきか、迷っていた。

「『さよなら』と、ただ、それだけを伝えてくれと、頼まれました」

　結局、私は、真実を選んだ。

「最期くらい、優しい言葉をかけてくれてもよさそうなものじゃない」

　私か、それとも、『月の御者』か、どちらに向けられた言葉だっただろうか。

　ヴェルザンディは柔く、そして自じ嘲ちようを匂におわせて微笑んだ。

「茶番をしている自覚は、あったのよ」

　指先から始まった皹ひびはゆっくりと、だが確実に、彼女を蝕むしばんでいく。

　手首を通り、腕を過ぎ、肩口へ。

　足元にも同じように皹があり、上へと、広がっていっていた。

「わたしは、わたしが生きた世界が好きだった」

「終わっていたんですよ」首を振り、私は言う。

　優しい声は出ない。冷たい声しか出ない。現実を突きつけるような声しか出せない。

「最初から、終わっていたんです」

　皹は広がり続け、ついには、その端整な顔にまで届く。

　もう笑みをつくっていることすら難しいだろうに、彼女は微笑んでいる。

「わたしが消えれば、この混こん沌とんにあなただけが残る。この混沌はあなたのものになる。どんな世界でも創つくれるこの混沌で、あなたは、何をするの？」

　私は――何を、望むのか。

「あなたの決断を見届けることができないのが、少しだけ残念」

　全身が皹に覆おおわれ、彼女は、壊れ始める。

　末端から、それこそ、風に舞う雪のように、あるいは、白い花びらのように。

　ぼろぼろと、ぼろぼろと、散っていく。

「嬉うれしく思います、最後の最後まで、あなたは敵でいてくれた」

　微笑ほほえみながら、彼女は散っていく。

　四肢が消え、くびれた腰が消え、豊かな胸が消え、

　最後に、残ったのは、罅割れてなお美しい顔だけ、

「ごきげんよう、いいえ、『さよなら』」

　そして、『運命の女神』は、静かに、消えた。

「さようなら、運命の女神」

　雪のように積もることはなく、広がる闇やみに呑のまれて、喪うしなわれる。

　数秒もしてしまえば、彼女がここに存在したことを示すものは何もなかった。

　私はしばらく、彼女が消えて行ったあたりを見詰めて、それから、落ちたままになっていた『弦げん月げつの影』を拾い上げた。

　思えば、長い付き合いになったものだ。手の中で震える鞭むちを、私は優しく撫なでた。

「さあ、最後の仕事ですよ『弦月の影』」

　高く高く、黒の鞭を掲げ、

　強く強く、振り下ろし、

　眼前に広がる果てなき闇を――切り裂いた。



　闇の隙すき間まから零こぼれるは光――ただ白き輝き。

　虚無に似て、虚無でないもの。

　無限に続き続ける純白。

　完全なる白の世界。



　どこでもない白を、私は歩き続けた。

　意味もなく、理由もなく、歩き続けた。

　距離はなく、時間はなく、疲弊すらなく。

　停止に等しい前進か、前進に等しい停止なのか。

　進んでいるという意思だけが、二本の脚が交差することを前進と定義づける。

　その果てに、

　その果てで、

　一匹の狼おおかみを見つけた。

　大型犬をさらに一回り大きくしたような体たい躯くで、

　吸い込まれそうな黒い瞳ひとみで、

　輝く白銀の毛並みで、

　矛盾する命題を突きつけられた哲人のように、思い悩んでいるようだった。

　また長い時間を歩いて、私はその狼おおかみの横に立ち、声をかけた。

「どうかしましたか」

「何かを捜していたような気がする」

「ならば何かを捜していたのでしょう」

「だが何も捜していなかったような気もするのだ」

「では何も捜していなかったのかもしれません」

「しかし捜していたような気もするのだ」

「大事なものですか」

「それだけは覚えている」

　狼が私の顔を見る。

「とても大事なものだ」

　私は白銀の狼を見る。

　自然と、微笑が浮かんで、涙が零こぼれる。

「何な故ぜ……泣く？」

　私は答えず、告げた。

「ねえ、あなた――」

　たとえ、あなたが私を忘れても、

「私と結婚してくれませんか」

　私はあなたを忘れはしない。



    

  
    
      




終章　この広い世界





　奇妙な夢を見たと思う。

　夢の中のあたしは左目がなくて、両手に燃えるナイフを握っていた。

　そして、あたしは求めていた。

　長い黒髪と冷たい微笑ほほえみをした、とても綺き麗れいな誰だれかを求めていた。

　まったく知らない誰かのはずなのに、その人のことを考えるだけで涙が溢あふれた。

　カーテンの隙すき間まから零こぼれる朝の光、ベッドの上で体を起こし、両手で両目の涙を拭ぬぐう。

　どうして、あたしの胸がこんなにも痛むのだろうか。

　その意味を思い出そうとしたのに、雰囲気をぶち壊すように目覚ましが鳴り響く、

「やばっ！　中学校生活二日目にして遅刻とかないだろ！」

　布団を跳はね除のけて、あたしは大慌てでベッドから出た。



　朝食をとり、真新しい制服に着替え、鞄かばんを掴つかんで家を飛び出る。

　途中で幼おさな馴な染じみと待ち合わせだ。

　大人しい子だけれど、怒らせると案外恐こわいから急がないと――思って、玄関を出ると、

　そこに、赤い子犬がいた。

　見ず知らずの犬があたしを待っていたかのように、ちょこんと、座っていた。

「……えーと、おはよう？」あたしは犬相手に何を言っているんだろう。

「ワウッ」

　一声鳴いて、子犬は愛らしい姿に似合わぬ皮肉っぽい笑みを浮かべた。

　どこか懐かしいような感覚が、ぶり返すような胸の痛みと一緒に現れる。

　この子犬をどこかで見たような、そんな気がしてならなかった。

　あたしは子犬の前に屈かがんで、手を差し伸べる。

「一緒に来る？」

「ワウッ！」

　子犬は尻尾しつぽを振りながら、あたしの差し出した手を無視して、胸に飛び込んできた。

「おいおい、びっくりするだろ」

　言いながら慌てて、その小さくて温かいものを抱きとめ、頭を撫なでてやる。

　赤い子犬は気持ち良さそうに目を細め、甘えるよう鼻先をこすりつけてきた。

　自然と、頬ほおが緩んで、あたしは笑顔になっていた。

「おまえの名前、何にしようか？　やっぱポチ？　いや、赤いからレッドポチだな」

　ふと、スコルという名前が浮かんだけれど、あたしはすぐに忘れてしまう。

「うん、レッドポチにしよう。いい名前だ、そこはかとなくレッドでポチな感じがいい」

「ワゥン」

「そうかそうか、おまえも嬉うれしいかレッドポチ」

「ワウッ」嬉しそうに、尻尾しつぽが揺れていた。

「あたしの名前はさ――」



　スコルという名前と同じように、

　奇妙な夢のことも、感じた胸の痛みも、

　あたしは忘れてしまうのだろう。

　それを悲しいとは思わなかった。

　日常とは、そういうものだ。

　忘れながら、大事なものを、心に残して、前に進む。



　夢で見た誰だれか、とても、とても、綺き麗れいな人へ、

　あたしはきっと、幸せです。



    

  
    
      




断章　ふたりぼっち





　転うたた寝ねの中で遠い世界の夢を見ていた。

　塚つか木ぎ咲さ希きという人間が最初から存在していなかった世界の夢を見ていた。

　そう、全部、夢だ。

　目を覚ます、緑の葉繁しげる樹木の根元、柔らかな草の上に私は座っていた。

　繁る葉の隙すき間まから零こぼれる日差し、頬ほおをくすぐるような爽さわやかな風、

　そしてすぐ隣には、白銀色の狼おおかみがいた。

「起きたのかい」

「ええ、いつのまにか眠っていたようです」指先で、目の端に残った水滴を払う。

「もっと眠っていてもよかったのに」

「眠るのも眠らないのも同じことです。時間だけは、無限にありますからね」

　視界の先には、無限に森が広がっている。鳥と、虫と、草花と――狼も人もいない世界が広がっている。

　ここは名前もない広大な森、どこにも存在しない場所だった。

　過去にも未来にも決して存在しない、隔絶されたどこかだった。

　もう戻ることはできない。

　だが、悪くない。

「何か、思い出せましたか？」

　寄り添うように、体重を白銀の狼おおかみに預けて、問うた。

　何度も繰り返した問いだった。

「いいや、何も思い出せない」

　何度も聞いた答えだった。

「しかし……今ではもう思い出す必要もない気がする。ひょっとしたら、私はもう、捜していたものを見つけたのかもしれない」

　狼が私を見て、静かに微笑ほほえむ。満ち足りた、ひどく穏やかな笑みだった。

「ひょっとしたら、私は咲さ希きを捜していたのかもしれない」

「さあ、どうでしょうね」

　気き障ざな台詞せりふを聞いて、私は意味ありげな視線を向けた。

　ふっ、と狼は息を吐ついて、首を振る。

「私はね、多分、幸福だよ」

「そうですか」

「ああ」

　ゆっくりと、ゆっくりと、時間が流れていく。

　雲が流れ、風が吹き、草は凪ないで、鳥の声がする。

「ここはいい」独り言のようにぼんやりと狼は言う。「こんなにも、静かだ」

　言葉少なく、私たちはただ寄り添って過ごす。

　温ぬくもりと鼓動と、互いの存在を感じるように、寄り添って過ごす。

「……君は？」

「私は？」

「咲希は、幸せなのだろうか」

　ふっ、と、口元に笑みが浮かんだ。

　ここはどこでもない場所だ。

　ここには何もない、一秒前にも、永遠の果てにも、

　ただ二人以外、何もない。

「幸せですよ」

　だからこそ、

　ここには全すべてがあった。



    

  









    
      


あとがき



　以前、鈍行列車で広島から大阪までを旅したことがありました。いわゆる一人旅です。

　凄すごく暇でした。何せ話し相手すらいません。

　そういう意味では、連れが居るってのは幸福なことです。

　そういうことで、少女と狼おおかみの旅路、その三です。

　相変わらず二人は旅をしていて、

　やがて辿たどりついた見知らぬ土地で、

　咲さ希きはもう一人の自分に出会い、

　さまざまな想おもいが絡み、それぞれの幸福の為にぶつかりあい、遂には……と、そういう具合になっています。

　不思議なもので、三冊も続けていると咲希の性格にも（それこそ、生きている人間のように）変化が現れます。

　根本の部分は同じだとしても、ある部分は丸くなり、ある部分は尖とがり、全体のフォルムには微細な違いが出る。

　特に、もう一人の自分なんてものが前にいると、それが見えやすい。

　人の内面までを写す鏡が目の前にあるようなものです。仲良くするのは難しいけれど差異を見つけるにはうってつけでしょう。

　作中にて、咲希は実に『咲希らしくない』決断をくだし、『咲希らしくない』結論を出しますが、それも、今までの微細な変化ゆえ。

　咲希は強くなったのか、それとも弱くなったのか。

　その判断はともあれ、

　最後まで書き終えてみれば、咲希らしくないはずの行動も、『咲希らしい』のかもしれないと思いました。

　まあ、実は原稿を書き終えて、改めて読み直して思ったんですけどね。

　計画性皆無。



　はい、改めまして、ごきげんよう、葉は村むら哲てつです。

　読者のみなさま、担当編集さん、絵師の七なな草くささん、などなど、さまざまな方に支えられ、無事三巻ができあがりました。

　相変わらず、感謝はいくらあっても足りません。

　ついでに言えば、感謝はいくらしても無料なのがよいところです。



　それでは、いずれまたどこかで。



二〇〇九年春　　　　

『めでたしめでたし』

葉村哲
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